

[image: ]















恋なんてしないと決めていたのに、冷徹御曹司に囲われ溺愛されました【電子限定ＳＳ付き】

滝井みらん










目次




恋なんてしないと決めていたのに、冷徹御曹司に囲われ溺愛されました


叔父に恋人代行を頼まれました

副社長秘書のお迎え

彼女の事情

最悪の事態を救ってくれたのは……

彼女と彼女の弟

彼はキス魔？

三人で過ごす休日

とても愛おしくて

今日は絶対に彼のそばにいたい

天国にいる友人が俺に遺したもの

彼と恋人になって……

特別なクリスマス

社内で公認の仲になりました

彼の約束



特別書き下ろし番外編


今、とっても幸せです

素敵な家族　―　歩side






あとがき

【電子用ＳＳ】妹にお膳立てされて ―　歩side
















恋なんてしないと決めていたのに、冷徹御曹司に囲われ溺愛されました










叔父に恋人代行を頼まれました




「美み鈴すず、とっくに六時過ぎてるけど大丈夫？」

　オフィスで隣の席の同期・咲さきが、私に心配そうに目を向けた。

「え？　もうそんな時間？」

　パソコン画面から顔を上げて掛け時計に目をやると、午後六時二十二分。

「マズい、早く帰らなきゃ！」

　慌てて取引先への返信メールを打っていたら、向かい側の席にいる後輩・木き村むらくんが私に声をかける。

「なにか途中の仕事があれば引き継ぎますよ、芹せり沢ざわさん」

　私は芹沢美鈴、二十七歳。独身で、彼氏もいたことがない、いわゆる〝枯れている〟女。

　背は百六十センチ、腰まである天然のモカブラウン色の髪が私のトレードマーク。艶つややかで綺き麗れいだとみんなに褒められるけれど、仕事中はシュシュでひとつにまとめている。

　ぱっちりとした二重の目で、顔立ちは亡くなった母に瓜うりふたつ。そのせいか自分の顔はあまり好きではない。だから視力はいいが、学生の頃からずっと黒縁の伊だ達てメガネをかけている。

　そんな私は、日本最大の石油会社『アイシージェー』の本社原油外航部に勤務しているＯＬ。

　アイシージェーは国内に十一の製油所と三十を超える支店や関連会社を持ち、また海外にも六つの拠点があって、グループの年間売上高は三兆三千億円を超える大企業だ。去年イギリスの大手石油会社を買収し、世界でもトップ３に入る石油会社になった。

　私が勤務しているこの大おお手て町まちにある四十階建ての本社ビルには、約千人もの社員が働いている。

「今日は大丈夫。もうこのメール打って終わるから」

　木村くんにニコッと微ほほ笑えみ、メールの続きを打って送信ボタンをクリックした。

「よし。終わった」

　パソコンの電源を落とし、デスクの下に置いていたバッグを掴つかむと、咲がロッカーから私の深紅のコートを取ってきてくれた。

　先月までは暖かかったのだが、十二月に入って急に寒くなった。しかも、今日は十二月初旬というのに雪が舞っている。

「はい、コート。急ぎなさい。歩あゆむくん、待ってるわよ」

　歩というのは、私の五歳の弟。三年前に母が亡くなり、私がひとりで育てている。ちなみに私と歩には父親がいない。

「ありがと。じゃあ、あとお願い」

　彼女からコートを受け取って羽織り、小走りでオフィスを出てエレベーターホールに向かう。

　着いたエレベーターに乗ろうとしたら、隣のエレベーターから副社長が降りてきた。彼は先月、イギリス支社から副社長としてこの本社に戻ってきた社長令息だ。

　すらりとした長身で、女性なら誰でも振り返るような美形。

　去年イギリスの石油会社を買収したのは、噂うわさでは彼の手腕によるものらしい。

　海外からのゲストに囲まれている彼は、談笑していて私には気づかない。

　しかし、そのことを知っても胸は痛まなかった。

　私たちは高校時代の同級生という間柄だけれど、彼は私がここで働いていることを知らないのだから気づかなくても当然。

　それに、昔は机を並べて勉強していたとはいえ、今や彼は副社長で、私は平社員。住む世界が違う。

　ううん、もともと違う世界の住人だったのよね。

　自じ嘲ちょうするように笑ってエレベーターに乗ると、会社を出て電車に乗る。

　家の最寄り駅の阿あ佐さヶが谷や駅で降りたところでスマホが鳴り、弟の通う保育園からかと思って画面を見たら、叔父からの着信だった。

　すぐにスマホを操作して電話に出る。

「どうしたの、叔父さん？」

《美鈴、頼みがあるんだが》

「歩を迎えに行くところだから手短にお願いね」

　今、午後七時十五分。保育園は七時半までなので時間がない。

《明後日の日曜日、恋人代行を頼みたい》

　叔父の依頼に思わず耳を疑った。

「はっ？　なにを言っているの？」

　叔父は猫カフェを経営していて、その傍らで便利屋を営んでいる。子守り、引っ越し作業、家庭教師、パソコンの初期設定、ペットの散歩など依頼は様々。猫カフェのスタッフが便利屋の仕事もしているのだが、バイトの子たちはみんな性格もよく、おまけに頭もいい。

《恋人代行業務が舞い込んできてな。かなりいい金になるんだよ。大丈夫。客の身元は知ってるから安全だ》

　叔父が自信を持って言うが、オーケーできるわけがない。

「絶対に無理」

　知らない男性とデートなんてできないよ。

《予定してた女の子がインフルエンザにかかってさあ、他の子もみんな出払ってて、もう美鈴しかいないんだわ。だから、頼むよ》

　叔父が私に頭を下げている姿が目に浮かんだけれど、厳しい態度で言い返した。

「勝手に私をメンツに入れないで。猫カフェは手伝っても、恋人代行なんてやりません！」

　きっぱり断る私に叔父は食い下がる。

《そこをなんとかお願いしますわ、美鈴ちゃん。もう前金もらってるんだよね。しかも五十万円》

「時間ないから切るね！」

　五十万円ってどんなサービスするのよ。

　叔父の返答に呆あきれてしまって一方的に電話を切ると、保育園へ猛ダッシュする。

　ああは言ったけれど、叔父には母が亡くなった時からお世話になっている。やりたくはないが、私が対応するしかないだろう。

　溜ため息をつきながら走り続けると、保育園が見えてきた。

　弟の保育園は駅から徒歩十分の場所にあり、木造の平屋建てで、図書室、遊ゆう戯ぎ室、音楽室、それに園庭もあって、都心にある施設にしては広々としている。そんな立派な保育園に通わせることができるのも、咲のお父さまのコネがあったからだ。

　同期の咲……白井咲は、高校時代からの親友で私と同い年。モデルのように背が高く、アッシュブラウンのセミロングの髪に涼やかな目をした彼女は、祖父が元外務大臣で、父親も国連大使というお嬢さまなのだけれど、とても気さくで優しい。

　門の前でインターホンを押し、私の写真つきの許可証を見せて中に入ると、正面玄関の前に保育士の先生と歩がいた。

「す、すみません。遅くなりました！」

　延長保育をお願いしているが、いつも時間ギリギリ。

「今日も歩くん、いい子でしたよ。先生のお手伝いもたくさんしてくれて」

　先生の報告を聞いて、歩の頭をよしよしと撫なでた。

「歩、すごいね」

「たいしたことしてないよ」

　まだ小さいのに、弟はクールに返す。

　歩は五歳にしては小柄だが、サラサラの黒髪で目がキリッとしていて、自分の弟ながら顔ができあがっていると思う。

　頭もいいし、大人の言うこともよく聞いて、わがままひとつ言わないいい子。しかし、私としては逆にそれが心配だ。全然子供らしくない。

　それはきっと三年前に母を交通事故で亡くしたせいだろう。

　母は自分勝手な人で、子供に愛情を注がない、いわゆる毒親だった。歩にろくに食事をさせず、自分はホストクラブ通い。弟の身体が小さいのも幼児期の栄養失調が原因だ。

　私と歩は姉弟だけど、父親は違うし、誰が父親かも知らない。つまり、私も歩も私生児。

　男好きな母はお金があれば全部恋人に貢みつぎ、子供は放置した。男に会うために念入りに化粧はしても、子供のためにキッチンには立たない。家に何日も帰ってこないことも珍しくなかった。

　私は高校から寮に入り、就職後もひとりで暮らしていたのだが、年の離れた弟が心配で四年前に実家に戻り、今いるアパートで母が亡くなるまで三人で暮らしていた。といっても、母は遊び歩いてばかりでほとんど家にいなかったけど。

　母は実の親なのに歩には無関心で、自分がいなければ息子が寂しがる……なんて考えもしなかったに違いない。

　そんな母だったから、歩は人に甘えるということを知らないのだ。

「今日は遅かったね。電車遅れたの？」

　靴を履いて私の前に立つ弟を、そっと抱きしめる。

「ううん。ちょっと会社を出るのが遅くなっちゃって。待たせてごめんね、歩」

「あ、謝らなくていいよ。美鈴姉ちゃん、忙しいし。ほら、行こう」

　最近、弟は私が抱きしめると照れるようになった。でも、彼がやめてと言わない限り、やめるつもりはない。なぜなら私も歩も母に抱きしめられたことがないから。

　私が母の愛情を知らずに育ってきたからこそ、歩には家族の温もりを教えてあげたい。

　保育園の先生に一礼すると、帰りがてら近くのスーパーに行った。

「歩、今日はなにを食べたい？」

「ハンバーグ」

　弟が素っ気なく答えるけれど、その言葉を聞いてクスッと笑った。

「昨日もハンバーグだったよ、歩」

「だって美鈴姉ちゃんのハンバーグ美お味いしい」

　淡々とした口調で返されたが、弟に褒められ顔がニヤける。

「了解。じゃあ、ハンバーグにしよう」

　ニコニコ顔で応じると、歩は私の手を強く握って言った。

「僕も手伝うね」

　スーパーで挽き肉や玉ねぎなどの材料を買い、駅から徒歩十分ほどのところにあるアパートに帰る。

　築四十五年の木造アパートの一階の角部屋が私たちの家。間取りは１Ｋ。オンボロアパートで事故物件だが、駅に近くて月にたった三万円の家賃で住めるのが魅力だ。

　引っ越しも一時期考えたのにここにまだ住んでいるのは、歩の気持ちや将来を考えてのこと。ただでさえ弟は母と一緒にいた時間が少ないのだ。引っ越したら母との思い出がすぐに記憶から消えてしまうかもしれない。

　これからもっと養育費がかかるだろうし、弟はまだ母の死を乗り越えていないように感じる。

　母が交通事故死したのは恋人との沖おき縄なわ旅行中で、母はまるでコンビニにでも行くように『ちょっと出かけてくる』と言って家を出ていったきり帰らぬ人となった。

　警察から母が亡くなったとの連絡があって、歩と一緒に沖縄まで迎えに行ったが、病院の安置所に置かれた母の遺体を見て、当時二歳だった歩は『ママ、冷たい』と無機質な声で言っただけで、一滴も涙を流さなかった。

　きっと母の死をまだよく理解できなかったんだと思う。

　玄関のドアを開けて中に入ると、部屋の奥にある母の遺影に歩と一緒に手を合わせた。

　自分のことしか考えていない人だったけれど、それでも私と歩にとってはたったひとりの母。代わりはいない。

　歩と一緒にハンバーグを作ると、一メートル四方の折りたたみ式のテーブルに食事を並べ、いただきますをして食べ始めた。

「今日は保育園でなにしたの？」

　いつものように園での様子を聞いたら、弟は箸を止めて答える。

「フォトフレーム作ったんだ。うまくできたよ」

「へえ、フォトフレームなんてお洒しゃ落れ。他にはなにをしたの？」

「縄跳びした。二重跳び三回できるようになったよ」

　私の目をしっかりと見て報告する歩を褒めた。

「すごいね、歩。お姉ちゃん、もう二重跳びできないかも」

　ふふっと笑ったら、歩も私の目を見てクスッと笑った。

「美鈴姉ちゃんは運動苦手だもんね」

　そんな話をして食事が終わると、入浴を済ませ、本を読んで歩を寝かしつける。

「おやすみ、歩」

「おやすみ、美鈴姉ちゃん」

　うちは狭いからベッドは置けず、いつも布団を敷いて寝ている。

　寝つきのいい弟は、目を閉じるとすぐに眠ってしまった。

　天使のようなあどけないその寝顔。起きている時は年のわりに大人のような振る舞いをするけれど、寝顔はやっぱり子供だ。

「おやすみ」

　歩の頭をそっと撫でると、スマホを出して銀行口座の残高をチェックした。

　現在の預金残高は二百万円ほど。他に歩の将来を考えて毎月三万円ずつ積み立てをしている。

　恋人代行の仕事をしたら、お金が入るし、クリスマスにちょっとだけ贅ぜい沢たくをして歩となにか美味しいものでも食べに行こうかな。

　恋人代行は嫌だけど、歩のためだと思えば頑張れる。




　二日後の日曜日、私は朝から歩を連れて、叔父の猫カフェを手伝っていた。

「美鈴ちゃん、猫のおやつをひとつくれますか？」

　八十代くらいの白髪の男性客が、私ににこやかに声をかける。

「はい」と返事をすると、受付の隣にあるスタッフルームからタッパーに入った猫のおやつを持ってきて、茶色の猫を撫でているその男性客……秀ひでさんに手渡した。

　ここは、猫カフェ『ほっこり』。吉きち祥じょう寺じ駅から徒歩三分の雑居ビルの中にあって、店内には十歳前後の猫が十二匹いる。

「どうぞ。クルルちゃん結構人見知りなのに、もうすっかり秀さんに懐いてますね」

「ありがとう。伊達に三年近く通ってないからね」

　秀さんは穏やかな笑みを浮かべて早速猫におやつを食べさせた。

　彼は毎朝やってくる常連さん。穏やかで優しく、お互い名前で呼び合う仲だ。足が少し悪くて普段は杖つえをついている彼を、私は本当の祖父のように慕っている。

「美鈴、ちょっと」

　叔父に呼ばれてスタッフルームへ行く。

　叔父の芹沢孝たか宏ひろは、長身で甘いマスクのイケおじ。年は四十歳で独身。趣味でバンドをやっていて、髪は赤く耳にはピアスと、見た目は派手だけれど優しくて頼りになる。彼目当てでこの店に来る女性客も結構いるのだ。

「美鈴、今日の恋人代行の仕事、赤あか坂さかのホテルで午後六時に待ち合わせだ。デートじゃなく、恋人の振りを頼みたいって依頼。なんでも見合いを断りたいらしい」

「見合いを断る？」

　なんだか重要任務。だから前金を五十万円ももらったんだ。失敗したら依頼人に迷惑がかかる。私にできるだろうか。

「依頼人の名前はアヤト。濃紺のスーツを着て、目印に文庫本を持っているそうだ。あと、さっき届いたんだが、この服を着てほしいって」

　叔父が有名ブランドの紙袋を私に手渡すが、アヤトという依頼人の名前を聞いて不覚にもドキッとしてしまった。

　私の同級生だった副社長と同じ名前。

　あ～、依頼なんだから、余計なことは考えないの。

　自分を叱しっ咤たしながら紙袋の中を確認すると、服だけでなく、靴も入っていた。

　多分叔父が私の服や靴のサイズを先方に知らせたのだろう。

　昨日電話で聞かれたんだよね。この服を買うだけでもすごくお金がかかっていそう。

「わかった。やるだけやってみるけど、失敗したらごめん」

　今まで恋人がいなかったから、恋人の振りと言われてもピンとこない。なにか粗相をするかもしれない。

「そこは気にするな。あと、歩は俺が預かるから安心しろ」

　ポンと私の肩を叩たたく叔父の目を見て、ゆっくりと頷うなずく。

「うん。頼むね」

　紙袋を持ってスタッフルームを出ると、眠っている猫の横で本を読んでいる歩に、「ちょっと出かけるから、叔父さんの言うことをよく聞いてね」と声をかけてから店を出た。

　電車を乗り継いで赤坂のホテルに向かうが、足取りは重い。できれば逃げ出したかった。

　でも、前金をもらってる以上、逃げるわけにはいかない。

　ホテルに着くと、クロークにコートを預け、トイレに行く。

　用意された服に着替え、メガネも外して、鏡で全身をチェックした。

　膝丈のピンクベージュのワンピース。ブランド物だけあってとてもエレガントで、生地の肌触りもいい。ただ、靴は高いピンヒールで歩くのが大変そうだ。

「転ばずに歩けるかな？」

　苦笑いしながら腕時計を見ると、午後五時五十分。

「もう行かないと」

　そう呟つぶやいて、待ち合わせのラウンジに向かう。

　スーツ姿の男性は何人かいたけれど、文庫本を持っているのはひとりしかいなかった。

　その男性を見て唖あ然ぜんとする。

「嘘うそ……。一いち条じょう……くん？」

　叔父から依頼人の名前を聞いた時に彼の顔が浮かんだけれど、まさか本当に一条くんだったなんて……。

　彼の名前は一条絢あや斗と。私が勤務している石油会社アイシージェーの御曹司で副社長。そして、私の高校時代の同級生でもある。

　背は百八十五センチ、ダークブラウンの髪は毛先が少しウェーブがかかってふわりとしている。目は切れ長の二重で鼻は高く、非の打ちどころのないその美しい容貌は、高校の時と変わらない。いや、大人の色気が加わって今の方がより魅力的になっている。

　実は高校時代に一条くんに憧れていて、就職先を考えた時に真っ先に彼が継ぐ会社のことが思い浮かび、大学卒業後はアイシージェーに入った。

　しかし、一条くんとは縁がないのか、私が入社した時、彼はアメリカに留学中で、アイシージェーに入社後もすぐにイギリスに赴任。このまま会えないかもしれないと諦めていたら、今年の十一月に彼は日本に戻ってきた。なんでも十月に社長が過労で一時期入院していたこともあって、当初より予定を早く切り上げて帰国したらしい。

　けれど、一条くんは同級生だった私がアイシージェーの社員であることを知らない。社内ですれ違うことはあっても、彼と目が合ったことはないのだ。

　彼は副社長。平社員の顔なんていちいち見ないだろう。

　高校時代は同じクラスだったけれど、やはり彼は誰もが一目置く存在だった。

　私が通っていたのは、都内でも有名な名門私立高。幼稚舎から大学までエスカレート式で、幼稚舎からいる生徒は基本的に良家の子息子女ばかり。

　うちは貧乏だったから、必死に勉強して私は特待生として入学した。中卒で就職してもいい仕事に就けないし、親は頼れなかったから。

　私が入った学校は成績が学年のトップ５に入っていれば、高校から大学まで授業料も寮費も免除になる。

　しかし、やはり周囲がお金持ちということもあり、咲以外に友達はできなかった。

　クラスメイトには貧乏人と馬鹿にされ、いろいろとひどい扱いを受けていたが、一条くんは私をそんな偏見の目で見なかった。

　どうしよう～。マズいよ。マズい。

　一条くんが依頼人だなんて絶対に無理。

　アイシージェーで働いているのに、恋人代行をやってるなんてバレたら私の人生は終わりだ。

　彼は仕事にも自分にも厳しい冷徹な副社長。容よう赦しゃなく私をクビにするに決まってる。

　でも……もう前金はもらってるのよね。ああ、どうすればいい？

　ここで勝手にキャンセルしたら、お店の信用どころか、詐欺罪で訴えられるかも。

　逃げずに会うしかない。

　彼は高校卒業後はアメリカに留学してしまったから、私の顔なんて覚えていないだろう。

　高校を卒業してから九年も経っているんだ。しかも、今はメガネを外している。

　大丈夫。きっとバレない。

　そう自分を安心させると、深呼吸して一条くんのいる席に向かう。

　ドッドッドッと私の鼓動がうるさい。

　私の気配に気づき、彼が本からゆっくりと顔を上げた。

　目が合ってドキッとして、思わず足を止める。

　その目は、静かな夜のようにどこかミステリアスだった。

　どうか私だとバレませんように――。

　心の中で祈りながら一条くんに近付いた。

　警戒しながら彼を観察するが、その表情は私を見ても変わらない。

「お待たせしてすみません。便利屋の『スイート』から来ました……み、あっ、真ま理りです。アヤトさんですよね？　よろしくお願いします」

　一瞬自分の名前を言いそうになって、とっさに母の名前を伝えた。

　本名を一条くんに知られるのは避けたい。

「はじめまして。アヤトです。時間通りです。どうぞかけてください」

　一条くんは自分の腕時計をチラッと見ると、私に椅子を勧めた。

『はじめまして』ってことは私に気づいていない。これなら大丈夫そう。

「はい、失礼します」

　軽く頭を下げて椅子に腰かける。このやり取り、まるで面接だ。

「なにか頼みますか？」

　一条くんに紳士的に聞かれ、「では、ホットコーヒーをお願いします」と答えると、彼が店員を呼んで注文してくれた。

　基本、恋人代行の交通費や食事代は依頼者負担。あとキスや過剰なボディタッチ、それに性行為は禁止している。手繋つなぎに関しては、女の子に任せているらしい。

　コーヒーが運ばれてくると、彼は今日の見合いについて、自分の名刺を出して説明を始めた。

「話はオーナーから聞いていると思いますが、あなたには僕の恋人の振りをしてもらいます。見合いの場所はこのホテルにあるフレンチレストランです。恋人という設定上、あなたの肩や腰、手に触れることがあると思います」

　表情を変えずに淡々とした口調で説明する一条くんとは対照的に、私は狼狽うろたえて声をあげた。

「ええっ、それは困ります！」

「オーナーの了解は得ていますし、今回の依頼に百万円支払う契約になっています」

「ひ……百万！」

　金額を聞いて絶句する。

　叔父さん、恨むよ。お金に負けてボディータッチオーケーするなんて……。

　しかも私になんの説明もないじゃないの。

　叔父の拝金主義にも困ったものだ。

「ほんの短い時間です。見合い相手は多分怒って帰るので、恋人の振りをしてもらうのは二十分もないと思いますし、接触は必要最低限にしますので」

　相手は一条くんだし、公衆の面前ならそんなに触れることはないだろう。

　でも……割り切れない自分がいる。

　なにも言葉を返せずにいる私に構わず、彼は話を続けた。

「僕は真理と呼びますので、真理さんも僕のことを絢斗と呼んでください。真理さんは僕に合わせてくれればいいですから。では、そろそろ時間ですので行きましょう」

　一条くんは再び腕時計をチラッと見ると、文庫本をスーツのポケットに入れて立ち上がった。

「え？　あの……待って……！」

　一条くんのペースについていけず戸惑っていたら、彼が私の手を掴んで立たせた。

「さあ行くよ、真理」

　甘くて低いその声。まるで本当の恋人みたいに声をかけられドキッとする。

　さっきまでアンドロイドみたいに話していたのに、こんな急に豹ひょう変へんするなんて……。

　しかも、男性に手を掴まれるって、小学校以来じゃない？

　恥ずかしくてはにかみながら「あの……手、もう大丈夫です」と言うが、彼は離してくれない。それどころか恋人繋ぎをしてきて固まった。

「転ぶといけないから。それに、この方がより恋人アピールできる」

　そう言われてしまっては、なにも言い返せなかった。

　一条くんは私の手を引いて、ホテルの三十七階にあるレストランに連れていく。

　手を繋がれただけなのに、心臓のドキドキが止まらない。

　自分の恋愛経験値の低さを改めて思い知った。

「予約をした一条です」

　レストランのスタッフに彼がそう伝えると、奥の個室に案内された。

　壁一面の大きな窓、青い絨じゅう毯たんに白い壁。シックで落ち着いた部屋で、窓からの眺望も素敵なのだが、そこに見合い相手の女性がいるのを見てハッとした。

「絢斗さん、待ってました……！」

　セミロングの髪にシルバーグレーのワンピースを着ているその女性が、私を見て顔を強ばらせる。

　どうやらこの見合いに父親などの付添いはいないらしい。

　しかも、相手が一条くんを下の名前で呼んでいるということは顔見知りのようだ。

「そ、その女は誰なんです！」

　見合い相手の女性が私に目を向け、声を荒らげた。

　身につけている服、ネックレス、それに指輪は高級そうだし、彼の見合い相手となると相当いいところのお嬢さまだろう。

　しかし、目の前にいる彼女は、怨おん念ねんを込めるようなキツイ目で私を睨にらみつけている。

　こ、怖いんですけど……。

　思わず怯ひるむ私を安心させるかのように、彼がさらに強く私の手を握ってきた。

「彼女は僕の恋人です。宝ほう生しょうさんには申し訳ありませんが、あなたとは結婚できません。彼女……美鈴を愛しているので」

　一条くんは彼女に冷酷に告げると、私にちらりと視線を向け、フッと微笑する。

　その顔を見て、ゾクッと寒気がした。

　え？　今……美鈴って言った？　私の正体バレてる？

　狼狽えながら一条くんを見ていたら、彼の見合い相手が顔を真っ赤にして怒った。

「こ、こんな侮辱、信じられないわ！　帰らせてもらいます！」

　鼻息荒く彼女は部屋を出ていくが、無事に役目を果たせてホッとするどころか、私は青くなっていた。

　もう怖くて一条くんの顔を直視できない。

　逃げなきゃ。一条くんに私のことを知られてしまった。恋人代行をやってるなんて軽蔑されるに決まってる。

「あの……役目が無事に終わったようなので、これで失礼します」

　なにか言われる前にここから去ろうとするも、彼は私の手をしっかり握ったまま離さない。

「これから料理が来る。今さらキャンセルできないから食べていこう。さあ、座って。残りの五十万円も渡したいし。ね、――芹沢美鈴さん」

　一条くんにしっかりとフルネームで呼ばれ、凍りついた。

　彼はスーツの内ポケットに手をやり、茶色の厚い紙封筒を私に見せ、またポケットに戻す。

　ああ、そうだった。お金を受け取らないと。

　仕方なく席に着くが、目の前に彼が座り、じっと見つめられて圧迫感を覚えた。

　真理なんて嘘の名前を言ったこととか聞かれたら、どう言い訳しよう。

　この状況、ある意味拷ごう問もんに近い。

「九年ぶりに会ったんだから、まずはシャンパンで乾杯しよう。適当に決めていいかな？」

　飲み物のリストを見ていた彼に聞かれ、力なく返事をした。

「……どうぞ」

　一条くんがスタッフを呼んで注文するとすぐにシャンパンと、生ハム、プチトマト、チーズ、エビ、ブロッコリーなど色とりどりの食材で作った一口サイズの前菜が運ばれてきた。

　普通ならインスタ映えするその綺麗な料理に感動するところだが、今は窮地に立たされ食事どころではない。胃がキリキリと痛んで、額に汗が滲む。

　一条くんが目の前に置かれたシャンパングラスを手に持ち、ゆっくりと掲げる。

「九年ぶりの再会に」

　私もグラスを手に取ったが、掲げずにそのまま口に運び、一気に飲み干した。

　もう自や棄けだ。お酒を飲めば少しは緊張が紛れるかもしれない。

「お酒、強いの？」

「いえ」

　言葉少なく答えて、前菜を食べ始める。

　はっきり言ってお酒を飲むのはこれで二度目。入社後の歓迎会で飲んで以来だ。

　その時たくさんの人からビールを注がれ、記憶をなくしてしまったので、お酒はずっと控えていた。それに、歩の保護者になってからは、飲み会にも参加していない。

「今まで元気にしてた？」

　にこやかに尋ねる彼に、ぶっきら棒に返した。

「それなりに」

「そう。どうして真理って名乗ったの？」

　私の素っ気ない態度を気にせず、一条くんは質問を続ける。

「本名は教えたくなかったんです」

「メガネ外してるから俺が気づかないって思った？」

　図星を刺されてギクッとした。

「そ、それは……」

　言い訳を考えるが、なにも浮かばない。

　おろおろする私をじっと見つめ、彼は優しく微笑む。

「メガネかけてなくてもわかるよ」

「どうして……？」

「昔からなんていうか、美鈴はビー玉みたいに曇りのない目をしてるから」

　彼の言葉を聞いて、目頭が熱くなった。

　そんな風に言われたのは初めてだ。自分の顔……特に母親譲りの目は嫌いだっただけに衝撃的だった。

「もう役目は終わったので、美鈴なんて呼ばないでください」

　涙をこらえようと彼に冷たい態度で接する。

「恋人を演じた仲なんだ。下の名前で呼ぶくらいいいじゃないか。どうして恋人代行なんかしてるの？　美鈴なら一流企業に勤めていてもおかしくないのに」

「あなたには関係ありません！　どこでなにをしようが私の勝手です。シャンパン、お代わりください」

　グラスを差し出してお代わりを要求すると、彼がシャンパンボトルを手に取って注いでくれた。

　あの一条くんにこんな口の聞き方するなんて自分でもよくないと思ったが、彼は特に怒らず、どこか楽しげに注意する。

「さっきみたいな飲み方はしない方がいい」

「ご心配なく」

　彼の物言いが気に入らなくて、冷ややかに返す。

　その後、スープ、メインの牛肉の赤ワインの煮込み、デザートまで食べると、だんだん頭がボーッとしてきた。

「……鈴、美鈴、起きてる？　さあ、もう帰ろう」

　彼に声をかけられたけれど、もう動きたくなかった。

「いや……もうちょっといる」

「もうちょっといたらここで寝るだろう……って、寝ないでくれる？　美鈴」

　一条くんに肩を揺すられて、とっさに彼の手を振り払った。

「寝て……ない」

　そう言い返したものの、もう目が開かない。

「半分寝てるよ。すみません。お会計お願いします。あと、連れが酔ってしまったようで……」

　彼は溜め息交じりに私に言うと、レストランのスタッフと話しだした。

　声は聞こえるけれど、だんだん意識が遠のいてきて、なにを言っているのかわからない。

　お酒……飲みすぎた……かも。

　寝ちゃ……ダメ。歩……迎えに……行かな……いと――。

「美鈴」

　遠くで一条くんの声がしたが、全身の力が抜けて返事もできず、そのまま意識を手放す。

　次に目を開けた時、私は知らないベッドで彼と寝ていた。










副社長秘書のお迎え




『ない、ない、ない！』

　帰りのホームルームが終わり、ある女子生徒が通学バッグの中を漁あさりながら騒ぎだした。

『昨日買ったばかりのブランド物の財布がない！　あなたが取ったんでしょう、芹沢さん！』

　財布をなくした女子生徒が、私を責める。

『わ、私じゃありません！』

　彼女の財布なんて知らないし、私は人のものなんか取らない。なのに彼女の友達も一緒になって、私を犯人扱いした。

『芹沢さんの家、貧乏だもんね。お昼休みにこっそり盗んだんじゃないの？』

『私じゃない！』

　必死に否定する私を、周囲のクラスメイトが蔑さげすむように見ていてつらかった。

　そこへ生徒会室にプリントを取りに行っていた一条くんが戻ってきて、教室に入るなりこの状況を見て顔をしかめた。

『これはいったいなんの騒ぎだ？』

『佐さ藤とうさんが、自分の財布を芹沢さんがお昼休みに盗んだって騒いでて……』

　近くにいた男子生徒の説明を聞いて、一条くんはきっぱりと言った。

『芹沢さんは盗んでない。昼休みは、俺たち生徒会役員と一緒に文化祭の準備をしていた』

　彼の後ろにいた杉すぎ本もとくんも私を擁護する。

『そうそう。芹沢さんは、俺たちと一緒だった。芹沢さんが疑われるなら、俺たちも疑われているってことになるな』

　生徒会長の一条くんと副会長の杉本くんにそう言われ、急に佐藤さんはしおらしい態度になる。

『あの……その……勘違いでした。机の中にありました。すみません』

　佐藤さんがピンクと黒の市松模様の財布を机から出して、一条くんと杉本くんに謝る。

『謝罪する相手が違う。芹沢さんに謝って――』

　一条くんが私を信じてくれて嬉うれしかった。

　高校時代にあった出来事。これは……夢だ。

　高校時代？　夢？　……一条くん？

　そうよ、一条くん！

　目を開けたら知らない部屋に彼と寝ていて、ギョッと目を剥むいて驚愕した。

　キングサイズよりもさらに大きなベッドの中央で彼に腕枕されている。

　え？　え？　ええ～！

　いったいなにが起こったの？

　まだ夢を見ていると誰か言ってほしい。

　でも、頭がズキズキと痛んで、これは現実だと教えてくれる。

　一条くんを起こさないようゆっくりと起き上がるが、なんだか胸がスースーして違和感を覚えた。

「あっ、やだ」

　胸元を見たら、洋服だけじゃなくブラも身につけていない。胸が露あらわになっていて慌てて手で胸を押さえる。

　ひょっとして裸？

　確認しないわけにはいかなくて、布団の中を恐る恐る覗く。ショーツは穿いていてホッとしたけれど、それで完全に安心はできなかった。

　一条くんも上半身裸で、互いの脱いだ服が床に散乱している。

　これはどういう状況？　まさか彼と……寝たの？

　最悪の事態が頭をよぎって、顔から血の気が引いていく。

　ベッドの足元には、ベッドスローが敷かれていた。部屋はホワイトとブラウンを基調としていて、とてもシックで生活感がない。

　ここは……ホテルの部屋？　昨日なにがあった？

　一条くんとレストランで食事をして、それでお酒飲んで……じゃない！

　あ、歩！　叔父さんに預けっぱなし！　早く迎えに行かないと。

　おまけに今日は月曜で仕事もある。

　ベッドサイドのデジタル時計を見たら、五時を回っていた。

　一条くんが起きる前に急いでここを出なきゃ。

　彼の顔をチラッと見ると、ぐっすり眠っていた。

　ギリシャ彫刻のような彫りの深い顔。まつ毛は長くて、肌は女の私が羨うらやましくなるくらい毛穴もなく綺き麗れい。髪は乱れているが、それが余計に色気が増してドキッとする。

　まるで眠れる王子様だ。

　一条くんを起こさないようにベッドを抜け出し、床に落ちていた服や靴を拾い集める。ドアの近くにあったバッグを手に取ると、そのまま寝室を出た。

　スイートルームなのか、部屋がいくつもあって戸惑ったけれど、隣のリビングで急いで服を着る。

　お願いだから、私が出ていくまで起きないで！

　彼が今にも起きてくるんじゃないかと気が気じゃない。

　身なりを整えると、リビングを出て長い廊下を進み、ようやく客室の外に出られた。

　近くにエレベーターホールがあり、すぐにエレベーターに乗ってロビーに向かう。

　正面玄関前に停まっていたタクシーに乗り込み、「吉祥寺までお願いします」と運転手に伝え、バッグからスマホを取り出した。

　叔父から夜中の十二時と十分前に着信があったようだが、マナーモードにしていたから全然気づかなかった。

【ごめん。今叔父さんのマンションに向かってる。歩は大丈夫？】

　ＬＩＮＥを送ると、すぐに既読がついて少し安堵する。

【なにかあったのか？　歩は今ご飯食べてるよ】

　叔父からの返事を見て、私もまたメッセージを送った。

【お酒飲んじゃって、そのまま寝てた。ごめん】

【まあ、無事でよかったよ。じゃあ、気をつけて来いよ】

　無事といえば無事だけど、一条くんとなにもなかったとは言えない。

【うん、心配かけてごめん】

　ＬＩＮＥを終わらせると、窓の外を眺めた。

　まだ朝早いから車が少ない。これなら通勤ラッシュに巻き込まれずに叔父のマンションへ行けるだろう。

　だが、これで安心してはいられなかった。心配事がたくさんあって頭の中がごちゃごちゃ。

　レストランからどうやってホテルの部屋まで行ったのか、まったく記憶がない。

　今さら後悔しても遅いが、ワインなんて飲むんじゃなかった。

　まさかと思うけど、一条くんと寝た？

　頭がズキズキ痛む以外は、身体に違和感はない。でも、男性経験がないからなんともいえない。

　ああ～、彼と寝たの？　寝てないの？　どっち～？

　どちらにしろ、もうきっと彼と関わることはない。

　幸い彼の会社で働いていることはバレていないし、昨夜あったことは忘れよう。

　そんなことを考えていたら、タクシーが叔父のマンションの前に停まった。

「六千円になります」

　タクシー運転手に言われ、思わずメーターの料金を確認した。

　うわあ、痛い出費。そりゃあ赤坂から吉祥寺までだもん。そのくらいするよね。

　今週はお昼ご飯、コンビニのおにぎりだな。

　ハーッと深い溜め息をつきながら支払いをし、速足でマンションに入る。

　インターホンを押して、叔父にエントランスのロックを解除してもらうと、十二階にある叔父の部屋へ――。

　インターホンを押す前にドアがガチャッと開いて、叔父と歩が出てきた。

「叔父さん、ごめんなさい。歩もごめん！」

　叔父にまず謝ると、歩をぎゅっと抱きしめた。

「美鈴姉ちゃん、遅いよ。でも、僕、叔父さんの家にひとりでお泊りできたよ」

　歩がクスッと笑って、どこか誇らしげな顔をする。

「うん。歩すごいね。でも、お姉ちゃんはダメダメだね」

「そんなことない。美鈴姉ちゃんはいつも頑張ってるよ。偉い、偉い」

　歩がよしよしと頭を撫でてくれて、目頭が熱くなった。

「お前たちラブラブなのはいいが、急げよ。今日月曜だろ？」

　私と歩のやり取りを見ていた叔父に声をかけられ、歩の抱ほう擁ようを解いた。

「あっ、そうだった。叔父さん、本当にありがと」

「美鈴、行く前に残りの料金」

　私に手を差し出す叔父を見て、「あっ！」と変な声をあげる。

「……忘れた」

　そうだった。お金をもらわなきゃいけなかったのに……。

　でも、回収になんて行けない。一条くんに会いに行けるわけがない。

「叔父さん、ごめん。猫カフェ、当分ただで働くから」

　手を合わせて謝ったら、叔父はフッと笑って私の頭をクシャッとした。

「気にするな。もともとお前に無理なことを頼んだ俺が悪い。それに……まあそのうち回収できるさ」

　どこか企み顔で微笑む叔父の言葉を聞いて、首を傾げた。

「そのうち回収できるって言った？」

「なんでもない。こっちの話だ。ほら時間ないぞ」

　トンと背中を押され、「あっ、うん」と曖あい昧まいに返事をした私は、歩を連れて電車で家に帰る。

　シャワーを浴びて身支度をし、大急ぎで歩と一緒に家を出ると、弟が私をじっと見て言った。

「そういえば美鈴姉ちゃん、赤いコートは？」

「あっ、……ホテルに忘れた」

　あまりに気が動転してて寒さにも気づかなかった。休日にでも取りに行かないと。

「大丈夫？　風邪ひくよ」

　心配そうに歩が見つめるので明るく笑ってみせた。

「大丈夫。お姉ちゃん、身体だけは丈夫だから」

　ガッツポーズまでしたが、一度意識してしまうとコートなしでは寒い。

「昨日の夜は、ご飯なに食べたの？」

　保護者としては叔父がなにを食べさせたのか知りたくて尋ねたら、歩が珍しくにんまりした。

「叔父さんが、お寿司屋さんに連れてってくれたよ」

「ああ、回転寿司」

　そう相あい槌づちを打つが、すぐに否定された。

「違う。本物のお寿司屋さん。寿司職人さんが目の前で握ってくれて美味しかった～。叔父さん、前祝いだって言ってたよ」

「よかったね」

　それはさぞかし美味だっただろう。

　叔父さん、いくら大金が入るからって浮かれすぎ。

　ああ、でもお金をもらい忘れたんだもの。叔父さんに文句は言えない。

　自分があまりに愚かで嫌になる。

　ホントなにをやっているんだろう。




　歩を保育園に預けると、再び電車に乗って会社に向かう。

　コートのことがあって電車の中でバッグを確認するが、クローク札がなかった。

　どこかで落としたのかな？　あとでホテルに電話してみよう。

　電車を降りると、駅の売店でおにぎりを買い、オフィスへ行く。

　時刻は午前八時五十分。

「間に合ってよかった」

　自分の席に着くと、パソコンを起ち上げながらフーッと息を吐いた。

「おはよ。寝坊でもしたの？」

　隣の席の咲に聞かれ、曖昧に笑ってごまかす。

「うん、まあそんなとこ」

　うちの副社長とホテルにいました……なんていくら親友でも言えない。

「おはようございます。芹沢さん、今日十一時からシンガポールとオンライン会議があるってメール来てましたよ」

　向かい側の席にいる木村くんがニコッと挨拶するので、微笑み返した。

　彼――木村優ゆう吾ごくんは私の一年後輩の二十六歳で、性格がよくてしっかり者。細かいところに気が回るので、私もよくフォローしてもらって助かっている。

　百八十センチの長身で、茶髪のウルフカットが似合う中性的な顔立ちの彼は、優しくて顔もよくて女性社員に人気があるのだ。

「了解」

　木村くんの話を聞いて、すぐにメールを確認する。

　私たちの部署は原油を産油国から買って、それを日本に輸送する手配をしている。

　私と木村くんは買った原油の輸送の詳細を詰めていくオペレーター。どの船に積むかとか、品質管理について指示を出す。ちなみに咲は、産油国と原油取引を行うトレーダーだ。トレーダーとオペレーターが協力して業務が進められる。

「芹沢さん、ちょっと顔色悪くないですか？」

　木村くんがジーッと私の顔を見てそう尋ねるので、苦笑いして返した。

「ちょっと二日酔いみたいで、頭痛がするんだよね」

「美鈴がお酒飲むなんて珍しいわね。頭痛いならこれ飲みなさいよ」

　咲がデスクの引き出しから頭痛薬を取り出し、私に手渡す。

「ありがと」

　お礼を言って早速飲むと、頭痛が治まってきた。

　それからは仕事に追われ一条くんのことは忘れていたが、一息つこうとすると、ついつい彼のことを思い出してしまう。

　今朝起きた時は、一条くんとホテルにいたのだ。今でも夢じゃないかって思う。

　頭痛もなくなったし、余計に信じられなくなってきた。

　平穏な日常に戻ったってことだよね。

　一条くんはもともと遠い世界の人。もう話をすることはない。

　ホッと胸を撫で下ろし、またいつも通り打ち合わせやメールの処理をしていると、あっという間に定時の午後六時になった。

　今日こそは余裕を持って歩を迎えに行こう。

　そう決意しながらパソコンの電源を落とし、デスクの上の書類を片付けていたら、咲に肩を叩かれた。

「美鈴」

「うん、お迎えだよね。わかってる。今日はこれで帰るよ」

　てっきり歩のお迎えを気にして声をかけてくれたのかと思ったら、彼女は小さく頭を振った。

「違う。副社長秘書の菊きく池ちさんが来てるわよ。なにやったの？」

「菊池……さん？」

　咲の言葉を聞いて顔を上げると、いつの間にか菊池さんが横にいて青ざめた。

　彼……菊池拓たく真まさんは一条くんの秘書で、噂では幼馴染でもあるらしい。

　一条くんより背が高く、アメフトでもやっているかのようにがっしりした体格で、肌は小麦色に焼けていて逞しい。清涼感のある短髪に、キリッとした眉毛のなかなかのイケメン。仕事もそつなくやるので、一条くんの信頼も厚いようだ。

「やあ、芹沢美鈴さん、ちょっと副社長室まで来てくれるか？　副社長が話をしたいらしくて」

　菊池さんが私に声をかけるが、かなり頭が混乱していてすぐに言葉を返せない。

　う……そ。どうして私がここで働いていることを一条くんが知っているの？

　会社で顔を合わせたことなんてないのに……。私が知らない間に彼に顔を見られたのだろうか？

　ああ～、どうすればいいの？

　まるで悪夢を見ているような気がして、急に心臓がバクバクしてきた。

「いえ、あの……その……これから用事があるので」

　遠慮がちに断るが、菊池さんは素直に引いてくれなかった。

「悪いが、連れていかないとあいつの機嫌を損ねるんだ。諦めて一緒に来てくれ」

　来てくれと言っているけれど、命令にしか聞こえない。

　ここでごねたら悪目立ちするだろう。ただでさえ、周囲にいる社員が私たちをちらちら見ている。普段、副社長秘書がうちの部署に来ることなんてないからだ。

「わかりました」

　小声で返事をすると、不安そうな表情でこちらを見ている木村くんと咲に笑顔を作った。

「大丈夫。私が呼ばれるなんてなにかの間違いだよ」

　バッグを持つと、菊池さんについていく。

「絢斗とは昔からの知り合いなのか？」

　一条くんとの関係を聞かれ、平静を装いながら答えた。

「高校のクラスメイトでした。でも、それだけです。高校卒業後は会ってませんでしたし」

　なるべく親しくない関係だとアピールする。一条くんと一緒のベッドにいたなんて失態を知られたくない。

「だが、昨日会っただろ？」

　ニヤリとする菊池さんを見て、ゾクッとする。

「し、知ってるんですか？」

　恐る恐る尋ねると、彼は知ってて当然といった顔で返した。

「そりゃあ、まああいつの秘書だから」

　彼の返答を聞いて怖くなった。

　つまり、菊池さんは、昨夜私が一条くんと一緒だったって知ってるということ？

　それにしても、どうして私がここで働いているのがバレたのか。

　副社長室はウイングは違うけれど、原油外航部と同じ三十九階にある。

　役員室があるウイングに移動すると副社長室が見えてきて、心臓の鼓動がますます速くなった。

　ああ、マジックみたいにここからパッと姿を消せたらいいのに。

　そんな非現実的なことを考えて現実逃避するが、この状況は変わらない。

　菊池さんが副社長室のドアをノックし、部屋に入ると、私の背中を押した。

「ボスの要望通り連れてきたぞ」

　まるで神様への生いけ贄にえのように一条くんに私を差し出すのはやめてほしい。

　副社長室は二十畳くらいあって、右奥にあるお洒落な執務デスクに一条くんが座っていた。

　左側には高級感のあるソファセットが置かれ、窓からは東とう京きょうの摩天楼を一望できるが、その景色を楽しむ余裕はない。

「ご苦労だった。お前は俺が呼ぶまで下がってて」

　パソコン画面を見ていた一条くんが顔を上げて言葉をかけると、菊池さんは顔をニヤニヤさせた。

「へいへい、了解」

　菊池さんが退出すると、一条くんが私の方に目を向けた。

　胸の鼓動がさらに大きくなって、呼吸が苦しくなる。

　一条くんとふたりきりになり、緊張で頭がおかしくなりそうだった。

「説明してもらおうかな。どうして今朝なにも言わずにホテルからいなくなった？」

　漆しっ黒こくの双そう眸ぼうが私を見据える。

　目を逸そらしたくても、彼の瞳に捕縛されてできない。

「それは……なにも話すことなんてなかったから……です」

　しどろもどろになりながら質問に答えるも、彼は不服そうな顔をした。

「お金も受け取っていないのに？」

　気が動転していて彼から逃げることしか考えられなかった。

　フランス料理を食べていたはずが、下着姿で彼とベッドで寝ていたのだからパニックになるのは当然。でも、一条くんはそうは思わないだろう。

　恋人代行の仕事をしているうえに、会ったその日に彼と一夜をともにしてしまったのだから、身持ちの軽い女だと思っているに違いない。

　そんな女が自分の会社で働いているのだ。私が一条くんならやめさせる。

「私、クビですか？」

　背中にスーッと嫌な汗が流れるのを感じながら尋ねると、彼はデスクの上で指を組み、口元にうっすら笑みを浮かべて言う。

「美鈴、俺の質問にちゃんと答えてほしいな」

　クビを言い渡されるのが怖くて、一条くんの言葉が頭に入ってこなかった。

「どうして……私がここで働いてるってわかったんですか？」

　質問を続ける私に、彼は冷淡な口調で返す。

「菊池が教えてくれた」

「菊池さんが？」

　一条くんから私の名前を聞いて、菊池さんが私の素性を調べたのだろうか。

「俺は質問に答えたのだから、美鈴も俺の質問に答えてくれないか？」

　低くて甘い声だったが、彼の目は氷のように冷たくてビクッとした。

「……信じてもらえないかもしれないけど、今朝は動揺していて逃げることしか考えられなかったんです」

　震える声で白状すると、彼は悪魔のようにどこか冷酷に微笑んだ。

「恋人代行なんてやってるのに？」

　その言葉に落胆する自分がいた。

　ああ、やっぱり彼も高校時代のクラスメイトと同じだ。私のことを軽蔑している。

「叔父に頼まれて仕方なくやったんです」

「これ、美鈴が忘れていったコート。ホテルの部屋にクローク札が落ちてたから、俺が代わりに受け取った。かなり高級なものだけど、男に買ってもらった？」

　一条くんがデスクの下から紙袋を出して、中に入っていた赤いコートを私に見せた。

　母の形見だけれど、もうなにを言っても信じないだろう。

　この流れからすると、クビ確定だ。

「男に買ってもらったと言えば満足しますか？」

　自暴自棄になってそう言い返したら、彼が私を蔑むように見て告げた。

「そうなんだ？　そんなに高級品が好きなら、一年間、美鈴と専属契約をしよう。見合いを勧められるたびに、新たな恋人役を探すのは手間だからね」

「お断りします。他を探してください」

　きっぱり断るが、彼は諦めない。

「お金ははずむよ」

　一条くんの言葉を聞いて、ズキッと胸が痛んだ。

　お金のためならなんでもする女だと思ってる。

「お金の問題じゃありません！」

「〝歩〟がいるから専属契約は受けられない？　寝言で〝歩〟って言ってたよ。美鈴の恋人？」

　一条くんの口から思いがけなく歩の名前が出てきて、「あっ！」と叫んだ。

　歩のお迎え！

　一条くんの不意打ちの呼び出しで、時間のことを忘れていた。

　チラッと腕時計を見ると、午後六時二十五分。

「もう時間がない。迎えに行かなきゃ！」

　歩のことを思い出して慌てて副社長室を出ようとしたら、いつの間にか一条くんが私の背後にいて手を掴まれた。

「待った！　まだ話は終わってない」

「待てません！　保育園が閉まっちゃう！」

　私が力いっぱい一条くんの手を振り払うと、彼は呆あっ気けに取られた顔をした。

「え？　保育園？」










彼女の事情




「一年間、美鈴と専属契約をしよう。見合いを勧められるたびに、新たな恋人役を探すのは手間だからね」

「お断りします。他を探してください」

　高校時代の同級生・芹沢美鈴を俺の執務室に呼び出して提案するが、彼女は首を縦に振らなかった。

　高い金額を提示しても、美鈴は拒否する。

「〝歩〟がいるから専属契約は受けられない？　寝言で〝歩〟って言ってたよ。美鈴の恋人？」

　頑なな彼女に〝歩〟のことを尋ねたら、彼女はこれでもかというくらい大きく目を見開いて叫んだ。

「あっ！」

　顔を青くしながら腕時計を見て、俺の執務室から出ていこうとする。

「もう時間がない。迎えに行かなきゃ！」

　悪い恋人に会わせたくなくて、慌てて彼女の手を掴んだ。

「待った！　まだ話は終わってない」

「待てません！　保育園が閉まっちゃう！」

　全力で俺の手を振り払う美鈴。すっかり落ち着きをなくしている彼女の口から放たれた言葉を聞いて、俺の思考が一瞬停止した。

「え？　保育園？」




　ことの発端は俺の見合い。

　先週の月曜日、うちの社長である俺の父が、『次の日曜日、見合いを設定した。商船会社の社長令嬢だ。会ってこい』と俺に命じた。

　基本的に見合いは全部断っていたのだが、俺が日本に帰国したこともあって、親父は引かなかった。今回の見合いで決まらなくても、そろそろ俺に結婚してほしいと思っているのだろう。

　だが、俺には結婚する意思がない。

　俺の両親は政略結婚で、それぞれ恋人がいたが、互いの利益のために夫婦をやっていた。

　母親は俺を出産した後、これで一条家の嫁としての義務は果たしたと言わんばかりに父と家庭内別居。俺の世話も乳母に任せきりで遊び歩いてばかりだったから、母親に抱きしめられた記憶がない。

　父は仕事や愛人との逢おう瀬せで忙しく、大人になるまでまともに会話をしたことがなかった。

　そんな両親も俺がアメリカ留学中に離婚。

　愛のない家庭で育ったから結婚なんてしたくもなかったし、俺の名前だけ聞いて群がってくる女どもに辟へき易えきしていた。

　仕方なく見合いを受けることにしたものの、結婚する気はないし、女と付き合う気分にもなれない。

『どうやって断るかな』

　仕事が忙しいから結婚なんて考えられないと言っても、相手は納得しないだろう。

　やはり、一番効果があるのは、恋人を同伴すること。だが、俺には付き合ってる女なんかいない。

　もし、知り合いの女に恋人役など頼めば、気があると勘違いされる可能性がある。そんな面倒は御免だ。

　自分の執務室で悩んでいたら、拓真が言ったのだ。

『恋人代行を頼んでみたらどうだ？』

　拓真は、隣に住んでいた同い年の幼馴染。昔は俺を〝氷の王子様〟と呼んで絡んでくる彼が苦手だったが、今はよき相棒といったところ。うちによく出入りしていて親父に気に入られていたこともあり、拓真はアイシージェーにコネ入社。俺が日本に戻ると、親父の計らいで俺の秘書になった。

　頭の切れる拓真は、常に俺の考えを読んでサポートしてくれる。結局のところ俺のことを一番よくわかっているのは彼で、今の俺にはなくてはならない存在。

『恋人代行？』

　漫画で聞くような言葉が出てきて首を傾げた。

『金で恋人の振りをしてもらうんだよ。ビジネスだから後腐れなくていいだろ？』

　拓真がスマホを出して、俺に恋人代行のサイトを見せる。

　キャストの写真つきのリストがあって、料金はランクによって違っていた。おまけに一カ月専属契約といった選択もあって胡う散さんくさい感じがする。

『危険なサービスじゃないのか？』

『まあ、お前は真面目な性格だから、そういうの嫌うよな。でも、この短期間で恋人役を見つけるなら、これが一番手っ取り早い。実は俺のバンド仲間が便利屋をやっててな、恋人代行も頼めるらしいんだ。いい子を紹介してくれるよう頼んでみようか？』

　恋人役を頼むにしても誰でもいいわけではない。アイシージェーの副社長という立場上、口が堅い相手でないと困る。

　だが、拓真が勧めてくるのだから、その便利屋をやっているバンド仲間はある程度信用できる相手なのだろう。

　知らない業者に頼むよりはまだマシか。

『お前の知人が紹介する相手の写真やプロフィールを見て決める』

　俺がそう返すと、拓真は『了解。早速問い合わせてみる』とフッと笑って出ていく。

　もし俺の条件に合う相手がいなくても、そこは妥協しなければいけないだろうな。見合いを断るためなら仕方がない。ずっと恋人の振りをするわけでもないし、短時間なら我慢できるだろう。

　そう自分を納得させてスケジュール通り仕事をこなしていく。

　その日の会食が終わると、自宅マンションへ向かう車の中で拓真が俺にスマホを見せた。

『恋人代行の話、友人のお勧めがこの三人。どの子も性格はいいって話だ。どうだ？』

　拓真の手からスマホを奪って、キャストの写真を眺めるが、これだと思う相手がいない。

　みんなそれなりに顔は整っているし、キャバ嬢のような派手な感じではない。どちらかといえば清楚な印象だ。プロフィールにはピアノや英会話が得意と書いてあって、まるで見合いの釣り書のよう。

　声や雰囲気もわかればいいんだがな。生理的に合わない相手だったらマズい。

　以前、あるパーティーで父に頼まれて女をエスコートしたことがあるが、あまりに高飛車で、身体が拒絶反応を示してじんましんが出た。

　馴れ馴れしい態度。プンプン匂う香水。思い出しただけで虫むし酸ずが走る。

『目ぼしいのがいないな』

『だったら、これは？　俺の友人が一番の推しって言ってきたんだ』

　拓真が手を伸ばしてスマホを操作し、ＬＩＮＥの画面を表示させてある写真を見せてきた。

　それは、髪の長い女性が猫を抱っこしてブラッシングしている写真。なぜかその女性だけカメラ目線ではなかった。

　だが、俺はその写真を食い入るように見つめる。

『芹沢……美鈴？』

　腰まである長い髪、ブランデー色をした綺麗な瞳。

　彼女はメガネをしていたはず……と思ったら、一緒に写っている猫が彼女がかけていたらしいメガネを悪いた戯ずらしていて、芹沢美鈴で間違いないと思った。

　弾けるような笑顔で写っているその透明感のある美しい女性は、俺の高校の同級生。外部から編入試験を受けて入った生徒で、頭がよく、テストでは毎回学年の上位に入っていた。

　真面目で、休み時間も参考書を読んで勉強している物静かな子だった。

　生徒会の仕事もよく手伝ってくれたし、勉強がわからなくて困っている生徒がいれば、誰にでも優しく教えていたっけ。

　女は好きではなかったが、彼女のことは一目置いていた。

　こんな気立てのいい子がいるんだって……。

　その彼女が恋人代行なんてやっている。なぜそんな仕事をしているのか。彼女なら一流企業に就職できるだけの頭があったはず。

　会って確かめたい。

『ひょっとして知り合いか？』

　拓真に聞かれ、言葉を濁した。

『ちょっとな。この子にする。料金は？』

『百万円。前金で五十万払って、仕事が無事に終われば、代行スタッフに五十万渡すことになってる』

　彼の話を聞いて指示を出した。

『そうか。前金の方はお前が手続きしてくれ』

『高いとか言わないんだな？　普通の相場からすると、かなり高いぞ』

　拓真がつっこんで聞いてきたので適当にごまかした。

『見合いを断るためなら、安いものだ』

　高校の同級生が恋人代行をやってるなんて言いたくなかったのだ。

　日曜日の恋人役を芹沢美鈴に決めた俺は、彼女のために服と靴も用意した。

　なんとなく拓真に任せたくなくて、自分で選んだ。

　当日、ホテルのラウンジで待っていると、美鈴が現れた。

　メガネをかけていなかったが、俺が用意した服を着ていたし、写真も見ていたからひと目で彼女だとわかった。

『お待たせしてすみません。便利屋のスイートから来ました……み、あっ、真理です。アヤトさんですよね？　よろしくお願いします』

　スーツと文庫本を目印として伝えていた俺に近付いてきて挨拶する彼女。

　どこか緊張した面持ちで、初々しい感じがする。

　真理ね。それが彼女の源氏名か。

　この様子からすると俺のことに気づいている？　それともこの仕事にあまり慣れていないのか？

『はじめまして。アヤトです。時間通りです。どうぞかけてください』

　腕時計を確認し、初対面の振りをして彼女に座るよう促す。

『話はオーナーから聞いていると思いますが、あなたには僕の恋人の振りをしてもらいます。見合いの場所はこのホテルにあるフレンチレストランです。恋人という設定上、あなたの肩や腰、手に触れることがあると思います』

　恋人代行をやっているのなら、この程度の触れ合いは慣れていると思ったが、彼女はギョッとした顔をした。

『ええっ、それは困ります！』

　彼女の反応を見て逆にこちらが困惑したが、表情に出さずに返した。

『オーナーの了解は得ていますし、今回の依頼に百万円支払う契約になっています』

『ひ……百万！』

　お金の話をしても彼女は驚くだけで、喜ぶ様子はない。

　俺の母親のように金に目がない女なら目を輝かせるのになぜだ？

　恋人役に難色を示す彼女に接触は最低限にすると伝えると、見合いの時間が迫ってきたので口早に言った。

『僕は真理と呼びますので、真理さんも僕のことを絢斗と呼んでください。真理さんは僕に合わせてくれればいいですから。では、そろそろ時間ですので行きましょう』

　彼女はまだ躊ちゅう躇ちょしているが、構わずその手を掴む。

『さあ行くよ、真理』

　見合いなんてただただ面倒でしかないのに、この状況を俺は楽しんでいた。

　俺に手を掴まれただけで、美鈴は顔を赤くしている。

　これが演技だとしたらたいしたものだ。果たしてどっちか。

『あの……手、もう大丈夫です』

　美鈴が弱々しい声で言うが、俺は手を離さず恋人繋ぎをしてもっと人に親密に見えるようにした。

『転ぶといけないから。それに、この方がより恋人アピールできる』

　笑みを浮かべる俺に、彼女はもう嫌とは言わなかった。

　いや、言えなかったのかもしれない。

　彼女が最初よりもどこかナーバスになっている感じがした。

　もし、美鈴が高校時代と変わっていなければ、その様子にも納得できる。

　だが、まだこれが素なのか、演技なのか確信が持てない。

　見合いの場所であるホテルのフレンチレストランに彼女を伴っていくと、もう相手の女性が来ていた。

　宝生……なんていったかな？　父に釣り書を渡されたが、見る気も起きず封筒に入ったまま執務デスクの上に置いてある。

　相手はパーティーで何度か会っているので、お互い顔は知っている。しかし正直言って、生理的に受けつけないタイプ。恋人でもないのにベタベタ触ってきて、俺が距離を取ってもしつこく絡んでくる。

　その宝生さんが俺に気づき、笑顔で席から立ち上がった。

『絢斗さん、待ってました……！』

　俺に連れがいることに気づいて、宝生さんの顔が不愉快そうに歪ゆがむ。

　いい反応。それにしても下の名前で呼ぶことを許可した覚えはないんだがな。

　ホント、図々しい女。

『そ、その女は誰なんです！』

　激しく狼狽えながらも、彼女は美鈴を憎悪に満ちた目で睨みつける。

　お陰で美鈴が怯おびえているんだが……。

　つくづく宝生という女は醜い。

　とりあえず、この見合いを早く終わらせよう。

　美鈴を安心させるように彼女の手をぎゅっと握り、宝生さんに告げた。

『彼女は僕の恋人です。宝生さんには申し訳ありませんが、あなたとは結婚できません。彼女……美鈴を愛しているので』

　美鈴を愛おしげに見つめ、あえて本名で呼ぶ。

　さあ、美鈴はどうするだろうか？

　宝生さんよりも美鈴の反応の方が気になった。

　美鈴は一瞬呆気に取られていたが、その顔がみるみるうちに青ざめていく。

　この顔……俺に自分の正体がバレてひどく驚いているな。

　美鈴を見ていたら、宝生さんが『こ、こんな侮辱、信じられないわ！　帰らせてもらいます！』と憤慨して去っていく。

　見合いはあっという間にかたがついた。これで美鈴とじっくり向き合える。

　俺としてはどうして美鈴が恋人代行なんて危ない仕事をしているのか知りたかった。

　メガネはかけていないが、彼女は高校時代と同じで真面目なところは変わっていないように見える。

　もし彼女が生活に困っているなら、援助してもいい。

　なぜだかわからないが、美鈴が恋人代行をする姿を見たくなかった。

　俺が彼女の正体を知っていることは伝わっただろうし、どう聞き出そうか。

　そんなことを考えていたら、美鈴が遠慮がちに俺に声をかけた。

『あの……役目が無事に終わったようなので、これで失礼します』

　そんな一刻も早く逃げたいというような顔をされると、余計に捕まえておきたくなるんだけどな。

『これから料理が来る。今さらキャンセルできないから食べていこう。さあ、座って。残りの五十万円も渡したいし。ね、――芹沢美鈴さん』

　お金の入った封筒を見せると、彼女は目を大きく見開き、渋々といった様子で席に着いた。

　どうやらお金のことは失念していたようだ。それだけ俺と再会して動揺しているってことか。

『九年ぶりに会ったんだから、まずはシャンパンで乾杯しよう。適当に決めていいかな？』

　にこやかに言うが、彼女の表情は暗い。

『……どうぞ』

　俺がスタッフに飲み物を頼むと、しばらくしてシャンパンと料理が運ばれてきた。

　乾杯してすぐに彼女がシャンパンを一気飲みしたので驚いた。

『お酒、強いの？』

　ちょっと心配になって確認する俺に、彼女は抑揚のない声で答えた。

『いえ』

　これから俺になにを聞かれるか不安であんな飲み方をしたのだろうか。

『今まで元気にしてた？』

　まずはなにげない質問をしたら、素っ気なく返された。

『それなりに』

　女性にそんな態度を取られたのは初めてだったので、彼女には悪いがおもしろかった。

『そう。どうして真理って名乗ったの？』

　ためらわずにその質問を投げると、彼女はフォークを持っていた手を止め、うつむき加減に答える。

『本名は教えたくなかったんです』

　俺に自分の正体がバレるのが嫌だったのだろう。

『メガネ外してるから俺が気づかないって思った？』

『そ、それは……』

　俺の質問に、彼女は言葉を詰まらせる。

『メガネかけてなくてもわかるよ』

　笑みを浮かべてそう言ったら、彼女はビックリした表情で俺を見た。

『どうして……？』

『昔からなんていうか、美鈴はビー玉みたいに曇りのない目をしてるから』

　思っていることをそのまま伝えたら、彼女は今にも泣きそうな顔をして、俺から目を逸らす。そして、感情を抑えた声で返した。

『もう役目は終わったので、美鈴なんて呼ばないでください』

　彼女が俺と距離を置こうとしている気がしたので、あえて意地悪く言った。

『恋人を演じた仲なんだ。下の名前で呼ぶくらいいいじゃないか。どうして恋人代行なんかしてるの？　美鈴なら一流企業に勤めていてもおかしくないのに』

『あなたには関係ありません！　どこでなにをしようが私の勝手です。シャンパン、お代わりください』

　高校時代、怒ったところなど見たことがないのに、彼女はカッとなって言い返してきた。機嫌が悪くなったが、さっきみたいな悲しい顔をされるよりはいい。

　その後シャンパンを飲み続けた美鈴は、デザートを食べながら舟を漕いでいた。

　無茶な飲み方はしないよう注意したが無駄だったな。

『美鈴、美鈴、起きてる？　さあ、もう帰ろう』

『いや……もうちょっといる』

　今にもデザート皿にダイブしそうな彼女の肩を揺するが、彼女は目を開けず就寝モードに入ろうとする。

　仕方がないので、レストランの会計をするとスタッフに部屋を手配するよう頼み、彼女を抱き上げて部屋に運んだ。

　ベッドに彼女を寝かせ、靴を脱がせると、フゥーと息を吐いた。

『飲ませるんじゃなかったな』

　歩けないほど酔うなんて思わなかった。明らかに飲み慣れていない。

　それなのにこんな簡単にホテルの部屋に連れ込まれて、本当に恋人代行なんかやっているのか？　それにプロフィール写真が、彼女だけスナップというのもおかしい。

『……暑い』

　ベッドに寝ていた美鈴が急に起き上がって、身をよじりながらワンピースを脱いだのでギョッとする。

『美鈴……？』

『まだ暑い……』

　今度は背中に手を回してブラのホックに手をかけたので、慌てて声をかけた。

『ちょっ……美鈴！』

　止めようとしたが、彼女はブラを外して空中に放り投げると、再びベッドに横になる。

『水……飲みたい。水……』

　今、彼女はショーツしか身につけていない。

　女の裸を見るのは初めてではないし、女を抱いたことだって何度もあるのにドキッとした。

　透き通るような白い肌。桃のように瑞々しい胸。

　見てはいけないものを見てしまったよう……な。高校時代の真面目な優等生というイメージがまだあるから、そう思うのかもしれない。

　女の裸なんか見ても動揺なんかしたことがないのに、美鈴が相手だと調子が狂う。

　いつだって冷静なはずの俺が……なぜだ？

　頼むからなにか着ていてほしい。

　しばし額に手を当て心を落ち着かせると、美鈴に布団をかけた。

　それなのに彼女は、『暑い、水……』と言ってすぐに布団を剥はぐ。

　水を飲ませたら大人しく寝てくれるだろうか。

　部屋の冷蔵庫からペットボトルの水を取り出し、美鈴に飲ませようとした。

『ほら、水』

　美鈴の上体を起こして水を差し出すが、彼女は自分で飲もうとしない。

『……嫌。飲ませて……』

　駄々っ子になる彼女を見て思う。酒に酔うと人格変わるな。

『水……。水……欲しい』

　ほぼ裸同然の姿で要求しないでほしい。欲望にかられて抱いてしまいそうになる。

　仕方がないのでベッドの端に腰かけ、自分の口に水を含むと、彼女に顔を近付けた。

　色白でまつ毛が長く、まるで『眠れる森の美女』のように美しくて、無防備。

　柔らかな彼女の唇に触れた瞬間、なにか自分の身体に電流が流れるような感じがしたが、構わず口移しで水を飲ませる。

　美鈴がゴクッと飲み込んだ水が少しこぼれて、彼女の首を濡らす。

　その様子がひどくなまめかしくて、思わず見入っていたら、彼女が急に俺の背中に腕を回してきた。

『美鈴……ちょっ！』

　彼女の力が意外に強くてバランスを崩し、ベッドに倒れ込んだ。

　美鈴が俺をホールドして離さない。それどころか俺を包み込むように抱きしめてきて……。

『歩……もっとこっちにおいで。風邪ひいちゃう……よ』

　とても優しい声だった。

　だが、それは俺に向けられたものではない。

　歩……。その男のために恋人代行なんてやっているのだろうか。

　今日彼女は、俺に触れられただけで狼狽えていた。そんな彼女が自分から進んでやっているとは思えない。

　その男に命じられて仕方なくやっている？

　そう思ったら、一度も会ったこともない歩という男が憎くなった。

　だが、まるで宝物でも抱くかのように彼女が抱きしめてくるものだから、その温もりに心が穏やかになっていくのを感じた。

　マイナスの感情に支配されていた心が清められるような……。

　実の母にさえこんな風に抱きしめられたことがなかったから、人の体温がこれほど温かくて、安らぎを与えてくれると初めて知った。




　いつの間にか眠っていて、朝起きたらベッドに美鈴はいなかった。

『逃げられたか』

　夜中に暑くて脱いだのか、床にはスーツのジャケットやシャツなどが落ちている。

　時間を確認すると、午前六時を回ったところ。

　シャワーを浴びて、床に落ちた服を集めて着ていたら、俺のものではないホテルのクローク札を見つけた。恐らく美鈴のだろう。

『慌ててて忘れたんだろうな』

　クローク札をぎゅっと掴んで、ポツリと呟く。

　お金も受け取らずに帰るなんて……。このまま会えなくなるのは納得いかない。

　彼女が悪い男に支配されているなら、別れさせなければ。

　クロークで自分と美鈴のコートを受け取り、ホテルを出て一度家に帰ってから出社した。

　父とエレベーターで一緒になって、『宝生さんが怒ってたぞ。恋人がいるなら早く紹介するように』と注意された。

　俺にプライドを傷つけられて、相当腹を立てたのだろう。

　だが、見合い相手に同情はしない。どうせ一条家の金目当てだったろうから。

『まあそのうちに』

　曖昧に答えて自分の執務室に入ると、すぐに拓真がやってきた。

『昨日はどうだった？』

　彼に聞かれ、『見合いは計画通り、相手を怒らせて帰らせた』と他ひ人と事ごとのように答えた。

『ふーん。じゃあ恋人代行の彼女はどうだった？』

　興味津々といった顔で尋ねる彼に、美鈴が忘れたコートを見せる。

『お金も受け取らずに帰ったし、このコートを忘れていった。もう一度会いたいんだが、どうすればいい？』

　スマホで美鈴の情報を調べようとしたが、拓真が依頼した業者をネットで見つけることはできなかった。

『どうすればいいって知り合いなんだろう？　彼女から聞いてないのか？　うちの会社で働いてる。芹沢美鈴を調べたら、原油外航部にいた』

　拓真の話を聞いて絶句した。

『うちの社員？』

　灯台もと暗しとはよく言ったものだ。美鈴がうちで働いてるなんて思ってもみなかった。

『ずっとここで働いているようだ。昨日、ホテルに泊まったんだろ？　熱い夜を過ごしておいてそんなことも知らないなんてな』

　俺を楽しげに弄いじる彼を、ギロッと睨みつけた。

『からかうなよ。定時後、芹沢美鈴をここに連れてきてくれ』

　本当は今すぐにでも呼び出したかった。だが、今日は月曜で定例会議や他の予定も入っていて動かせない。

　うちで働いているのだから、彼女はもう俺から逃げられない。

　そう自分を納得させてスケジュールをこなしていく。

　そして、定時になって拓真に美鈴を連れてこさせ、男と別れさせるために恋人代行の専属契約の話をしていたら、彼女の口から〝保育園〟という言葉が出てきて……。

「早く行かないと保育園が閉まっちゃう！」

　半ばパニックになっている美鈴の声で、ハッと我に返る。

「大丈夫だ。車で送るから落ち着け」

　この慌てよう。歩というのは、彼女の子供なのだろうか。

　美鈴の手を掴んで副社長室を出ると、拓真が秘書課の女の子たちと「週末どう？」と楽しげに話をしていたが、構わず声をかけた。

「菊池、今すぐ車の用意を」

「了解」

　フッと笑みを浮かべ、拓真はスマホを出して運転手に電話をかける。

　それからすぐに三人で正面玄関に移動し、停まっていた社用車の前で「乗って」と美鈴に声をかけた。

「でも……」

　彼女が周囲を気にしながらためらうので、強い口調で言った。

「早く行かないと保育園が閉まるんだろ？」

　その言葉で美鈴は素直に従い、俺と一緒に後部座席に乗る。

　助手席に座った拓真は、スマホを操作してなにやら仕事をしていた。

　多分、俺の予定を調整しているのだろう。

「保育園の場所はどこ？」と美鈴に尋ねると、彼女は「阿佐ヶ谷。でも、もうきっと間に合わない。七時半までなの」と焦りを見せる。

　そんな美鈴を安心させたくて、彼女の肩をポンと叩いた。

「高速を使えば間に合うと思うが、美鈴も念のため保育園に電話して」

「う、うん」と返事をし、彼女はすぐに保育園に電話をかける。

　車が走りだしても、彼女は気が気じゃないのかじっと腕時計を見ている。

「歩というのは、美鈴の子供？」

　結婚指輪はしていないが、俺たちの年齢なら子供がいてもおかしくない。

　子供のために恋人代行をしているのだろうか。

「違う。弟なの。取り乱してごめんなさい。いつもお迎えがギリギリで、時間に遅れちゃうと保育士さんにも申し訳なくて……」

　彼女はなにも悪くない。謝るべきなのは俺だ。勝手に彼女を誤解して、迷惑をかけた。

「俺のせいだごめん。美鈴が悪い男に騙だまされて恋人代行をやらされてるんじゃないかと思ったんだ。本当にごめん」

　心から謝罪すると、彼女は小さく頭を振って俺に微笑んだ。

「ううん、私も一条くんを誤解してた。ごめん。高校の時のクラスメイトと同じで偏見の目で私を見ているのかって……それで嫌な態度取っちゃった」

　それから彼女は、ポツリポツリと自分の話をした。

　三年前に母親が亡くなって自分が小さい弟を育てていること。弟とは父親が違っていて、彼女も弟も私生児だということ。それに、土日は叔父の仕事を手伝っていて、その流れで恋人代行を今回ピンチヒッターで頼まれたこと。

　彼女は変わっていなかった。

　誰にでも優しくて真面目な優等生だった彼女は、今は一生懸命働いて母親の代わりに弟を育てている。

　車が保育園の前で停車すると、美鈴と一緒に車を降りた。

　時刻は午後七時二十八分。なんとかギリギリで間に合った。

　俺は門の外で美鈴が弟を出迎える様子を見ていた。

　正面玄関前で保育士とやり取りした後、美鈴は彼女に似た利発そうな男の子をぎゅっと抱きしめる。

　その光景を見て、昨夜酔っていた彼女に抱きしめられたことを思い出した。

「まるで母親みたいだな」

　美鈴が弟をとても大事にしているのがよくわかる。

　ふたりにとっては日常のひとコマかもしれない。だが、その光景に心を打たれた。

　俺の母親も彼女のように優しい人だったら、少しは俺も人間らしく育っただろうに。

　じっと見ていたら、保育士との挨拶を済ませた美鈴が弟の手を引いてこちらにやってきた。

「家まで送っていく」

　俺がそう声をかけると、彼女は「近いから大丈夫だよ」と笑って断った。

「ねえ、美鈴姉ちゃん、そのお兄さんは誰？」

　美鈴の弟が彼女の洋服の袖を掴んで尋ねたので、俺はスーツの内ポケットから名刺を取り出して自分の私用携帯の番号を書き、屈かがんで彼に手渡す。

「はじめまして、一条絢斗です。お姉さんとはお友達なんだ」

「美鈴姉ちゃんの友達？」

　歩くんは探るように俺と美鈴を交互に見る。

「お姉ちゃんの会社のとっても偉い人だよ。将来社長になるの。子供に名刺渡すって一条くんらしいね」

　美鈴がクスッと笑うので、俺が「変だった？」と聞いたら、歩くんが答えた。

「ううん。名刺初めてもらった。嬉しい。お兄さん、ありがと」

　小さく笑うその顔が、美鈴に似ている。それだけで、かわいい子だと思えた。

「社長になるってすごいね。車に運転手さんもいる」

　俺が送ると言っても美鈴がオーケーしないので、ちょっと興奮した様子の歩くんを口説いた。

「すごくはないけど、せっかくだから車で送っていくよ」

　歩くんが「うん」とニコニコ顔で返事をして車で送っていくことが決定すると、美鈴は「一条くん、忙しいのに」と苦笑いする。

　なにか都合の悪いことがあるのだろうか。

「この車の椅子、すっごく座り心地いい～」

　歩くんが手で革のシートを撫でながら目を輝かせる。

「気に入ってくれてよかった」

　歩くんににこやかに笑いながら美鈴にチラッと目を向けると、彼女はひとり落ち着かない様子だった。

　やはりなにか変だと思ったが、彼女たちが住んでいるアパートを見て納得する。

　人が住んでるのが不思議なくらい粗末な木造アパート。

「本当にここに住んでるのか？」

　なるべく平静を装って聞いたつもりだが、彼女には俺が驚いているのがバレバレだったようだ。

「うん。母がいた時からここに住んでて。ビックリさせてごめんね。でも、こんなところでも私と歩の家なの」

　彼女はどこか寂しそうに笑って歩くんの手を握り、「送ってくれてありがと」と言って車から降りる。

　弟と一緒に俺に手を振ると、ふたりは一階の角部屋に入っていった。

　これまで彼女を蔑むような発言をしたこともあって、引っ越した方がいい……とは面と向かって言えなかった。

　彼女なりの事情もあるだろう。子供がいては新しい部屋を見つけるのも難しいのかもしれない。

「あのアパートはマズいだろ？　若い女の子と子供が住む場所じゃない」

　助手席にいる拓真が、俺を振り返って渋い顔をする。

　そんなこと言われなくてもわかってる。

「このままにはしない」

　彼女が住んでいる部屋を見据え、自分に言い聞かせるように呟いた。










最悪の事態を救ってくれたのは……




「――クシュン。やっぱり最近寒いね。そろそろこたつ出そうかな」

　朝食後、窓の外に洗濯物を干していると、急に寒気がしてブルッと震えた。

　昨日、一条くんに彼のいる会社で働いていることやこのボロアパートに住んでいることがバレてしまったが、我が家はいつもと変わりない。

「そう？　昨日よりは暖かいよ。美鈴姉ちゃん、風邪ひいた？」

　保育園に行く準備をしている歩の言葉を聞いて、靴下を干していた手が一瞬止まる。

　なんだか喉が痛くて身体がだるいのは風邪だから？

　いやいや、私は風邪なんかひかないし、ひく余裕もない。

　ブンブンと首を横に振ると、笑顔を作った。

「風邪ひいてないよ。お姉ちゃん冷え症だからそう感じるのかも」

「じゃあ、温かいもの食べないとね」

　洗濯物を干し終わって窓を閉めると、少しホッとした表情の歩を背後から優しく抱きしめる。

「そうだね。今夜は鍋にしようかな」

　歩とこうやって触れ合っている時が、一番幸せ。

「ねえ、歩は今年のクリスマス、サンタさんになにをお願いするの？」

　去年は星の図鑑だった。もう十二月だから、そろそろ用意しておかないといけない。

「今年はね、美鈴姉ちゃんの彼氏」

　歩が私の方を振り返って、ニヤリとする。

「ええー。それは無理だよ。歩が欲しいものにしなよ」

　普通、歩くらいの子は戦隊もののグッズが欲しいとか、ゲームのソフトが欲しいとか言うのに、どうして私の彼氏なの？

　それにこの顔、サンタが私だと気づいているよう……な。だって明らかにお金がかからないプレゼントだし、私に変なミッションを課しているよね？

「弟としては、美鈴姉ちゃんの将来が心配」

　まるで兄のような口調で歩に言われ、ハハッと苦笑いした。

　どこでこういう言葉を覚えてくるのか。

　いつものように弟を保育園に送り届けると、会社に出勤した。

　だが、まだ仕事もしていないのに疲れている。

　やっぱり風邪？　コートを着ないで出歩いたのがよくなかったかな。

　あっ、一条くんにコートをもらうの忘れたし、恋人代行のお金も受け取っていない。

　昨日はお互い誤解も解けて笑って別れたけれど、相手は副社長。気軽に会える人ではない。

　秘書の菊池さんにお願いして社内便でコートを送ってもらおうかな。私が副社長室にそう何度も行ったら目立つだろうし。お金は叔父さんに回収してもらおう。

　いろいろ悩むと体力を使う。ハーッと盛大な溜め息をついた時、木村くんが現れた。

「おはようございます。芹沢さん、昨日、大丈夫でした？　副社長に呼ばれるなんて今までなかったじゃないですか」

　ああ、そうだった。菊池さんに連行されたんだもん。そのまま帰ったから心配かけただろうな。

「お騒がせしちゃってごめんね。実は副社長は私の高校時代の同級生で、席も隣だったの。ずっと顔を合わせることがなかったんだけど、この間バッタリ会っちゃって」

　苦笑いしながら恋人代行のことに触れず、差し障りのない程度に事情を話したら、かなり驚いた顔をされた。

「あれっ、じゃあ白しら井いさんも副社長と同級生ですか？　確かおふたりは同じ高校って言ってましたよね？」

「私がなに？」

　咲が出勤してきて、自分の席に着きながら木村くんに目を向ける。

「芹沢さんが副社長と同級生だったって話をしてて、だったら白井さんと副社長も同級生かなって聞いてたところです」

　木村くんの説明を聞いて、咲がコクッと頷いた。

「ええ。そうよ。でも、私はあまり話したことなかったわ。美鈴はよく話してたわよね？」

　彼女が私を見て意味深に微笑む。

　実は昨夜、私のことを心配した彼女からＬＩＮＥが来た。それで、恋人代行をしてホテルで一条くんと会ったことや、一夜をともに過ごしたことも白状させられたのだ。

「生徒会絡みでね。プライベートの話は一切しなかったよ」

　親しくなかったことをアピールするが、彼女はクスッと笑った。

「あの副社長と話をするだけでもすごいわよ」

「確かに」と、木村くんがすかさず相槌を打つ。

　まあ、一条くんは高校時代からクールで自分にも人にも厳しく、気安く話しかけられる人じゃなかったものね。〝氷帝〟なんて呼ばれていて、女子学生も遠巻きに憧れてる感じだった。そんな人と同どう衾きんって……。

　ああ～、考えないようにしていたけど、やっぱり気になる。

　彼と寝たの？　寝てないの？

　それを本人に聞く勇気はない。

　でも、彼がそのことに触れてこないってことはなにもなかったんだ、きっと。

　いや、だったらなんでショーツしか身につけていなかったの？

　ダメダメ、考えるな。

「美鈴、どうしたの？　顔真っ赤よ」

　咲に指摘され、笑ってごまかす。

「最近寒いせいかも」

「今、風邪流行ってますからね。体調が悪かったら遠慮せずに早退してくださいよ」

　木村くんに優しく声をかけられ、明るく返事をした。

「うん。ありがと」

　その後、いつも通りに打ち合わせやオンライン会議など業務をこなしていくが、だんだん頭がボーッとしてきた。それに身体も熱い気がする。

　そんな私の異変に気づいたのか、会議が終わると木村くんにポンと肩を叩かれた。

「芹沢さん、顔色かなり悪いですよ。もう帰ってください」

「じゃあ、アール社へメールの返事書いてから」

　自分の席に座ってメールを打とうとしたら、彼に止められた。

「それ俺やるんで帰ってください。倒れたら歩くん迎えに行けなくなりますよ」

　しっかり者で優しくて、どっちが先輩かわからないな。

「木村くんがいい子で助かる。ありがとう」

　心から感謝してお礼を言ったら、彼は数秒絶句した。

「いい子って俺、二十六ですよ。さあ、もう帰ってください。帰ったらちゃんと薬も飲んでくださいよ」

「木村くん、いいお母さんになれるわよ」

　私の横にいた咲が笑ってからかうと、木村くんはかわいく拗すねた。

「はいはい、もうお母さんでいいですよ」

　ふたりが笑わせてくれたお陰で、少し気分が楽になったような気がする。

　それからすぐに早退の申請をして会社を出ると、歩のお迎えに行く。

　保育士さんから今日の様子を聞いて歩と保育園を後にしたら、どっと疲れが出た。

「ねえ歩、今日の晩ご飯、コンビニのお弁当でもいい？」

　もう夕飯を作る気力がない。道端で寝てしまいそう。

「うん。美鈴姉ちゃん、身体つらいの？」

　少し不安そうな顔で私に確認する弟を見て、しっかりしなければと思う。

「うん。ちょっとね。やっぱり風邪ひいたみたい」

「じゃあ、早くお弁当買っておうちに帰ろう」

　帰り道にあるコンビニで、歩はお好み焼き、私はおにぎりとコーンスープを買い、アパートに帰って夕飯にする。

　私は全然食欲がなかったけれど、無理やり口に入れた。だって、食べなかったら余計に歩が心配する。

　弟には私しか家族がいないのだ。叔父はいずれ結婚して家庭を持つだろうし、全面的には頼れない。

「ほら、美鈴姉ちゃん熱測って」

　歩が体温計を出してきてマズいと思った。

　身体がとても熱いから、今測ったら三十八度は確実に超えそう。

「いいよ。たいしたことないから」

　手で体温計を押し返したら、歩に怒られた。

「ダメ。測って」

「……はい」

　こういう時の歩は怖い。素直に従って熱を測ったら、三十八度六分もあって余計ぐったりした。

　こんなに高い熱を出したのは、高校の文化祭の時以来かも。数値で示されると、ますます風邪をひいたんだと実感する。

「大丈夫。薬飲んで寝れば治るから」

　救急箱を漁って風邪薬を探すが、子供用の風邪薬しかない。

　そうだ。風邪なんかひかないから、そもそも常備してなかった。

　今まで薬なんて飲む習慣なかったからなあ。歩用の風邪薬と絆ばん創そう膏こうさえあれば、問題なかったもの。

　大丈夫。薬なんかなくても寝れば治る。熱だって汗をかけば自然に下がるはず。

「美鈴姉ちゃん、病院行こう」

「病院なんて大袈裟だなあ。このくらい寝てれば治るよ」

　午後八時を過ぎているから近くの病院はもうやっていない。かといって風邪ごときで救急を受診するのは大袈裟すぎる。それになにより、時間外の診療は医療費が高額になるから利用するのは避けたい。

「ねえ、美鈴姉ちゃんのスマホ使ってもいい？」

　布団を敷いて横になると、歩が私に許可を求めてきた。

　うちには固定電話がない。電話を引くのもお金がかかるし、スマホがあればこと足りる。

「病院にかけるの？　もう遅いから閉まってるよ。それに叔父さんにかけないでね。叔父さんも忙しいから」

　歩に釘くぎを刺したら、弟は私に布団をかけて頭まで撫でてくれた。

「わかってる。美鈴姉ちゃんは寝てて」

　なにかスマホで調べるのだろうか。

　少し気になったけれど、もう今はとにかく身体を休めたい。

　布団の中でうとうとしていたら、ドアを激しくドンドンと叩く音がして、目を開けた。

　……あの男が来た。こんな時に限ってタイミングが悪い。

　だるい身体に鞭むち打うってゆっくりと起き上がり、歩の両肩を掴んで言い聞かせる。

「いい？　歩、押し入れに隠れてて」

　ズキズキする頭を押さえ、押入れの横にある引き出しから茶封筒を出して玄関に向かう。

「早く、出ろよ。金返せ！」

　ドスの効いた声を聞いて、身体がビクッと震えた。

　怖がるな。歩もいるんだから。

　勇気を奮い立たせ、玄関のドアを少し開けると、男が勢いよく引いて全開にした。

「待たせるな。さあ、金をよこせ」

　まだらな金髪に、夜なのにサングラス。耳と指にはアクセサリーをジャラジャラつけて、金の龍の絵が描かれたジャンパーを着ているこの柄の悪い男は鮫さめ島しまといって、亡くなった母の元カレ。

　母に三百万円貸したとかで、三年前から取り立てに来るようになった。

　でも、そんな大金返せるわけがない。だから来るたびに三万円を渡して帰らせる。

「早く帰ってください」

　鮫島に封筒を渡すと、彼は中に入れたお札をその場で確認する。

　三万円しかないと知ると、彼はなぜか激げっ昂こうした。

「いつになったら三百万返すんだよ！」

　彼の声が怖くて反射的に身体がすくむ。

「なんで三百万なんですか！　今まで月三万ずつ払って百万円以上返してきました！」

　高熱で身体がふらつきながらも気丈に振る舞い、語気を強めて鮫島に言い返す。

　そんな私を、彼はフンと鼻で笑った。

「月三万なんて利子だ。金を借りたら利子がつくって知らねえのか？」

「そんな……」

「もうこれ以上待てねえ。お前を風俗に売り飛ばせばいくらかになるだろう」

　鮫島が私の手を掴んで邪悪な笑みを浮かべるのを見て、恐怖に慄おののいた。

「嫌です！　離してください！」

　掴まれた手を振り払おうとしたが、男はさらに手に力を込め、私を連れていこうとする。

「美鈴姉ちゃんに手を出すな！」

　隠れていたはずの歩が飛んできて、鮫島の腕に噛かみついた。

「うっ、痛て！　このガキが！」

　彼がカッとなって歩に拳こぶしを振り上げるのを目にし、とっさに叫ぶ。

「やめて！」

　弟に危害を加えないで！

　歩の身体を庇かばうように覆い被さったら、耳元でよく知った声が聞こえてハッとした。

「女と子供に暴力を振るうなんて最低だな」

　周囲の空気を凍らせそうなほど怒りに満ちた冷淡な声。

　普段ならすくみ上がりそうなその声が、私には神様の声に聞こえた。

　……一条くん？

　ゆっくり顔を上げると、一条くんが鮫島の腕を掴んで捻ひねり上げていた。

　一条くんの後ろでは菊池さんがうっすら口角を上げて、私たちを見ている。

「い、痛てて。そ、その女が母親の借金を返さないのが悪い」

　鮫島は一条くんにすっかり気け圧おされた様子で、顔を歪めながら小声で弁解する。

「母親の借金ね。だったら当然借用書はあるんだろうな？」

　一条くんがギロッとひと睨みすると、鮫島は震え上がり、弱々しい声で返した。

「いえ……あの……今日は持って……ません」

「そうか。警察でじっくり話を聞こうか？」

　菊池さんが鮫島の首根っこを掴んで私と歩から引き剥がし、スマホを出して警察に電話をかける。

「あー、すみません。不審な男が女性の部屋に押し入って暴行を。すぐに来てください」

　電話を終えた菊池さんに、一条くんは「その男、縛って逃げないようにしておけ」と言って自分のネクタイを渡し、私と弟の肩に手を置く。

「美鈴、歩くん、大丈夫か？」

　こんなこと、前にもあった気がする。

　こんな風に彼が助けてくれて……もう大丈夫だって……思ったん……だ。

　歩も……無事。よかっ……た。

　遠くでパトカーのサイレンの音が聞こえる。

「……うん」

　一条くんに返事をするが、安心したせいか身体の力が一気に抜けて、そこで記憶が途切れた。










彼女と彼女の弟




　高たか輪なわのホテルでの会合を終え、社用車で自宅マンションに帰宅している途中、スマホを見ていたらショートメールが入った。

　……知らない番号。

　迷惑メールかと思って削除しようとしたら、文面が見えてハッとした。

【こんばんは。歩です。お姉ちゃんが熱を出して寝ています。病院にも行ってくれません。助けてください】

　子供の悪戯だとは思わなかった。病院にも行ってくれないというのが美鈴らしいと思ったし、彼女の弟に会ってみて大人を困らせるような子に見えなかったから。

【いまからおうちにいくからまってて】

　歩くんは漢字も読めるようだが、念のためひらがなで返事を送る。

「すまないが行き先を変更してくれ」

　運転手にそう告げ、すぐに阿佐ヶ谷の美鈴のアパートに向かった。

「芹沢さん、なにかあったのか？」

　横でノートパソコンを広げて仕事をしている拓真に聞かれ、「ちょっとね」と言葉を濁す。

　歩くんが俺に連絡してくるなんて、美鈴はよほどひどい状態なのだろう。

　ショートメールの番号に電話をかけるが、歩くんも美鈴も出ない。

　アパートに駆けつけてみれば、四十代くらいの柄の悪そうな男が美鈴と歩くんを殴ろうとしていて、慌てて男の腕を掴んで止めた。

「女と子供に暴力を振るうなんて最低だな」

　弱い者に手を上げるのは許せない。

　男は俺に怯んで、萎い縮しゅくした様子で言い訳する。

「い、痛てて。そ、その女が母親の借金を返さないのが悪い」

「母親の借金ね。だったら当然借用書はあるんだろうな？」

　冷ややかに問うと、男は怯えながら答えた。

「いえ……あの……今日は持って……ません」

　声は尻すぼみになっているし、目も泳いでいる。借用書なんてもともとないのだろう。

　俺についてきた拓真がようやく動いて男を掴み、目をギラギラと光らせて言った。

「そうか。警察でじっくり話を聞こうか？」

　基本、拓真は人を弄るのが好きなのだ。柄の悪いその男よりも悪人に見える。

　彼が警察に電話をし、美鈴と歩くんに「大丈夫か？」と声をかけると、彼女は「うん」と返事をしたきり意識を失ってしまった。

　その顔は赤くて、彼女の額に手をやると、熱があった。

「美鈴姉ちゃん、死なないよね？」

　心配そうに尋ねる歩くんの頭をゆっくりと撫でて安心させる。

「死なないよ。ちょっと熱があるだけだ。拓真、俺は彼女とこの子を連れて帰るから、医者を手配しておいて。あと、警察への説明頼む」

　ちょうどパトカーがやってきたので拓真にそう命じると、美鈴と歩くんを連れて俺のマンションに向かう。

　具合が悪そうな美鈴を放っておけなかったし、あのアパートにはもういさせたくなかった。

　社用車が麻あざ布ぶにある三十七階建てのタワーマンションの前に停車すると、歩くんに先に降りてもらい、美鈴を抱き上げて最上階にある俺の部屋へ――。

　ゲストルームが整っていなかったので彼女を俺の寝室に連れていき、ベッドに寝かせる。

　車の中でもそうだったが、美鈴は咳をしていて息をするのも苦しそうだ。

　とりあえず冷却シートを額に貼り、加湿器もつけた。

　それからすぐに菊池が手配した医者がやってきて、美鈴を診てもらう。

「風邪ですね。薬を出しますので、起きたら飲ませてください」

　医者の診断を聞いて、ホッと胸を撫で下ろした。

　薬をもらうと、医者を玄関まで見送って寝室に戻る。

　ベッドで寝ている美鈴と、彼女のそばにいる歩くんを見て改めて思う。

　悪い病気ではなくてよかった。美鈴はこのまま寝かせるとして、歩くんはどうしようか？

　俺には弟も妹もいないから、小さい子供にどう接していいかわからない。名刺を渡して美鈴に笑われたくらいだ。だが、このままにはしておけない。

　ベッドに近付いて、歩くんに声をかけた。

「お姉さんは大丈夫だよ。先生も言ってたけど、ただの風邪だから熱が下がればすぐに元気になる」

「うん」

　歩くんは俺の目を見て、コクッと頷いた。

「ご飯は食べた？」

「食べた」

「お風呂は？」

「まだ」

「じゃあ、リビングでテレビ見よう。その間にお風呂沸かすから」

　歩くんの手を握り、リビングに連れていく。

　彼は手にリュックを持っていた。アパートを出る前に着替えを持ってくるように言って用意させたのだ。

「お兄さんのおうち、全部大きいね」

　七十インチのテレビやレザーのソファセットを見て、彼は目を丸くした。

「自分の家だと思っていいよ」

　ソファに座らせてテレビをつけ、とりあえずネット配信のアニメを見せる。

「見たいアニメがあったら、このリモコンで変える」

　歩くんにリモコンの操作方法を教えると、俺はバスルームへ行き、風呂の準備をした。タオルや歯ブラシ、それにドライヤーも用意しておく。

「お風呂のおもちゃでもあったらよかったんだが」

　子供が来ることなんて想定してなかったからな。

　一日だけの滞在じゃないし、歩くんが喜ぶものをそろえる必要がある。

　そんなことを考えながらバスルームを出て、美鈴の様子を見に行くと、彼女は肩で大きく息をしながら寝ていた。

　今の俺には、彼女の額の汗をタオルで拭ってやることしかできない。

　こんなに華きゃ奢しゃな身体をしているのに、たったひとりで歩くんを育てている。

　今日もその細い身体で歩くんを守ろうとしていた。

　弟のためなら、自分の命も顧みない。俺と拓真が駆けつけなかったら、どうなっていたか……。

　昔から彼女は頑張り屋さんだった。朝一番に学校に来て、教室にある鉢植えに水をやると勉強を始める。

　家が貧しかった彼女。高校からの外部入学で特待生だった彼女が学校にいるためには、学年で五番以内に入らなければいけなかった。プレッシャーもあっただろうし、大変だったと思う。

　そんな彼女に嫌がらせをする生徒がいて、とても不愉快だった。

　財布を彼女に盗まれたと嘘を言った女子もいたっけ。

　理事長に進言して、そんな生徒は退学させた。うちの親が学校に多額の寄付をしていたから、理事長も俺の言葉を軽視できなかったのだろう。

　許せなかったんだ。美鈴はいつだって必死に頑張っているのに……。

「そんなに頑張らなくていい」

　俺に頼れよ、美鈴。

　彼女の頬をそっと撫でると、リビングに戻った。

　歩くんは行儀よくソファに座ってテレビを見ている。身体が小さいせいか、その姿がちょっと寂しそうに見えた。

　冷蔵庫からオレンジジュースを出して、歩くんに渡す。

「よかったら飲んで。ねえ歩くん、どうして僕に連絡をくれたの？」

「叔父さんは夜はどこかに遊びに行っちゃうから、あと連絡できる人ってお兄さんしかいなくて。お兄さん、美鈴姉ちゃんに優しかったから助けてくれるかなって」

　俺を見つめるその目は、どこか憂いがある。

　彼には父親も母親もいない。美鈴だけが彼の唯一の家族。

　ふたりの境遇を思うと、身につまされる。

「連絡をくれてありがとう」

　歩くんの頭を撫でたら、彼は小さく微笑んだ。

「来てくれてありがとう」

　まっすぐ見つめてくる彼を見ていると、守らなくては……と思える。

「今日のあの男の人、よく来るの？」

「うん。美鈴姉ちゃんに『金を返せ』って言うんだ。でも、僕はなにもできなくて悔しい」

「お姉さんを守ってたじゃないか。普通なら怖くて怯えるだろうに、歩くんは偉かったよ」

　大人だってなかなかできることではない。彼はとても勇敢だった。

「もうあのおじさん来ないよね？　おまわりさんに捕まったから大丈夫だよね？」

　歩くんに聞かれてどう答えていいか迷った。警察に連行はされたが、刑務所に入ったわけではない。すぐに保釈される可能性もある。

「ここにいれば来ないよ。あのおじさんはこの家を知らないからね」

　俺の説明を聞いて、彼は独り言のように呟いた。

「……うん。そうだね」

　なんだかこの子、俺に似てるな。

　見た目より大人びていて、物静か。子供らしい反応をする時もあるけど、いつも周りを見てじっくり考えてから行動する。

「さあ、もうお風呂が沸いたと思うから入っておいで」

　歩くんをバスルームに連れていき、シャワーの使い方を教えるが、少し不安になって尋ねた。

「ひとりで入れる？」

「大丈夫。シャワーの使い方も習ったし。お風呂も大きくて綺麗だね。うちはお風呂も小さいから、美鈴姉ちゃんが見たらビックリするよ」

　うちに来てから驚きっぱなしの彼が、お風呂を見ても興奮気味にそんな発言をする。

「お姉さんはまず起きたら、違う家にいるからビックリすると思うよ」

　美鈴の反応を想像し、少しおどけて言った。

「うん。きっとビックリするね」

　ニコッと笑う彼を見て、ちょっと安心した。

　あんな怖い目に遭ったのに笑えるのなら大丈夫だろうか。

　ショックで夜眠れないのではという不安もあったが、彼は強い子なのかもしれない。姉を守ろうと男に噛みついた子だ。

　歩くんがお風呂に入っている間に、ゲストルームの布団を整え、拓真に連絡を取った。

「あの後どうなった？」

　前置きなく聞くが、いつものことなので拓真は淡々と答える。

《警察にいろいろ事情を聞かれたが、見たことだけ話しておいた。警察の話ではあの男、他でも金を騙し取っていたようだし、まだまだ余罪があるらしいぞ。まあすぐには出てこられないだろう》

「そうか。ご苦労だった」

《明日はどうする？　予定ずらすか？》

　拓真が秘書らしく俺を気遣うが、断った。

「いや、スケジュール通りでいい。美鈴たちのことは実家のお手伝いさんに頼むから」

《了解。まあ、いくら男が警察に捕まったからといってあのアパートに住み続けるのは危険だ。しばらくお前の家で面倒見るんだな。社員寮を調べてみたが、今は空きがない。じゃあ、また明日》

　俺に言われる前に先を考えて調べるのが拓真らしい。

　彼が電話を切ると実家に連絡し、俺が小さい頃からお世話になっているお手伝いさんに明日うちに来てもらうよう頼んだ。

「これで明日俺がいなくても大丈夫だ。問題は今後どうするかだな」

　社員寮に空きがないとなると、やはりうちにいてもらうのがいいだろう。

　マンションを用意することもできるが、美鈴が素直に住むとは思えない。かといって、うちにずっといるのも彼女は拒むはず……。

　だったら、交換条件を出して、彼女が了承せざるを得ないよう仕向けようか。

　美鈴には恨まれるかもしれないが、あのアパートに住み続けて危険な目に遭うのに比べたら全然いい。

　しばらくすると、歩くんが戻ってきた。ブルーのパジャマを着て、手には手のひらサイズのくまのぬいぐるみが握られている。

「歩くん、明日はお姉さんと一緒にここにいてもらうことになるけどいいかな？」

　保育園に行けないことを伝えなければと思った。いくら五歳とはいえ、俺が勝手に物事を進めるのはよくない。彼のことも尊重する必要がある。

「うん。美鈴姉ちゃん、熱あるもんね」

「お姉さんがちゃんと薬を飲んで寝るよう見張っていてほしいんだ。歩くんはどこで寝る？　お姉さんと一緒だと風邪がうつるかもしれない。別の部屋に布団を用意したんだけど」

　そんな話をして、リビングの隣にあるゲストルームに連れていく。

「ここにひとりで寝られるかな？」

　シングルベッドが置かれているだけの、殺風景な部屋。考えてみたら、子供が遊べるようなものがなにもない。せめて猫か犬でも飼っていればよかったな。

　少し不安だったが、歩くんはとことこ歩いてベッドに腰かけ、俺に目を向けた。

「うん。僕、お泊まり会にも行ったことあるから。それにモモがいる」

　くまのぬいぐるみを俺に見せて、大丈夫だとアピールする。

「もし寂しくなったら、お姉さんのいる部屋においで」

　優しく声をかけ、ベッドに横になる歩くんに布団をかけてやる。

　大きなベッドにひとりで寝る姿を見ていると、本人は大丈夫と言っているが、すぐに部屋を去ることはできなかった。

　俺が小さい時はどうやって寝てたっけ？

　父も母も毎晩いなくて、ベッドに本を持ち込んでひとりで寝ていたよう……な。

　普通は本を読み聞かせたりするのだろう。だが、子供が読む本なんてうちには一冊もない。

　そこで、ベッドの端に腰かけ、歩くんと話をすることにした。

「モモはお姉さんがプレゼントしてくれたの？」

「うん。美鈴姉ちゃんも小さい頃同じものを持ってたんだって」

　歩くんは大事そうにぎゅっとぬいぐるみを抱きしめる。

「そう。かわいいね」

　ぬいぐるみもかわいいが、ぬいぐるみを抱いている歩くんもかわいかった。

　その姿を見ると、なんだか優しい気持ちになれる。

「お兄さんはなにかぬいぐるみ持ってた？」

「歩くんより大きなくまのぬいぐるみを持ってて、ベッドを占領してたよ」

「へえ、占領されるって……どんな……だろ……う」

　言葉が途切れ途切れになり、歩くんの瞼まぶたが閉じる。

　……寝たか。

　スーッと寝息が聞こえる。今日はすごく疲れただろうから、このまま朝までぐっすり寝るだろう。

　まつ毛がクルンとしていて、頬がふっくらしていて……見てるこっちが癒いやされる。

　まさに天使の寝顔。

　歩くんの額に手を置き、「おやすみ」と告げ、ゲストルームを出る。

　寝室に行くと、美鈴がうっすらと目を開けた。

「一条……くん？　歩……歩は？」

　熱があるのに自分よりもまず弟の心配をするところが彼女らしい。

「大丈夫だよ。別の部屋で寝てる。汗いっぱいかいたみたいだから着替えよう」

　美鈴に手を貸して服を脱がせ、彼女の身体の汗を拭う。

　多分普通の状態だったら拒否されただろうな。このやり取りも明日覚えているかどうか……。

「はい、じゃあこれ着て」

　美鈴の頭に俺の長袖の黒いシャツを被せるが、「う……ん、だるい」と言ってなかなか袖を通さないので、俺が手伝った。

　歩くんの方が手がかからないな。

「あと、薬飲まないといけないから、これ飲んで」

　ゼリー飲料を渡そうとしたが、これもすんなりとはいかない。

「……食べたくない」

　駄々っ子のような彼女に厳しく言う。

「ダメだ。これ以上悪化したら、歩くんが心配する」

「でも……食べたくない」

「だったら、口移しで食べさせるけどいい？」

　意地悪く言ったら、彼女は俺の手からゼリーをチビチビと飲み始めた。

　熱に浮かされてはいても、理性はまだあるらしい。

　それから薬を飲ませ、再びベッドに寝かせた。

「明日……会社……」

　ポツリと呟く彼女に、強く言い聞かせる。

「仕事の心配する前に、自分の身体の心配すること。美鈴は頑張りすぎなんだよ」

「だって……頑張らないと……生きていけない」

　頼れる人もなく、これまでひとりで必死に弟を育ててきたのだろう。

　がむしゃらに頑張ってきたんだな。

「美鈴の場合は、無理しすぎ。もうちょっと肩の力を抜いた方がいいよ」

　彼女や歩くんを見ていると、胸が痛くなる。

　美鈴の頬に手を添えてそう言うと、彼女はうつろな目で俺を見た。

「一条く……ん」

「今はなにも考えず寝ること」

　美鈴の前髪を梳すくと、顔を近付けてその額に軽くキスをする。

「……ありがと」

　ボソッと言って、彼女はベッドに腰かけている俺に身を寄せてきた。

　なんだか猫みたいだ。

　美鈴が眠ると、俺は彼女のそばで溜まっていた仕事のメールの処理を始めた。










彼はキス魔？




「う……ん」

　ピピッと電子音がして目を開けたら、目の前に一条くんがいて固まった。

　一条くんの手には体温計。彼はスーツ姿で、体温計の表示を確認すると、私に目を向けた。

「おはよう」

　柔らかな笑みを浮かべて挨拶をする彼に、呆ぼう然ぜんとしながらも機械的に言葉を返す。

「おはよう……ございます？」

　ええ……と、なんで一条くんがいるの？　それに……ここどこ？

　前に泊まったホテルと同じくらい広い部屋だし、ベッドもキングサイズくらいありそう……。

　一瞬ホテルかと思ったけれど、壁に山や海、花の写真が飾られていて、奥にあるガラスケースには一眼レフカメラが五台綺麗に並べてある。

「ここ……一条くんの家？」

　戸惑いながら尋ねると、彼は小さく頷いた。

「そう。俺の家で、ここは俺の寝室」

「あの……歩は？」

　昨日一条くんがアパートに助けに来てくれたのは覚えている。しかし、その後の記憶がない。

　とりあえず起きなきゃ。まだ身体が怠いけれど、ずっと寝ているわけにはいかない。

　上体を起こそうとしたら、彼に止められた。

「熱、まだ三十七度五分あるから急に起き上がらないで。昨日、歩くんは別の部屋で寝てるって話したんだけど、覚えてない？」

「そういえばそんな話をしたような……って、えっ、このシャツは？」

　彼の返事を聞いてホッとするが、不意に自分の姿が目に入って慌てた。

　この黒いシャツ……私のじゃない。

「俺の。昨日美鈴の服が汗で濡れてたから着替えさせた。それも覚えてない？」

　着替えさせた？

　言われてみれば、彼に汗を拭かれて、着るの手伝ってもらって……。

　その時の光景を思い出して、顔が一気に熱くなった。

「今さら照れても、ホテルでほとんど裸状態の美鈴を見てるし」

「あ～、それ言わないで！　結局……あの夜、私と……なにかあったんですか？」

　知るのは怖かったが、思い切って彼に尋ねたら、質問で返された。

「美鈴はどんな答えを望んでいるのかな？」

「ど、どんなって聞かれても……」

　目を逸らして口ごもる私の顎を一条くんがクイと掴む。

「なにもない方が美鈴は安心なんだろうけどね」

　心の中を見透かされている。

「だ、だって……副社長となにかあったら大変だから」

　私はただのＯＬ。しかも小さい弟だって育てているのに、周囲に騒がれるような関係は嫌だ。

　それに今の私には誰かと恋愛する余裕なんてない。弟と生活していくので精いっぱいだもの。

「副社長である前に、美鈴の同級生だし、それに俺はただの男だよ」

　副社長の肩書きを取ったって、彼はただの男なんかじゃない。

「それで、結局なにかあったんですか？」

「残念ながら抱いてはいない。水が欲しいって美鈴が何度も言うから口移しで飲ませて、添い寝しただけ」

　一条くんがフッと微笑して答えるのを聞いて絶句した。

　抱かれていなくてよかったけれど、キスもしたことないのに口移しって……。

「忘れてるなら思い出させてあげるよ」

　その不穏な声の響きに身体がゾクッとしたかと思ったら、彼が顔を近付けてきて私に口づけた。

　え？

　目と鼻の先に一条くんの顔。

　カッと目を見開いて驚く私の頭を掴み、彼は私の下唇を甘噛みして、私の唇を濡らす。

　いったいなにが起こっているのか。

　これ……キス？

　でも、この感触、記憶があるような。

　頭がボーッとしてきて、今はなにも考えられない。

「どう？　少しは思い出した？」

　いつの間にかキスを終わらせ、ニヤリとする一条くんを見てハッとした。

「ど、どうしてキスなんか？」

　狼狽えながら問う私の頬に彼は触れてくる。

「なぜだかわからないけど、美鈴には触れたくなるんだ」

「なぜだかわからないって……」

　彼の言葉に戸惑いを隠せなかった。

「もっと美鈴のことを知りたい」

「私はそんなたいした女じゃありません。早く歩を連れてアパートに帰らないと」

　ベッドから出ようとしたら、一条くんに押し倒された。

「それはダメだ」

「だっていつまでも一条くんに迷惑かけられないよ」

　ただでさえ看病までさせて、彼に面倒をかけている。

「迷惑じゃない。絶対にあんな危険な場所に帰さない」

「でも、私の家はあそこしかない」

「帰って同じことを繰り返して、また歩くんを危険な目に遭わせるつもりか？」

　彼の言葉が胸に突き刺さり、とっさに強く唇を噛んだ。

「だって新しい部屋を借りる余裕なんて今の私にはない」

　転居するとなると、引っ越し代や敷金礼金もかかる。五十万近く飛んでいけば、貯金が一気に減って生活が不安になる。

「だから、ここにいればいい。部屋は余ってるし、うちならあの男も来ない」

　確かにそうかもしれないけれど、親族でもない彼の家に歩と一緒にお世話になるなんて無理だ。

「そんな迷惑かけられないよ」

「美鈴はひとりでなんでも背負いすぎだ。俺を頼れよ」

　彼の言葉を聞いて、涙が込み上げてきた。

　そんな優しいことを言われたら甘えたくなる。だが、ここで甘えてしまったら、もう二度とひとりでやっていく気力がなくなってしまうに違いない。

「一条くん……ありがと。でも、一条くんだってここに恋人を呼ぶ時もあるだろうし」

　遠回しに断ったら、彼が怖い顔をして私を責めた。

「俺をなんだと思ってる？　さっき美鈴にキスしたのに、恋人がいると思ってるのか？」

「ごめんなさい。一条くんなら彼女のひとりやふたりいてもおかしくないかなって」

　普段から思っていたことをそのまま言葉にしたら、彼がますます不機嫌になった。

「すごい偏見だな。そもそも彼女がいたら、恋人代行なんか頼まないよ」

「ああ、そうか」

　一条くんの話に納得していたら、彼が今度は真しん摯しな目で懇願してきた。

「親父から熱心に見合いを勧められて困ってるから、美鈴にはここに住んで恋人の振りをしてほしい」

　数日前に成り行きで恋人代行はしたけれど、社長の前で恋人の振りなんて無理だ。

「でも、歩もいるし、私はどこかいいところのお嬢さまでもない。社長は信じないよ。信じたとしても反対するに決まってる」

「いや、親父は俺を早く結婚させたがってる。俺に好きな相手がいるなら、紹介しろって言ってきた。親父も自分の結婚で反省しているから、見合いをさせるのは本意ではないんだと思う」

「自分の結婚で反省って？」

　首を傾げる私に、彼は両親のことを話して聞かせる。

「両親は政略結婚だったが、俺がアメリカ留学中に母は若い男と家を出て、それで離婚した」

「……そうなんだ」

　彼にかける言葉が見つからず、それしか言えなかった。

　完璧そうな家に見えてもいろいろあるんだな。彼もショックを受けたはず。

「だから、安心してここに住めばいい。もう歩くん用に図鑑やパソコン、それにお風呂のおもちゃも買ったし」

　悪戯っぽく目を光らせる彼の発言を聞いて、ギョッとした。

「ええー。そんなのダメだよ。キャンセルしてよ。もったいない」

「無理だね。今日届くから。それに俺の金だし好きに使う。高いワインを飲むのに比べたら全然安いよ」

　多分、普段彼が飲んでいるのは一本百万とかするワインなのだろう。だからって歩のものを買ってもらうわけにはいかない。

「そういう問題じゃなくて」

「問題なんてなにもない。俺にも歩くんの面倒を見させてほしい。あの子、とってもいい子だな」

　一条くん、ズルい。弟のことを褒められると強く断れないじゃないの。

　彼に甘えるべきか葛藤していたら、ギュルルッと私のお腹が盛大に鳴った。

「あっ!?」

　気まずくてうつむきながらお腹を押さえたら、一条くんがクスッと笑った。

「お腹空いたみたいだな。ちょっと待ってて」

　彼はベッドを下り、寝室を出ていく。

　彼の姿が見えなくなると、両手で顔を覆って小さく叫んだ。

「キスされるし、お腹は鳴るし。ああ～、もうなんなの！」

　頭の中がごちゃごちゃ。きちんと整理する前にいろいろなことが次々起こる。

　恋人代行を引き受けてからその繰り返し。

「胸がバクバクする。もう心臓発作になりそう」

　ひとりで騒いでいたら、いつの間にか一条くんが戻ってきた。

「それは大変だな。病院で診てもらおうか？」

　彼が私の胸に手を当ててきて、ゴクッと息をのむ。

「ホントだ。鼓動が速い。なんの病気だろうね」

　真剣な顔でコメントする彼に狼狽えながら文句を言った。

「そ、それは一条くんが手を当てたからです！」

　普段ポーカーフェイスな彼だけに本気なのか、ふざけているのかわからない。

「冗談はさておき、ご飯にしよう」

　一条くんがベッドにお粥かゆがのったトレーを置く。

「これ、一条くんが作ったの？」

　目の前にあるのは、卵がふわふわのお粥。小ねぎが散らされていて、とても美味しそうだ。

「ああ」

　一条くんは答えて、レンゲにお粥をすくいフーフーすると、私の口に運ぼうとした。

「はい、あーん」

　至極真面目な顔で口を開けるように要求され、戸惑った。

　私も歩が病気の時にやっていることだが、一条くんにしてもらうとかなり照れる。

「あの……その……私、自分で食べるよ」

　レンゲを渡してもらおうと手を出すと、彼は首を横に振った。

「ダメだ。いいから食べる」

　再度断ったとしても、このやり取りを繰り返すだけ。休日ならまだいいが、今日は平日で彼は会社に行かなくてはならない。

　反論するのは諦めて、パクッと口にする。熱々で、とても優しい味がした。

「どう？　食べられそう？」

　私を見つめるその目がとても温かくて尊い。なんだか私の保護者みたい。

　こんな風に私にご飯を作って面倒を見てくれる人なんて、今までいなかった。

「私が作るより美味しい」

　はにかみながら返すと、彼が極上の笑みを浮かべ、私におねだりする。

「今度、美鈴が作ったの食べてみたいな」

　なんなのこれ？　まるでラブラブの恋人じゃないの。

「い、一条くんに病気になられたら困ります」

　照れ隠しにそんなことを言ったら、彼は私の目を見つめてきた。

「だったら、美鈴の得意料理でいいよ」

　ある意味、これは甘い拷問。なんでも言うことを聞いてしまいそうだ。

「得意というか、よく作るのならハンバーグ。歩が好きだから」

　ぶっきら棒な口調になってしまったが、彼は気にせずまたお粥をすくって私の口に運ぶ。

「楽しみにしてる。はい、あーん」

「一条くん、楽しんでない？」

　彼の目が笑っているのを見てそう指摘したが、澄すまし顔で否定された。

「全然。いいから美鈴は食べる」

　そんなやり取りを繰り返してお粥を完食すると、インターホンが鳴った。

「菊池とお手伝いさんが来た」

　一条くんは腕時計を見ると呟くように言って、寝室を出ていく。

　すると、彼と入れ替わるように歩が現れた。

「美鈴姉ちゃん、風邪治った？」

　私のもとにやってきて、歩はベッドに飛び乗る。

「まだちょっと熱はあるけど元気になったよ、心配かけてごめんね」

　歩を優しく抱きしめていたら、一条くんが六十代くらいの女性を連れてきた。

「美鈴、歩くん、この人は志し乃のさん。うちの実家のお手伝いさんなんだ」

　一条くんが女性を紹介したので慌てて歩とベッドを出ようとしたら、彼に止められた。

「そのままでいい。志乃さんには歩くんの面倒を見てもらうから、美鈴はゆっくり休むように」

「芹沢美鈴です。よろしくお願いします」

　私が挨拶すると、弟も私を真似て挨拶した。

「歩です。よろしくお願いします」

「志乃です。なにかあれば遠慮なく言ってくださいね。歩くん、向こうのお部屋でご飯食べようか？」

　志乃さんがにこやかに手を差し出すのを見て、歩は「うん」と返事をしてベッドを下り、彼女の手を握った。

　ふたりが寝室を出ていくと、一条くんは私に薬を飲ませ、口早に言う。

「それじゃあ、俺は行くけど、美鈴はちゃんと休むこと。保育園には休むと連絡してある。会社へは菊池経由で高たか野の部長に伝えるから」

　高野部長というのは、私が在籍している原油外航部の部長のこと。

　一条くんのとんでもない発言を聞いて青ざめた。

「ちょっ……それはやめて。変な噂が立つよ。会社は私から連絡するから」

　副社長秘書が私の欠勤を伝えるっておかしいでしょう？

　一条くんと私が特別な関係だって思われて、きっとそのことが社内中に広まる。

「俺は別に構わないけど」

　平然とした顔で返す彼に、拳を握って訴えた。

「私が構うの。働けなくなっちゃう」

「わかった。でも、親父にはそのうち紹介するから。行ってくる」

　彼が身を屈めたと思ったら、チュッと私にキスをした。

「い、一条くん？　新婚じゃないんだから」

　自分の唇に触れながら文句を言うが、彼は甘い笑顔で一蹴した。

「でも、恋人役なんだから俺に慣れてくれないと」

　高校時代はこんな風に笑う人だなんて思わなかった。

　クールな印象しかなかったけど、この数日間で彼のいろんな表情を見た気がする。

「今日は遅くなるから寝てていいよ」

　今度は私の頭に口づけると、彼はいなくなった。

　ひとり残された私は放心状態。

　なんだか本当に彼の恋人になったんじゃないかって思える。

　いけない。彼は恋人の振りをしてるだけ。勘違いしないの。ここに置いてくれてるのも私たち姉弟に同情してるから。

　会社に今日休むことを連絡すると、ベッドに横になり目を閉じる。

　彼にこれ以上心配をかけないよう早く風邪を治そう。でないと、弟を養えない。

　次、目を開けるまでに熱を下げる。

　そう自分に言い聞かせるが、一条くんのキスを思い出してしまいなかなか眠れない。

「もう一条くん！　離れていても私を翻ほん弄ろうしないで！」

　枕に顔を埋めながら文句を言うが、彼がつけているムスクの甘い匂いがほのかにして、まるで彼に抱きしめられているような気がした。

　こんなんじゃ絶対に寝られないと思うのに、なんだか心がリラックスしてきて、そのまま優しい眠りに誘われた。




　その後、起きてお昼ご飯を食べると、熱も下がって大分体調がよくなった。

　一条くんが買ってくれた図鑑が届いて、歩は早速リビングで読んでいる。

　こんなにゆっくり過ごしたのはいつ以来だろう。一条くんには感謝してもしきれない。

　このマンションは５ＬＤＫと見たこともないくらい広くて、普段大人しい歩がいつになくはしゃいでいる。

　それに、一条くんに助けられたこともあって、彼を慕っているようだ。

　結構人見知りなのに珍しい。

　歩が本に夢中になってる間、志乃さんと一条くんの話をした。

「絢斗さんはとても可哀想な子でした。ご両親が彼と一緒にいることはほとんどなくて……。私がお育てしましたが、ご両親の愛に飢えていたと思います」

　彼女の話にゆっくりと相槌を打つ。

「そうなんですね。私も親の愛情を知りません。私も歩も私生児で……母は育児放棄というか、子供よりも恋人を大事にする人でした。もう母は死んで、歩とふたりだけになりましたけど」

　私と歩だけが不幸なわけじゃない。一条くんも小さい頃は寂しかったんだろうな。

「苦労されたのね。だから、絢斗さんがあんなに優しい目であなたたちを見ているのでしょうね」

　優しい目か。確かに私の事情を知ってからの彼は、親身になって世話をしてくれる。

　だけど、甘えていてはいけない。彼は家族でもなんでもないのだから。

「一条くんに迷惑をかけてしまって申し訳ないと思ってます」

「絢斗さんはそんな風には思ってませんよ。今日だってとても生き生きとしていましたから。絢斗さんのこと、よろしくお願いします」

「いえ、あの……私の方がお世話になっていて」

「そばにいてくださるだけでいいんです」

　温かい目でそう言って、志乃さんは午後八時に帰っていった。

　歩を九時過ぎに寝かしつけると、リビングで叔父や咲にメッセージを打つ。

　咲には欠勤連絡をする時に一条くんの家にいることも伝えていて、【ますます楽しいことになってるわね】と返事が来た。

　こっちはハラハラドキドキの連続なんですけど……。

　ふと目の前の掛け時計を見たら、午後十一時を回っていた。

　まだ帰ってこないなんて、一条くんも大変だな。

　スマホをソファの上に置き、「うーん」と両手を上げて軽くストレッチしていたら、玄関のドアがガチャッと開く音がした。

　あっ、一条くん！

　玄関へ向かうと、彼が歩の背丈の二倍はありそうな大きなくまのぬいぐるみを持っていてビックリした。

「おかえりなさい……って、そのぬいぐるみは？」

　目を丸くして驚いている私に、一条くんは嬉しそうに言う。

「歩くんの寝室、なにもないからつい買ってしまった」

「図鑑も買ってくれたのにいいの？」

「だから、ワインに比べたら全然安い。それに歩くんが喜ぶ顔が見たいんだ。熱は？」

　彼は私に尋ねると同時に、自分の額を私の額にコツンと当ててきた。

「どうやら下がったみたいだな」

　私の目を見て彼が少し安心した顔をする。

　だが、こんな風に不意打ちで彼に触れられた私はたまったものではない。

　心臓がバクバクして呼吸不全になりそう。

「美鈴、顔真っ赤だよ。やっぱりまだ熱があるのかな」

　真顔でそんな指摘をするが、熱が理由で私が赤くなったのではないと一条くんはわかっているはず。

「一条くんのせいです」

　上目遣いに彼を睨んではっきり否定したら、彼が形だけの謝罪をする。

「それはごめん。俺、今まで恋人いなかったから、女性との距離感がわからないんだ」

「高校時代の距離感でいいんだよ」

「いや、それじゃ恋人に見えないよ。俺が触れても美鈴が赤面しないようもっとスキンシップを増やすから」

　一条くんはそう宣言すると玄関を上がり、弟が寝ているゲストルームにまっすぐ向かう。

「ちょっと待って！　一条くん、スキンシップ増やさなくていいよ。社長に会った時だけ演技すれば……!?」

　一条くんに反論したら、彼に手で口を塞ふさがれた。

「シッ！　歩くん、もう寝てるんだろ？」

　小声で尋ねる彼の目を見て、コクッと頷く。

　一条くんがそっとドアを開けて寝室に入るので、私もあとに続いたら、歩がベッドの中央で丸くなって寝ていた。

　一条くんが持っていた大きなくまのぬいぐるみを歩の隣に置く。まるでサンタだ。

　きっと朝起きたら喜ぶだろうな。

「おやすみ」と囁くように言って一条くんは歩の頭を撫で、私の背中を押した。

「出よう」

　一条くんと歩の部屋を出ると、彼は私に目を向け、自分の寝室を指差した。

「次は美鈴が寝る番だよ」

「私は今日はソファで寝るよ」

　歩のベッドで寝ようと思っていたけど、あのぬいぐるみがあっては私が横になれない。

「病み上がりなのに、ソファでちゃんと寝られるわけがない。俺のベッドで寝ること」

　彼の命令に素直に従えなかった。

「でも、一条くんだってあのベッドで寝るんでしょう？」

「広いからふたりで大丈夫。昨日もなにも問題なかった。十カウントする間に寝ないと、美鈴を抱いて寝かしつけるけど。一、二、三……」

「ああ～、もう寝ます！」

　一条くんが勝手にカウントを始めるので、あたふたしながら彼の寝室のベッドへ。

　なるべくベッドの端に寄って布団を被るが、一条くんも一緒に寝るのかと思うとなかなか眠れない。

　やっぱり歩と一緒に寝ようかな。

　そう考えたが諦めた。

　あのぬいぐるみを退どかして私が寝たら、歩の喜びが半減する。

　目が覚めた時、あんな大きなぬいぐるみが隣で寝てるから感動するのよね。

　私……朝までこの状態かも。

　ひとり悶もん々もんとしていたら、一条くんがベッドに入ってきて固まった。

　心臓が急にドキドキしてきて、息もどうやって吸ったらいいのかわからなくなる。

　慌てて目を瞑つぶって寝た振りをするけれど、彼には起きているのがバレていた。

「ここにかわいい狸が一匹いる」

　笑いを含んだ声で言って、彼は背後から私を抱き寄せる。

　彼の吐息が首筋にかかってもう気が変になりそう。

　む、無理。こんな状況で寝られるわけがない。

「い、一条くん、それダメ」

　弱々しい声で訴えるが、彼は私を離してくれない。

「ダメじゃない。昨日もこうやって寝たよ」

「それは私が熱があったから！」

　声をあげて言い返したら、彼にやんわりと怒られた。

「シッ！　興奮しない。俺も今日はクタクタなんだ」

　クタクタと言われては、じっとしているしかない。

　しばらく大人しくして、彼が寝たらベッドを抜け出そう。

　そう思っていたのに、彼に抱きしめられているとなんだかホッとして身体から力が抜けていく。

　歩を抱きしめて眠るのとはまた違う、守られているような安心感。ずっとこのままでいたいと思える。

　そのまま彼の腕の中で眠ってしまい、次に目を開けた時には朝になっていた。




「お兄さん、ぬいぐるみありがとう！」

　弟の声で目が覚めた。

　すでに起きてスーツに着替えている彼に、歩が嬉き々きとした表情であの大きなぬいぐるみを見せている。

　こんなに元気よくはしゃぐ弟を見ることは滅多にない。

　よっぽど嬉しかったんだろうな。

「どういたしまして」と歩に優しく微笑む一条くんも、すごくいい表情をしている。

「美鈴姉ちゃ～ん、こんなすごいのもらっちゃった。ポポっていうんだ」

　歩の顔いっぱいに笑みが広がっているのを見て、私もなんだか幸せな気分になった。

「もう名前つけたんだ。よかったね」

　ベッドを下りて歩の頭をクシュッとすると、弟は「うん」と返事をして寝室を出ていく。

「一条くんありがと。歩すごく喜んでる」

　寝癖を直しながら礼を言ったら、彼が私のところに来て悪戯っぽく目を光らせた。

「感謝してるなら言葉じゃなくて、キスの方がいい」

　彼の唇が下りてきて私の唇を塞ぐ。

　それは一瞬の出来事。

　ハッとして「もうそんなキスばっかりしないで！」と顔を赤くしながら文句を言ったら、一条くんに真剣な顔で返された。

「ごめん。美鈴を見ると触れたくなるから諦めて」

　その言葉に私が絶句したのは言うまでもない。










三人で過ごす休日




「わ～、大きい。このジンベエザメ、歯が八千本もあるんだって」

　大きな水槽で泳ぐ体長五メートルほどのジンベエザメを眺める歩の肩に手を置き、私はふふっと笑った。

「こんな大きいのにエサがプランクトンていうのが不思議だね。人間をぱっくり食べちゃいそう」

　十二月中旬の週末、私と歩と一条くんの三人は北陸にある、とある水族館に来ていた。

　もう午後五時半を過ぎていて、外は真っ暗になっている。

　周囲にお客さんはひとりもいない。

「エサやりしてみる？」

　一条くんが屈んで歩に声をかけると、弟がコクッと彼の目を見て頷いた。

「うん。いいの？」

『いいの？』と大人の都合を聞くところが歩らしい。

「もちろん。せっかく来たんだから、エサやりしよう」

　歩の頭にポンと手を置き、一条くんはそばにいた水族館の飼育員に目を向けた。

「すみません。エサやり体験したいんですけど」

　彼がお願いすると、飼育員さんが私たち三人をバックヤードに案内してくれた。

　天井が高く、水槽の周りに大きなライトがいくつも置かれている。

　長靴とライフジャケットをつけると飼育員さんの説明を受け、ジンベエザメのいる水槽へ――。

　水槽の深さは八メートル。三メートルはありそうな長い柄のついたひしゃくでエサをやるのだが、さすがに歩ひとりでは無理なので飼育員さんが手伝ってくれた。

　ジンベエザメがパクッと大きな口を開けてプランクトンを食べる様子は圧巻。

「うわっ、すごい」

　大きく目を見開いて驚く私の横で、一条くんが一眼レフカメラで歩を連写している。

「美鈴もやってみれば？」

「私は遠慮しておく。ビックリして水槽に落ちそう」

「そういえば美鈴、あれ以来泳いでない？」

　あれ以来というのは多分、高校の臨海学校のことだろう。遠泳で足がつって溺れたところを彼が助けてくれたのだ。

　あの時は本当に死ぬかと思った。海水を飲み込んで、身体が沈んで……。

　一条くんが助けてくれなかったら、どうなっていたか。

　私……考えてみたら何度も彼に救われている。

「うん。トラウマになっちゃった。でも、あの時はありがと」

「たまたまそばにいてよかったよ」

　優しく微笑む一条くんを見て、トクンと胸が高鳴る。

「それにしてもそのカメラ、本格的だね。プロみたい」

　一条くんがじっと見つめてくるものだから照れ隠しにそんなことを口にしたら、彼は歩にちらりと視線を向けた。

「写真撮るの好きなんだ。風景とか植物しか撮ってなかったけど、人を撮るのも楽しいな」

　今なら歩もジンベエザメに夢中だし、この和やかな雰囲気なら聞けそう。

「あの……ずっと気になってたんだけど、この水族館貸し切り？」

　週末なのにお客さんがいないなんて普通はありえない。

　思い切って確認すると、彼はすんなり認めた。

「まあね。でも閉館後に借りただけだから」

　だからお金のことは気にするなと言いたいのだろう。

　でも、一条くんの家にお世話になってから、彼はいろんなものを歩に買っている。図鑑、パソコン、服、ぬいぐるみ、車のチャイルドシートなど挙げたらもうきりがない。

　それに、アイシージェーを女性に働きやすい会社にすると言って、託児室まで作ってくれた。来年の一月から歩もそこに入る予定だ。

　一条くんとの同居は、とてもうまくいっている。彼は歩をとてもかわいがってくれるし、歩も彼に懐いていて、そんなふたりを見るのが楽しい。歩は特に肩車をしてもらうのが嬉しいようだ。

　仲良くなったふたりは、互いを『歩』、『絢斗兄ちゃん』と呼び合うようになった。

　最近はふたりでこそこそ話していることが多くて、なんだか妬やける。

「いろいろ気を使ってくれてありがとね。歩、すごくはしゃいでる。実は旅行するの初めてなの」

　水族館でこんな体験までさせてもらって、歩にはいい思い出になるだろう。

　いつも猫カフェの近くにある公園くらいしか連れていってあげていない自分がつくづく情けない。

　もっと弟に人並みの生活をさせてあげたいのに……。

「俺も楽しいから。歩や美鈴と一緒にいると、日頃の疲れも吹き飛ぶよ」

　一条くんの話を聞いて、彼も苦労してるんだと思った。

「副社長って大変だよね。プレッシャーもあるでしょう？」

　有能な彼だからこそできるけど、普通なら重圧で潰れそう。

「それなりにね。美鈴はどうしてうちの会社に入ったの？」

　彼に急に話を変えられて慌てる。

「え？　私？　あの……英語が得意だったし、やり甲が斐いがありそうかなって思って。あ、それに咲……じゃなかった白井さんもたまたまこの会社を受けて、私と同じ部署にいるの」

　咲のことを持ち出したら、彼は小さく笑って相槌を打った。

「ああ、白井さんね。そういえば菊池がそんな話をしてた」

「美鈴姉ちゃ～ん、絢人兄ちゃ～ん、次はイルカのエサやりもさせてくれるって」

　歩が私たちに大きく手を振るので、「よかったね」と笑顔で返した。




　それから一時間ほど水族館を楽しむと、一条くんの運転するドイツ車の白いクーペで今夜泊まる宿へ――。

　日本海を見下ろす高台に佇む木造三階建ての老舗しにせ旅館。一条くんの話では多くの文豪に愛された宿らしい。ピカピカに磨き上げられた廊下を歩くとキュッと木がきしむ音がするが、それがなんとも趣おもむきがあっていい。

　奥の離れに案内されると、そこは露天風呂つきだった。三つある部屋からは庭も見渡せる。

　もうこれは一軒の家だよね。

　寝室には、見るからに高級そうな大きなベッドがふたつ隙間なく置かれていた。

　貧乏人の私としては宿泊費が気になるところ。きっと私の一カ月のお給料よりも高いに違いない。

「あの……い、一条くん、本当にこんなところ泊まっていいの？」

　場違いなところに来てしまっておどおどする私に、彼は平然とした顔で言った。

「俺が勝手に連れてきただけ。それに……」

「ワインに比べたら安い……でしょ？」

　もう口癖になっている一条くんの言葉を口にすると、彼がしたり顔で笑った。

「わかってるじゃないか。大事なのは歩がすごく喜んでるってこと」

　一条くんの視線の先には、部屋の中を探検している歩がいた。

「ベッド大きい～。ここに三人で寝るんだね～」

　ひとり興奮している歩に歩み寄り、一条くんは優しく声をかける。

「そう。川の字になって寝るんだ」

　一条くん、とってもいい顔してる。歩だけでなく、彼にとっても同居はよかったのかな？　このふたり、本当の家族に見える。

「さあ、夕食までちょっと時間あるから、大浴場に行ってみよう」

　三人で一階の大浴場へ向かう。

　男風呂と女風呂が隣り合っていて、歩に目を向けた。

「歩、どっちに入る？」

　本人の希望を聞いたら、歩は当然のように「男風呂がいい」と答えて一条くんの服を掴む。

　女風呂に入るのも恥ずかしい年齢になってきたから、ある程度その答えは予想がついていた。

「はいはい。一条くんお願いしちゃっていい？　歩、浴衣はまだひとりでは着られなくて」

「心配しすぎ。美鈴はゆっくり浸かっておいで」

　一条くんにトンと背中を押され、ひとり女風呂の暖簾のれんをくぐる。

　なんだか寂しいな。でも、お言葉に甘えてゆっくりさせてもらおう。

　今まで自分をケアする時間なんてなかったけど、もうちょっとお洒落に気を配ろうかな。なにせ一条くんのような超絶美形がそばにいるんだもん。

　大浴場には、私以外に誰もいなかった。

「なんだかここも貸し切りみたい」

　目の前は海。灯台の灯りが見えて、なんともロマンチックだ。

　海はとても穏やかで、空にはまん丸の月が浮かんでいた。

　身体を洗ってから大理石の湯船に浸かる。湯加減はちょうどいい。

　とっても素敵で贅沢な時間。

　お風呂入るのも歩とずっと一緒だったものね。

　私の母親は歩を妊娠した時、歩の父親と結婚できると思っていたらしいが、結局捨てられ、歩を産むとまた新たな恋人を求めて遊び歩いた。

　赤ちゃんだった歩を私が何度預かったか……。

　弟は夜泣きもなかったし、病気もあまりしなかったから育てやすい方だったが、それでもやはり仕事と子育てを両立させるのは大変だった。

　叔父さんや咲、木村くんの支えがなかったらどうなっていただろう。

　なんだかずっと百メートル走をしている感じだったけれど、ここ数日は一条くんのお陰で少し肩の力を抜くことができている。

　お手伝いの志乃さんも優しい人で、日中歩を見てくれているから安心だ。

　二十分ほどで上がり、藤色の綺麗な浴衣を着て女湯を出ると、一条くんと歩もちょうど上がったところだった。

　男性陣の浴衣はカーキ色で、なんだかシック。

「一条くん、どこかの若旦那みたい」

　なにも考えずにそんな感想を口にしたら、一条くんも私をまじまじと見て「美鈴もすごく綺麗だよ」と褒めた。

　お世辞とわかっているのに、ボッと顔が火がついたように熱くなる。

「美鈴姉ちゃん、お姫様みたい」

　歩も褒めてくれて、私もにっこりと微笑んだ。

「歩もカッコいいよ。あとで一条くんに写真撮ってもらおう」

「うん」

　笑顔で返事をする歩の左手を私が掴んだら、一条くんも歩のもう片方の手を掴んでニヤリとした。

「とびきり男前に撮ってあげるよ」

　そんな会話をして部屋に戻ると、夕食が用意されていた。

　カニしゃぶやカニ刺し、カニ味み噌そ甲こう羅ら焼き、焼きガニ、カニ雑ぞう炊すい……と、まるで早口言葉のようにカニ料理が並んでいる。

「「わー、カニづくしだあ」」

　座卓に並べられたカニ料理を見て、テンションが上がる私と歩。

「せっかく北陸に来たんだから、海の幸を楽しまないとね」

　一条くんは私たち姉弟を楽しそうに眺めている。

　三人でいただきますをして食べ始めるが、私も歩もうまくカニをさばけなくて悪戦苦闘。

「こうやるんだよ」

　一条くんにレクチャーを受けながら食べたカニは、今まで食べたご飯の中で一番美味しかった。

　ホクホク顔で食べている私と歩を、一条くんがカメラに収める。

　私も一条くんと歩をスマホのカメラで撮った。

　とても楽しい時間。

　歩は車の移動の疲れもあってか、夕食後テレビを見ながらうとうとしだした。

　部屋の掛け時計を見ると、午後十時を回っている。

「もうこんな時間。そりゃあ眠くなるよね。歩……！」

　弟に声をかけようとしたら、一条くんが歩を抱き上げた。

「いいよ。俺がベッドに運ぶ」

　こういう時、男手があるとすごく助かる。最近、歩は大きくなってきたから、私では抱き上げて運ぶのが難しい。

　一条くんがベッドに運んで寝かせるが、歩の手は一条くんの浴衣を掴んだまま。

「すっかり懐かれちゃったね」

　私が小声で言ってふふっと笑うと、一条くんはベッドに横になり枕に片肘をつきながら弟を見つめた。

「だといいけど」

　私も歩の隣に横になり、弟の頬を撫でる。

「一条くんと暮らすようになって、歩、子供らしい表情をいっぱいするようになったの。わがままとか一切言わない子でね。私になにが欲しいっておねだりすることもなくて……。いっぱい我慢させてたんだろうな」

「なに悲しい顔してるの。美鈴がいっぱい愛情を注いだから、こんなにいい子に育ったんだ」

　一条くんが手を伸ばして私に触れてきて、ドキッとした。

「一条くん……」

「歩も絢斗兄ちゃんって呼んでるのに、美鈴はいつまで俺を名字で呼ぶつもりなのかな。そんなんじゃあ、親父に会わせた時にも一条くんって言いそう」

　少し意地悪く笑う彼に、ムキになって言い張った。

「その時はちゃんと呼ぶよ」

「突然できるわけない。今から練習しないと。ほら言ってみて」

　一条くんの命令に困惑しつつも名前を呼んでみたら、照れくさかったせいか声がつっかえる。

「あ、あ、絢斗？」

　恥ずかしくて普通に言えない。ずっと一条くんじゃダメ？

「名前呼ぶのに緊張しすぎ。やり直し」

　至極楽しそうに要求する彼に抗議した。

「ええー！　やり直しって!?」

　つい声をあげる私の口に一条くんが手を当て注意する。

「シッ！　歩が起きる」

「う……ん、美鈴……姉……」

　寝言を言う歩を息をのんで見守るが、起きる様子はなくてホッと胸を撫で下ろす。

「ほら、囁くように言って」

　名前呼びの件は終わったと思ったら、一条くんが悪戯っぽく目を光らせて催促してきた。

　これはちゃんと呼ぶまで諦めないかも。

「――絢斗」

　心を落ち着かせ、絢斗を見つめて名前を呼んだら、彼が甘い目をして微笑み、私の唇にそっと口づける。

　なんて甘いキス――。

　優しくて、気持ちよくて、なんだか頭がふわふわする。

　その蕩とろけるようなキスに恍こう惚こつとした。

　歩がいるのに……。

　そう思いつつも彼の唇が離れると寂しいと思う自分がいて……。

「もっとキスしてほしいって顔してる」

　絢斗に図星を指されてギクッとした私は慌ててベッドから起き上がり、彼の顔を見ずに「部屋の露天風呂に入ってくる」と告げて、浴室に向かう。

　ああ～、歩だって寝てたのになにをやってるの私。

　しっかりしろ。自分の立場を忘れるな。

　彼は大企業の御曹司で、私はなんの取り柄もない貧乏ＯＬ。身分違いもいいとこ。好きになってはいけない。

　そう自分に言い聞かせながら、軽く身体を洗って湯船に入る。

　ヒノキのお風呂でここからも海が望めた。

　外は寒いけれど、お風呂は温かい。静かな波の音がして心が和んだ。

「今日一日で一生分の贅沢をしたかも」

　ポツリと呟いて、綺麗な月を眺める。

　小さい頃は、おとぎ話の絵本を読んで、自分にもいつか王子様が現れてお姫様になるんだって思ってた。現実逃避することで、つらい日々を乗り切ろうとしたのだ。

　その夢さえも見なくなったのはいつからだろう。

　母が亡くなり、私がひとりで歩を育てることになったあたりからか……な。

　無事に育ってくれればもうなにも望まない。

　歩が成人したら、明るいおひとり様生活でも考えよう。花を育てるとか、読書しまくるとか、今できないことをたくさんするの。

　お洒落もいいかもね。髪の色を変えるとか、パーマをかけるとか。今は年に一回しか美容院に行かないから、いつかやってみたいなって。

　そんな些さ細さいな幸せでいい。それが私の身の丈に合った幸せ。

　誰かと恋をして結婚なんて夢は見るな。

　今は歩が笑ってくれれば……それで……い……い。

　お腹がいっぱいだったせいか、うとうとしてしまう。

　突然ブクブクという音がしたかと思ったら、口の中にお湯が入ってきた。

　お、溺れる!?

　ビックリして湯船の中でひとりバシャバシャ暴れていたら、浴場の扉が開いて絢斗が現れた。

「美鈴！」

　彼が駆け寄って、半ば湯船の中で溺れていた私を抱き起こす。

　ゲホッゲホッとむせる私の背中を彼がさすった。

「落ち着いて。もう大丈夫だよ」

　ぎゅっと彼に抱きついて息を整える。

　しばらくしてパニックが収まると、今の状況に気づいてハッとした。

　私……今、裸で彼と抱き合ってる！

「どうしてお風呂で溺れたの？」

　彼に理由を聞かれ、つっかえながら答える。

「つ、ついうとうとしちゃって」

「上がるのが遅いから様子を見に来て正解だったよ」

「ご、ごめんなさい！　あの……もう大丈夫だから。戻ってくれてい……いいよ」

　絢斗の胸に手を置いて離れようとするが、彼は私の腰に手を回して身体を密着させる。

「嫌だって言ったら？」

「い、一条くんが濡れちゃう」

　とりあえず頭に浮かんだことを口にすると、彼はクスッと笑った。

「もう濡れてる。それより美鈴、また呼び方が一条くんに戻ってるよ」

「だって……頭が混乱して……」

　この状況でどう彼と接すればいいのかわからない。

「美鈴、こっち見て」

　絢斗が私の顎をクイと持ち上げて目を合わせる。

　キラリと光るその漆黒の瞳。一度見つめてしまえば、逃れられない。

「美鈴って歩より世話が焼けるね。でも、そこがかわいい」

　絢斗が顔を近付けて、私にキスをする。

「……んん」

　くぐもった声をあげたら、彼がすかさず舌を入れてきて頭が真っ白になった。

　だが、それで終わらない。

　絢斗が私の胸に触れてきた。驚きはしたれど、怖くはなかった。

　身体が甘く蕩けそう。

　もうなにがなんだかわからなかった。

　抵抗しないでいると、絢斗はキスを深めながら私の胸を揉もみ上げる。

　身体が熱い。もっと私に触れてほしい――。

　初めて知る快感に身もだえする。

「美鈴、名前呼んで」

　彼は耳元で囁き、私の耳みみ朶たぶを甘噛みした。

「絢斗」

　吐息とともに彼の名前を呼ぶ。

　今の私には、彼しか見えなかった。










とても愛おしくて




　美鈴が部屋の露天風呂に入ると言ってから、一時間近く経過した。

「いくらなんでも長すぎないか？」

　不安に思って、ぐっすり眠っている歩の頭を軽く撫でると、浴場に向かった。

　なにやらバシャバシャと大きな水音がする。

　嫌な予感がして扉を開けたら、美鈴が手をバタバタさせて溺れていた。

「美鈴！」

　慌てて美鈴のもとに行き、身体を掴んで引っ張り上げた。

　激しくむせる彼女の背中をさすり、声をかける。

「落ち着いて。もう大丈夫だよ」

　俺にしがみつきながら呼吸を整える美鈴。

　彼女が落ち着いてきたので、どうして溺れたのか理由を尋ねた。

「つ、ついうとうとしちゃって」

　自分が溺れたことにまだ驚いているのか、彼女は言葉に詰まりながら答える。

「上がるのが遅いから様子を見に来て正解だったよ」

　俺が来なかったらどうなっていたか。

「ご、ごめんなさい！　あの……もう大丈夫だから。戻ってくれてい……いいよ」

　裸なのが恥ずかしいのか、美鈴が俺から離れようとする。だが、俺は離さなかった。

「嫌だって言ったら？」

　美鈴を試すような質問を投げて、彼女の反応を見る。

　彼女と同居してわかったことがある。

　最近、家に帰るのが楽しい。

　美鈴がいて、歩がいて……家の中が賑にぎやかになって……。

　血は繋がっていないけど、お互い顔を見ながら食事をして、テレビを見て笑う。

　これが家族というものなんじゃないだろうか。

　俺は普通の家庭を知らないが、今の生活が気に入っている。

　歩が就寝すれば、美鈴とふたりだけになり、家族から恋人のような時間に変わる。

　風邪が治ってから美鈴は毎晩のように『リビングのソファで寝る』とごねるが、それでは志乃さんに恋人ではないとバレると言い聞かせて、寝室のベッドで一緒に寝ているのだ。

　ベッドに入るたびに緊張した様子で『一緒じゃ眠れない』と文句を言うのに、二十分後には熟睡している。

　本当に俺を男として意識しているのか疑問に思うのだが、それだけ疲れているのかもしれない。

　そんな彼女を抱きしめて眠るのが俺の日課になりつつある。

　だからといって、彼女に欲情しないわけではない。

　最悪な形で再会はしたが、彼女のことはもともと尊敬していたし、今は異性として惹ひかれている。その彼女と一緒に寝ていれば、抱きたいという気持ちは日々募る。

　理性でそれを抑えてきたが、やはり美鈴に触れたくてたまらない。

　だが、彼女の気持ちも大事だ。

　美鈴が俺に少なからず好意を持っているのは、彼女の態度でわかる。だが、たまに距離を置かれる感じがして、ずっとこの手で捕まえていないと次の瞬間には消えてしまうんじゃないかと不安になるのだ。

　彼女の心のストッパーを取るには、俺に少しずつ慣れさせるしかない。

「い、一条くんが濡れちゃう」

　美鈴がつっかえながらそんな返答をするので、かわいくて笑ってしまった。

　かなりテンパっているんだろうな。俺の顔を見ようとしない。

「もうとっくに濡れてる。それより美鈴、また呼び方が一条くんに戻ってるよ」

　俺に指摘され、彼女はさらに気が動転したのか、息が乱れた。

「だって……頭が混乱して……」

　心の中でギャーッとか叫んでいそう。今は美鈴の思考が手に取るようにわかる。

「美鈴、こっち見て」

　彼女の顎を掴んでその綺麗な瞳を捉える。

「美鈴って歩より世話が焼けるね。でも、そこがかわいい」

　クスッと笑って彼女に口づける。

　だが、抵抗すれば、やめるつもりでいた。

　恋人代行を頼んだ時は多少なりとも経験があるかと思っていたが、一緒にいるうちに男にまともに触れたこともないのだと気づいた。

　俺と指が触れただけで彼女は頬を赤く染める。そんな女、俺の周りにはいなかった。

　だから、守りたいと思うと同時に、俺の手で乱れさせたくなる。

　俺を拒むだろうか？

　彼女を観察しながらもっと深くキスをする。

　美鈴に抵抗する様子はない。驚きつつも俺の口づけに応えている。

　これならもう少しスキンシップを増やしても大丈夫そうだ。

　初めて美鈴の胸に触れるが、怯える様子はない。

　怖がっていないならもっと先へ……。

　彼女の柔らかな胸を愛あい撫ぶすれば、あまりに感触がよくて我を忘れそうになる。

　だが、ここで理性を手放してはいけない。

　大事なのは、彼女が俺を怖がらず受け入れること。

　美鈴に口づけながら胸の先端を弄って撫で回すと、彼女に囁いた。

「美鈴、名前呼んで」

　目を閉じて恍惚とした表情で俺の愛撫を受け入れている彼女は、大きく息をしながら「絢斗」と俺の名前を口にする。

　その顔がなんとも色っぽい。

　美鈴を肌で直接感じたくて、濡れた浴衣を脱ぎ捨て、俺も風呂に入ると彼女の首筋から鎖骨、それから胸へと舌を這はわせた。

「あ……ん」

　月明かりの中で身体を反らして美鈴は喘あえぐ。

　そんな声を出されるともっと感じさせたくなる。

　美鈴の背中をまさぐりながらその桃のように形のいい胸を口に含んで吸い上げたら、彼女が俺の頭を掴みながら声をあげた。

「ああ……ん」

「美鈴、いい声」

　フッと笑って褒めて、彼女の背中から臀部に手を移動させて撫で回す。

　このままずっと触れていたい。

「絢斗……」

　彼女が俺に身体を密着させてきたので、キスをしながら胸を鷲わし掴づかみにして揉みしだく。

　俺の両肩を掴んで「ああっ……ん」と感じる彼女を見ていると、身体が熱くなってきた。

　もう片方の胸も撫で回していたら、扉がガラガラッと開いて……。

「美鈴姉ちゃん……絢斗兄ちゃん……どこ？」

　歩が目をこすりながら浴場に入ってきた。

　ハッと我に返り、美鈴に囁くような声で告げる。

「俺が行くから」

　風呂を出て、歩のもとに行き声をかける。

「ここにいるよ。ちょっとお風呂に入ってたんだ。さあ、ベッドに戻ろう」

　しっかりしているように見えてもまだ五歳。たまたま目が覚めたのだろうが、初めての場所で俺や美鈴がいなくて不安になったのだろう。

　浴場を出ると、脱衣所にあったバスタオルを身体に巻きつけ、歩を連れて寝室に移動する。

「美鈴ももうちょっとしたら来るから寝よう」

「うん」

　寝ぼけ眼まなこで歩は小さく頷き、ベッドに入る。

「絢斗兄ちゃん……僕と美鈴姉ちゃんのそばにずっといてね」

　歩に布団をかけてやると、その小さい手が俺の手をしっかりと掴んだ。

　俺への信頼――。

　胸が温かいもので満たされるのを感じる。

「ああ。約束する。だからおやすみ」

　気休めで言ったのではない。

　美鈴が俺を望めば、ずっと一緒にいたいと心から思っている。

　歩の頭を撫でてやると、彼は安心したようにゆっくりと目を閉じた。

　それから五分ほど経って美鈴が現れた。その顔は真っ赤で、視線も泳いでいる。

「あ、歩、もう寝た？」

　俺に尋ねる彼女の髪は、まだしっとり濡れていた。

　かなり慌てて出てきたんだろうな。見なくても想像がつく。

「ついさっきね。美鈴、動揺しすぎ。髪まだ濡れてるじゃないか。ちゃんと乾かしておいで。また風邪をひく」

　美鈴の髪を一房掴んでチュッと口づけたら、彼女の顔がますます赤くなった。

「や、やり直してきます」

　浴室へ戻る彼女の後ろ姿を見ながら小さく笑みをこぼす。

　彼女の反応が初うい々ういしくて、とても愛おしく思える。

　再び戻ってくる時はどんな表情を見せるのか、想像するだけで楽しい。

　歩のかわいい寝顔を眺めていたら、髪を乾かした美鈴が戻ってきて伏し目がちに口を開いた。

「い、一条くん、浴衣着てきて」

「また名字で呼んでる。まだまだ練習が必要だな。今後は一緒にお風呂に入ることにしようか？　また溺れられても困る」

　笑って美鈴をからかうと、彼女は恥ずかしいのかぎゅっと目を閉じて声をあげる。

「一条く……んん！」

　美鈴の口を塞いで黙らせ、彼女の耳元で囁いた。

「だから絢斗だよ。あんまり興奮するとまた歩が起きる」

　彼女を注意して寝室を出ると、冷えた身体を温めようとまた部屋の露天風呂へ。

　ついさっきまで美鈴と触れ合っていたのが嘘みたいに静かだった。

　波が寄せ返す音が聞こえる。

　心も穏やかで、自分でもリラックスしているのがわかる。

　月を眺めてゆっくり風呂に浸かると、予備の浴衣を着て寝室に戻った。

　美鈴は目を閉じているが、時たま瞼がピクピク動く。

　また狸たぬき寝入りか。

　風呂であれだけ激しく触れ合ったし、俺とどう接していいのかわからないのかもしれない。

「美鈴、おやすみ」

　彼女の額にそっと口づけると、歩の隣に横になり、三人で川の字になって眠った。




　次の朝目が覚めると、美鈴が俺に抱きついて寝ていた。

　あれ、歩は？

　起き上がって歩を探そうとしたら、襖ふすまがそっと開いて彼が顔を出す。

「絢斗兄ちゃん、美鈴姉ちゃんが起きるまでベッドを出ないでね。ベッドにひとりだと美鈴姉ちゃんが寂しいでしょう？　僕は本読んでるから。ごゆっくり」

　かわいいというか、俺にとってはありがたいお願い。

　歩はにっこり笑って襖を閉める。

　せっかくだし、その言葉に甘えて……。

　枕に片肘をつきながらじっくり美鈴の寝顔を眺める。

　白くて、透明感があって綺麗なその顔。

　美鈴を美しいと思えるのは、彼女の心が綺麗だからかもしれない。

　至福のひと時。

　ふたりを楽しませるために旅行に連れてきたはずが、俺が一番楽しんでいるような気がする。

　美鈴の髪を梳いていたら、彼女がパチッと目を開けた。

「おはよう、美鈴」

　顔を近付けて軽くキスをすると、彼女ははにかみながら挨拶を返した。

「……おはよう。あの……歩は？」

「先に起きて本読んでる」

　穏やかに告げてベッドを出ると、美鈴も慌てて起き上がったので注意した。

「美鈴、浴衣が乱れてるよ」

　フッと笑みを浮かべて注意すると、彼女が「あっ、やだ！」と声をあげた。

　浴衣をさっと手繰り寄せる彼女に、クスッと笑って言った。

「俺としてはずっとそのままでいいんだけど、歩もいるからね」

「ああ～、もうからかわないで！」

　顔を赤くして文句を言う彼女がとてもかわいかった。










今日は絶対に彼のそばにいたい




「うーん、終わった」

　週明けの月曜日。定時きっかりに仕事が終わり、手を上げて軽くストレッチをする。

　週末に温泉旅行で気晴らししたおかげで、今日は仕事がサクサク進んだ。

　そんな私を見て、咲が不思議そうな顔をする。

「今日は歩くんのお迎えいいんでしょう？」

「うん。家で見ててくれる人がいるから。でも、今日は叔父さんのお店に行きたくて。週末旅行に行ってたから、猫ちゃんたちが元気か顔だけでも見ておきたいの」

　いつも土日は猫カフェを手伝っていたから、叔父さんも疲れてないか気になるし。

「週末、北陸行ってきたんですよね？　歩くんとふたり旅ですか？」

　木村くんに温泉旅行のことを聞かれ、ギクッとする。

　咲には絢斗と一緒に行ったことは伝えてあるが、さすがに彼には話していない。木村くんは同居のことも知らないし、言ったらきっと驚くだろう。

　なんせ相手はうちの会社の副社長だ。

「ううん。ちょっと知り合いと」

　曖昧に笑ってごまかそうとするも、木村くんはキラリと目を光らせて私を見据えた。

「ふーん、なにか怪しいですね。恋愛の匂いがします」

「あ、あのね、歩がいるのに恋愛してる暇なんかないよ」

　動揺しながら否定するが、彼は身を乗り出して私を追及する。

「ムキになって否定するところが怪しいですね。もし誰もいないなら、僕、立候補してもいいですけど」

　いいですけどって……。

「そんなボランティア精神で言われても全然嬉しくないよ」

　突然話が変わったことにホッとしながらも、少し苦笑いして言い返した。

「木村くん、やめておきなさい。そのうち王子様が美鈴を迎えに来るからね」

　ふふっと含み笑いをして咲が意味深な発言をするものだから慌てた。

　明らかに絢斗のことを言ってる。木村くんに同居のことがバレたらどうするの。

「咲、変なこと言わないで。じゃあ、私はこれで帰るね」

　もう温泉旅行の話題は避けたくて、バッグを手に持つと、「お先に失礼します」と挨拶をしてオフィスを出る。

　電車に乗って猫カフェがある吉祥寺に向かう間も、考えるのは絢斗のこと。

　温泉宿では彼ととんでもないことをしてしまった。それもこれも私がお風呂で寝てしまったせいだ。

　もし歩がお風呂場に現れなかったらどうなっていたのだろう。

　最後までしただろうか？

　いや、それはない。私は我を忘れてしまったけれど、絢斗はそうじゃなかった。

　それに、私を抱く気があるならとっくに抱いているはずだ。

　だって、絢斗と同居してからずっと彼と同じベッドに寝ている。それなのに身体の関係がないのは、彼が私のような男性経験のないお子さまに欲情しないからだと思う。

　温泉宿で彼が私に触れてきたのは、きっと魔が差したからに違いない。

　キスだって、絢斗にとっては挨拶だ。彼は留学経験があるし、私が社長の前でうまく恋人役ができるように慣らしてるだけ。

　私たち姉弟を同居させてくれてるのだって同情というか、そうノブレスオブリージュってやつよ、きっと。

　今日、彼の帰りが遅いのはありがたい。心を落ち着かせる時間ができるから。

　それにしても……今朝の絢斗、なんとなく元気がなかったな。

『今日は遅くなるから寝てていい』

　いつものように私の頬に触れてそう告げた彼の目に覇は気きがなくて気になった。

　週末に長距離を運転させてしまったから疲れが溜まってるのかな？

　私が車を運転できればよかったのだけれど、免許は持っていない。

　無理をさせてしまったなら申し訳なかったな。

　帰ってきたらマッサージでもしてあげる？　でも、温泉宿でのこともあるし、彼に自分から触れるのはなんだか恥ずかしい。歩が起きていれば、ふたりでするんだけど。

　そんなことを考えていたら、あっという間に吉祥寺に着いた。

　電車を降りて叔父の店に行くと、入り口で秀さんに会った。

「あっ、秀さんじゃないですか。こんな時間にいらっしゃるなんて珍しいですね」

「おや美鈴ちゃん、ちょっと老眼鏡を忘れてしまってね。取りに来たんだ」

　秀さんは老眼鏡を私に見せながらにこやかに微笑む。

「週末はいなかったけど、どこかにお出かけしていたのかい？」

「ええ。北陸の方へ行ってきました。カニが美味しかったですよ」

「ああ。カニいいねえ。私も食べたくなったよ。お肌の艶もいいし、美味しいものたくさん食べてきたんだねえ。ところで、美鈴ちゃんは恋人はいるのかな？」

　秀さんの質問に自虐的に返した。

「いたら週末ここで働いていないですよ」

　私の返答を聞いて、秀さんの顔がぱあっと明るくなる。

「そうか。美鈴ちゃんのようないい子がうちの孫のお嫁さんになってくれたら嬉しいんだがねえ」

　思わぬ話に一瞬呆気に取られたが、笑顔で遠回しにお断りした。

「そう思ってくださるのはありがたいですけど、私、結構ずぼらなんです。それに、お孫さんに恋人がいるかもしれませんよ」

「いや、あれは女嫌いでね。だが、頑張り屋さんで弟思いの美鈴ちゃんのような優しい子なら、ひと目見て好きになると思うんだよ」

　悩ましげに言う秀さんに差し出がましいと思ったが、優しくアドバイスする。

「だったらそっとしておくのがいいと思いますよ。周りに勧められると反発しますから」

　私もことあるごとに叔父に『お前も結婚すればもっと楽な生活ができるぞ』と言われ、辟易しているのだ。楽に生活するために結婚するなんて相手にも失礼だし、そんな形で夫婦になってもうまくいくわけがない。

「だがのう、それでは一生独身だ」

　ハーッと溜め息をついて肩を落とす秀さんの肩に手を置いて元気づけた。

「無理な結婚をして離婚するよりはいいですし、前にお孫さん、私と同じ年だって言ってましたよね？　まだまだ若いですから気を揉む必要はないですよ」

「お似合いだと思うんだがね。店長から聞いたが、美鈴ちゃんはアイシージェーに勤めているそうじゃないか。私の孫もそこで働いているんだ。私は諦めんよ。じゃあ」

　秀さんの目がキラリと光る。

　そのいつもの穏やかな目とは違う鋭い眼光に、一瞬ビクッとした。

　秀さんて……普通のおじいさんとは違うオーラがあるように感じるのは気のせいだろうか？

「きっとお孫さん、素敵な女性に出会えますよ。またお待ちしていますね」

　なかなか引かない秀さんを苦笑いしながら見送って店に入ると、ドア付近にいた叔父がニヤニヤしながら私を見た。

「お前モテモテだなあ。ご隠居さんにも気に入られ、こないだの上客にも気に入られ」

　秀さんとの会話、聞いてたのか。

「からかわないでよ。ねえご隠居さんって、秀さんはどこかの偉い人かなにかだったの？」

　秀さんのことが少し気になって尋ねたら、叔父ははっきりとは言わなかったが認めた。

「まあそんなところだ。お前さあ、早く結婚して歩を安心させてやれよ。あいつ、お前に恋人いないのは自分のせいだって気にしてるぞ。歩は頭いいし、そういうの敏感に感じ取るからな」

「叔父さん、絢斗……一条くんが私の会社の副社長で同級生って、彼の依頼を受けた時から知ってたでしょう？」

　叔父には昔、絢斗に憧れて今の会社に入ったと話したことがある。

「まあ、俺のバンド仲間がその一条くんの秘書だからな」

　菊池さんと叔父さんが知り合い？　う～ん、なにか陰謀の匂いがする。

　絢斗に私がアイシージェーで働いてるのがバレたのは、多分叔父さんのせいだろう。叔父さんから菊池さんへ、それから絢斗に伝わったんだと思う。

「予定していた女の子がインフルエンザって嘘だったんじゃないの？」

　叔父をじっと見据えて問い詰めると、曖昧に返された。

「さあ、どうだったかな。俺も忙しくてなあ。よく覚えてない」

　この返答。つまり嘘だったってことね。

「私と一条くんをくっつけようとしたの？」

　キッと睨みつけて責め立てる私に、叔父はいけしゃあしゃあと告げる。

「憧れの相手と同じ会社にいるのにいつまでもアタックしないから、俺がお膳立てしてやったんだよ。感謝しろよなあ」

「叔父さん！　もうなに勝手なことしてるの！」

「美鈴、お前はずっと苦労してきたんだ。誰よりも幸せになる権利がある」

　叔父が優しい目をしてそう言うが、私はその言葉を受け入れられなかった。

「私が幸せにしたいのは歩」

「歩は一条くんの家で幸せに暮らしてるそうじゃないか。いつまで借金取りに追われる生活をさせる気だ？」

　叔父の言葉が胸にグサッときた。

　きっと菊池さんから絢斗の家での暮らし振りを聞いたのだろう。

　絢斗の家で歩は楽しそうにしている。その証拠によく笑うようになった。

　今までは姉弟ふたり、私が倒れたらどうにもできない状況にあった。でも、今は絢斗がいて精神的なゆとりができた。

　家に大人の男の人がいるだけで安心感が違う。歩も私と同じように感じているはず。

「わかってる。でも、一条くんの家で暮らしているのは一時的なことだよ。いい物件が見つかれば引っ越す」

「お前、もう充分すぎるくらい現実をわかってるだろ？　お前の給料で歩とふたりで暮らすのは無理があるぞ」

「ああ～、もうそれ以上言わないで！」

　働いても働いても暮らしは楽にならない。

　歩に習い事だってさせたいのに、私の給料だけでは生活するのがやっと。

「美鈴はお前の母親と違って頑張りすぎだし、恋愛を避けてる節がある。大丈夫、お前は母親みたいにならない。一条くんが好きなんだろ？　もっと積極的に好きになれ」

　叔父が温かい目で言って、私の頭をポンと叩く。

「叔父さん……」

　叔父だけに私のことはよく見ていると思う。

　母親みたいにならない……か。

　確かに、私は恐れている。恋愛に夢中になってしまったら、母のような生き方をしてしまうんじゃないかって……。

「お前は考えるな。一条くんに任せておけばすべて丸く収まる」

「叔父さんはお金持ちなら誰だっていいんでしょう？」

　思い切り叔父の背中を叩くと、彼は顔をしかめた。

「痛い！　心外だなあ。ちゃんと人を見て言ってるよ」

「人を見てって……一条くんに会ったの？」

　驚いて聞き返したら、叔父は私の目を見て頷いた。

「ああ。借金取りの騒ぎのあった次の日に、菊池に呼び出されてお前の会社の近くで一条くんに会ったんだよ。お前を同居させるからって。その時に恋人代行の残りの金ももらったけどな。あれは信頼できる男だ」

　一条くんが叔父さんと会ってたなんて全然知らなかった。

「一条くんは責任感ある人だもの。でも、それと結婚は別です」

　叔父にそう言い返して、猫たちの様子を確認すると、絢斗のマンションに帰った。

「美鈴姉ちゃん、お帰り。猫カフェ寄ってきたんでしょう？　みんな元気だった？」

　家に入ると、歩が玄関で志乃さんと一緒に私を出迎える。

「うん。みんな元気でご飯もよく食べてたよ。志乃さん、今日もありがとうございます」

「いいえ。歩くん、もうお食事と入浴は終わったのであとは寝るだけですよ。では、私はこれで失礼しますね」

　ニコッと微笑んで挨拶する志乃さんを見送った後、彼女が用意してくれた食事をいただいて歩を寝かしつける。

「……そしてお姫様は、王子様と幸せに暮らしました」

　絵本を読み終えると、歩は私をじっと見つめた。

「美鈴姉ちゃんは、絢斗兄ちゃんのこと好き？」

「どうしたの急に？　それにお姫様の絵本がいいなんて珍しいね」

「僕は絢斗兄ちゃん好きだよ。美鈴姉ちゃんも絢斗兄ちゃんのこと好きだよね？」

　曇りのない瞳が私の目を射抜く。

「私は……うん、そうだね。絢斗が好きだよ」

　もう自分にも嘘をつけないし、弟にも嘘をつけないと思った。

　分不相応と思って何度も自分の気持ちに気づかない振りをしてきたけど、どんなに否定しても彼が好きなのだ。だから、絢斗がキスしても抵抗せずに受け入れてしまう。

「僕にはわかる。絢斗兄ちゃんも美鈴姉ちゃんが好きだよ」

　まるで絢斗の心を読めるかのように、弟は自信満々に言う。

「そうだといいけど」

　戸惑いながら笑う私の頭を弟は撫でた。

「美鈴姉ちゃん、我慢しなくていいんだよ」

　なにを？とは聞けなかった。

　弟は時々こちらがビックリするくらい大人な発言をする。

　見た目は子供で、中身が達観したおじいちゃんのような時がたびたびあるのだ。

「ありがと、歩。たまに歩がお兄ちゃんに思える時があるよ」

　私の言葉を真似て歩が言う。

「うん。僕もたまに美鈴姉ちゃんが妹に思える時があるよ」

　お互いふふっと笑い合うと、弟に告げた。

「おやすみ、歩」

「うん。おやすみ、美鈴姉ちゃん」

　絢斗がプレゼントしたくまのぬいぐるみを抱いて目を閉じる弟の額にチュッとキスをして、寝室を出る。

　歩が絢斗の話をしたということは、私にちゃんと自分の気持ちに向き合えと言いたいのかもしれない。〝恋をしろ〟って……。

　今までずっと絢斗への思いを封印していたように思う。恋愛なんて私にはしている暇などなかったから。

　夢を見る前に、厳しい現実が迫ってくる。

　子供の頃は食パンだけ食べて生活していた時だってあった。明日食べるものがあるだろうかって、常にそんな不安を抱えて生きてきた。

　今だって貧乏だけど、食べ物に困るほどではない。

　それに、神様が私にチャンスをくれたのか、絢斗のそばにいる。

　自分の気持ちに素直になろう。

　そんなことを思いながら入浴を済ませると、バスローブ姿でキッチンに行き、水を飲む。

　喉が潤うとリビングに移動し、ソファに腰かけて夜のニュースを見た。

　時刻は十二時五分を回ったところ。ベッドで寝ようとも思ったけれど、落ち着かなくて絢斗が帰宅するのを待つことにしたのだ。

　まずは、逃げずに彼の目を見て話すことから始めよう。

　まだ告白する勇気はないけど、少しずつでも彼と向き合いたい。

　そろそろ寝間着に着替えようと思ったら、ガチャッと玄関のドアが開く音がした。

　絢斗が帰ってきた！

　まだ顔も見ていないのになんだか緊張する。

　あっ、でもまだ着替えていない。

　バスローブ姿だと胸の谷間が見えそうで落ち着かないけど、今さら寝室に着替えに行っても廊下で彼と鉢合わせする。

　ああ、もういいや。この格好で。

　ソファから立ち上がって玄関へ向かうと、靴を脱いでいる絢斗と目が合った。

　目は虚うつろで、頬が少し赤い。

「お帰りなさい。お酒を飲んできたの？」

「ああ。今日は杉本の命日だったんだ」

　杉本というのは、絢斗の高校時代の親友。いつも一緒にいてとても仲がよかったのだが、杉本くんは十八歳の時に白血病で亡くなった。

　今日は……十二月二十日。

　そういえば、今の時期にお葬式に行った記憶がある。

　杉本くんの葬儀で絢斗は気丈に振る舞い、友人を代表して弔辞を読んだ。

　九年経っても友人の死はつらいだろう。

　だから、今朝元気がなかったのか。

「絢斗……」

　なんて言葉をかけていいのかわからなかった。

「俺の帰りを待ってたの？」

　私の頬に手を当てて尋ねる彼の目を見て頷いた。

「うん」

　いつもだったら否定していたかもしれない。でも、もう嘘をつきたくなかった。

「シャワー浴びて酔いを覚ましてくる。眠かったら寝てていいよ」

　そう言って寝室へ行く彼の後ろ姿を見つめる。

　その後ろ姿がとても悲しそうで見ていて胸が痛かった。

　リビングに戻り、つけっ放しになっていたテレビを消して、ソファに座って高校時代の絢斗と杉本くんのことを考える。

　絢斗は物静かでクールだったけれど、杉本くんはいつも明るくて笑顔が絶えない人だった。絢斗と同じように勉強もスポーツもできておまけに顔もよかった杉本くんは、少し女たらしのところはあったがクラスの人気者で、絢斗の一番の親友だったと言っていいだろう。

　週末旅行した時、絢斗は杉本くんのことは一切口にしなかった。

　今までにないくらい明るく見えた。

　でも、やっぱり親友の命日がくれば、悲しい気持ちにもなるに違いない。

　私も母が大好きだったわけではないけれど、母が亡くなった時はかなりショックを受けた。

　絢斗は私がピンチの時に助けてくれた。私は彼になにができる？

　そんなことを考えていたら、シャワーを浴びた絢斗がバスローブ姿でリビングに現れた。

　疲れたというより、どこか生気がない顔をした彼に優しく声をかける。

「なにか飲む？」

「お酒って言ったら怒る？」

　酔いを覚ますためにシャワーを浴びたはずだけど……お酒をもっと飲みたくなるくらいつらいのかな？

「怒らないよ。私も付き合う」

　私の言葉を聞いて、彼は微かすかに笑った。

「お酒弱いのに？」

「今日は飲みたい気分なんです」

　ひとりで飲むなんて寂しいじゃない。

　彼を見据えて強く主張する。

「わかった」

　静かに頷いて、絢斗はサイドボードからブランデーとグラスをふたつ取り出し、ソファの前にあるテーブルに置く。

　私がソファに座ると、彼はブランデーをグラスに注いだ。

「はい。美鈴は舐なめる程度にしておいた方がいい」

　絢斗が差し出したグラスを受け取り、一口飲んでみる。

　苦いと感じたらすぐにカーッと喉が熱くなって、思わず顔をしかめた。

　そんな私を見て、彼がクスッと笑った。

「無理しなくていいよ。強いお酒だから、美鈴は少し飲んだだけで酔うかもね」

「苦いけど、香りはいいね」

「そうだね」

　絢斗は自分のグラスにブランデーを注ぐと、あおるように飲み干した。

　あ～、そんな飲み方して。注意したいところだが、今は我慢だ。

　いつも彼は自分を律している。今日くらい飲みすぎたっていいじゃないか。

　絢斗をじっと見ていたら、彼が空になったグラスを見つめながら衝撃的な話をした。

「杉本は病気で亡くなったんじゃない。俺の目の前で自殺したんだ」

「う……そ。だって、白血病で亡くなったって……」

　あまりに驚いてしまって、それ以上言葉にならなかった。

「白血病だったのは本当。杉本は闘病に耐えられず、自分の病室から飛び降りた」

「そんな……」

　絢斗の話がショックで、両手で口を押さえて絶句した。

「あいつのいる病院に通うのが日課になっていて、九年前の今日も見舞いに行ったんだ。あいつは窓枠に腰を下ろしていて、俺の顔を見て『一条ごめん。もう俺疲れた』と笑顔で言って……そして飛び降りた」

　そんなつらい死に方ってある？

「毎年あいつの命日が来るたびに思う。俺が早く動いていれば助けられたんじゃないかって」

　強く唇を噛みしめる彼をたまらず抱きしめたが、その身体があまりにも冷たくて驚いた。

「誰がその場にいても無理だったよ、きっと。杉本くんが自分で決めたんだもん」

「何度もそう思おうとしたけど、自分を責めずにはいられない。アメリカに留学したのだって日本にいるのがつらかったからだ」

　後悔の念を口にする彼を見ていると胸が痛かった。

「自分を責めないで、絢斗」

「最後に見たあいつの顔が忘れられない」

　ずっと彼は苦しんでいたんだ。それなのにひとりで抱えて……。

「つ、つらかったね」

　絢斗の気持ちを考えたら、とても悲しくて涙が出てきた。

「どうして美鈴が泣くの？」

　優しい声で尋ねる彼にしゃくりあげながら答える。

「だって……絢斗が……泣かないから」

「美鈴……」

　彼が私の右と左の瞼にそっとキスをする。だが、それでも涙は止まらない。

「美鈴って泣き虫だね」

　少し困ったような顔で小さく笑う彼。

「な、泣き虫なんかじゃない。これは絢斗の涙です」

　強がってそんなことを言う私の頬を、彼は両手で挟んでゆっくりと口づける。

　まるで私に、泣くなって言ってるみたい。

　その優しいキスに胸が詰まった。

　どうしたら彼の悲しみが減るのだろう。

　私には彼の代わりに泣いてあげることしかできない。

　触れ合うようにキスをしていた彼が、なにかスイッチが入ったかのように私の頭を掴んでキスを深めていく。

「ん……んん」

　私も絢斗の胸に手を当てて彼に応えた。

　激しいと思いつつも、彼を求めずにはいられない。

　だが、彼が突然口づけをやめて、私の両腕を掴んで身体を離した。

「これ以上続けると自分を止められなくなる」

「……止めなくていい」

　絢斗の目を見つめてそう言ったら、彼が目を大きく見開いた。

「意味、わかってる？」

　今、無性に彼が欲しかった。

　自分の気持ちに向き合うと決めたのだ。後悔はしない。

「わかってる。だから……最後まで……！」

　最後までしてと言い終わる前に彼が私を抱き上げて、寝室のベッドに運んだ。

「ちゃんと抱きたいから」

　そう告げて再び彼が私の唇を奪い、バスローブの中に手を入れて胸を揉み上げる。

「……んん」

　吐息を漏らすと、絢斗は私の耳朶を甘噛みして首筋に唇を這わせる。

　彼が触れたところが熱い。

　絢斗の唇が首筋から鎖骨へと移動し、身体がゾクゾクッとした。

「あ……ん」

　喘ぐ私のバスローブを脱がすと、彼は私の胸を口に含んで吸い上げながら背中を撫で回した。

　ビリビリッと電流が身体を駆け巡るかのような快感。

　あまりに気持ちよくておかしくなりそう。

「絢斗……」

「もっと名前呼んで」

　彼は私の頬に愛おしげに触れてチュッとキスをすると、胸を舌で舐め上げ、私の太ももを手で撫で回す。

「絢……斗」

　彼の名前を呼ぶがもう声にならない。甘い疼きに、たまらず身体を反らす。

　絢斗が与える快感で全身が麻ま痺ひしていた。

　彼の頭が胸から腹部に移動してきて、私のおへそを舐め上げると同時に手で秘部に触れてきた。

　初めて男性に触れられ、反射的に身体がビクッとする。

「美鈴、大丈夫？」

　私の反応を見て、彼が確認してくる。

「だ、大丈夫」

　口早に答えると、絢斗の頭に触れた。

　初めての不安がないといえば嘘になるが、ここでやめてほしくない。

　誰もが経験すること。しかも相手は絢斗だ。

　大丈夫。怖くなんかない。

　自分にそう言い聞かせていたら、彼が私を安心させるように微笑み、ゆっくりと太腿を撫でた。

「美鈴、身体の力を抜いて、リラックスして」

「うん」

　私の返事を聞いて、彼は秘部への愛撫を続ける。

　最初は慎重に触れていた彼の指の動きがだんだん激しくなって、私の身体の芯を甘くかき乱す。

「あ……ああっ！」

　次第に身体の緊張が解ほぐれてきて、快感に身を委ねながら喘いだ。

「もっと美鈴の声が聞きたい」

　絢斗が笑ってそんなことを言うが、身もだえして言葉を返す余裕なんてなかった。

「ああんっ！」

　下腹部が熱くてなんだかじんじんする。

　これだけじゃ足りない。全身で彼を感じたい。

　絢斗が欲しくてその背中をぎゅっとすると、彼が「待って」と言って避妊具をつけて少しずつ私の中に入ってきた。

　痛みで思わず息を止める私を見つめ、彼は気遣わしげに問いかける。

「やめる？」

「やめない。私は大丈夫だから続けて」

　今日は絶対にそばにいたかった。

　私の全部を彼にあげたい。

　絢斗とひとつになることで彼の苦しみを自分にも分けてほしかったのかもしれない。

「わかった」と彼は返事をすると、私と手をつなぎ、深く入ってきた。

　不思議。手をつないだだけなのに安心する。

　彼が完全に身体を重ねてきた時、もう痛みは感じなかった。

　彼が腰を打ちつけてきて、私が喘いで……もうなにがなんだかわからない。

　頭を真っ白にして互いを求め合う。

　しばらくして、身体中の血が沸騰するような快感が押し寄せ、最高潮に達した。

　激しく息を乱す私たち。

　絢斗は私にゆっくりと口づけると、少し掠かすれた声で囁いた。

「美鈴、ありがとう」

　その言葉を聞いて、私の気持ちが伝わったんだと思った。

　心も身体もなにか温かいもので満たされていく。

　肌を重ねて少しは彼に近付けたのかもしれない。

　あなたが私を必要とする間だけでもいいから一緒にいたい。

　力が尽きてベッドに寝そべる私を彼が包み込むように抱きしめてきて、その温もりに安心して意識を手放した。










天国にいる友人が俺に遺したもの




『一条、ごめんな。お前に変な十字架背負わせて』

　死んだはずの杉本が、俺の肩にポンと手を置く。

『杉本……』

　なぜ彼がいるのだろう。

　目の前に杉本がいることに驚いて言葉が出なかった。

　そんな俺に彼はとびきりの笑顔で告げた。

『もう俺が死んだことで苦しむな。死んだ俺より、今生きている人間を大事にしろよ。これ、俺が伝えたかった遺言だ』

　まばゆい光に包まれ、杉本は消えていく。

「待て……！」

　彼を呼び止めようとして、パッと目が開いた。

　夢……か。

　腕の中には美鈴がいて、すやすや眠っている。

　昨夜、彼女と愛し合って、ずっと後悔の念に苛まれていた俺の心が軽くなったような気がした。美鈴が俺の心に寄り添ってくれたからかもしれない。

　今生きている人間を大事に……か。

　杉本が夢の中で言ったその言葉が、俺の心に浸透していく。

　美鈴の頭を優しく撫でながら、彼女をじっと見つめた。

　彼女は初めてだった。

　大切なものを俺にくれたんだよな。

　昨夜、美鈴を抱いてはっきり自覚した。

　俺は彼女が好きなんだと――。

　美鈴も俺が好きだからこそ、身体を許してくれたのだろう。

　美鈴が愛おしくて、そのリンゴのように赤く色づいた唇にそっとキスを落とすと、彼女が目を覚ました。

　目が合って「おはよう」と笑ったら、彼女が少し安心したような顔をして挨拶を返す。

「おはよう」

「身体、つらくない？」

　初めてだったし、痛かったはず。

　美鈴の身体が心配で尋ねたら、彼女はハッとした表情をして俺から目を逸らし、ボソッと答える。

「大丈夫」

　顔がほんのり赤い。

　おそらく昨夜のことを思い出して恥ずかしがっているのだろうが、距離を置かれているようであまりおもしろくない。

「美鈴、なんで俺を見て言わないの？」

　美鈴の顔を覗き込むと、彼女は両手で自分の顔を隠す。

「だって……恥ずかしい」

「昨日はあんなに大胆だったのに？」

　クスッと笑って美鈴をからかったら、彼女は激しく動揺して声をあげた。

「ああ～、言わないで。昨日のことは忘れて～！」

「忘れない。美鈴が俺を救ってくれたのに忘れるわけがないだろ？」

　美鈴の両手を顔から剥がして、彼女の目を見つめた。

「絢斗……」

　大きく目を見開き、彼女も俺を見つめる。

「俺も生半可な気持ちで美鈴を抱いたわけじゃないから」

　そう言葉を切って、彼女の顔を両手で挟んで言葉を紡いだ。

「美鈴が好きだよ」

　告白なんて初めてだった。

　人を好きになるのも初めてだけど。

「本当に？」

　少し不安そうな顔をする彼女を安心させるように言った。

「信じられないなら毎日言おうか？」

「絢斗ならどんな女性だって選べるのに」

　選べる……か。それは俺に地位や金があるからそう思うのだろう。

　だが、美鈴の方が人間としてすごいじゃないか。

　貧しい家庭に生まれ、父親を知らず育ってきたのに、俺が今まで出会った誰よりもまっすぐに生きて、ひとりで小さな弟を育てている。

「もっと自信を持ったら？　美鈴はとっても魅力的だよ。心も綺麗だしね」

「絢斗、褒めすぎ」

　上目遣いに俺を見る彼女に微笑んだ。

「事実だよ。それで、俺の告白に対する返事を聞きたいな」

「私も……絢斗が好き」

　美鈴がはにかみながら俺に思いを伝える。

　そんな彼女がかわいくて、優しくキスをした。

「よくできました。もうこれで本当の恋人同士だよ」

　ぎゅっと美鈴を抱きしめると、彼女も俺を抱きしめ返す。

　幸せに満ちた朝。

　亡くなった親友に心の中でそっと告げた。

　美鈴をずっと俺が守っていくよ――。




「お前、昨日はあんな悲壮感漂った顔してたのに、今日は晴れやかだな。なんかいいことあっただろ、芹沢さんと。エレベーターの中でも彼女の様子ちょっと変だったし」

　その日の朝出社し、いつものように副社長室でメールのチェックをしていると、拓真がノックをして入ってきて俺の顔を見るなり言った。

　彼女というのは美鈴のこと。鋭すぎる秘書というのも考えものだ。

　美鈴と愛し合ったなんて言えるわけがない。

「別に」

　澄まし顔で返すが、拓真はしつこくつっこんでくる。

「いやいや、絶対になにかあった。部屋に入った時、鼻歌歌ってたぞ」

　拓真はムキになって俺を指差す。

「人を指差すな、それに鼻歌なんか歌っていない」

　顔をしかめ、俺を指差している拓真の手を払いのけた。

「鼻歌は嘘だが、絶対にいいことあったよな？」

「しつこい。お前は小学生か。今日の予定、変更はないのか？」

「へいへい。もう追及はしないでやるけど、そろそろ社長に彼女のこと紹介しろよ。でないと、また勝手に見合いを設定されるぞ」

　珍しく拓真が真剣な顔で忠告するので、素直に頷いた。

「わかってる。で、今日の予定は？」

　美鈴も体調が悪かったし、歩のこともあったから親父にはまだ会わせていなかった。

　恋人の振りをする必要はなくなったが、もう少し落ち着くまで待った方がいいかもしれない。

「変更ない。だが、そういえば、お前が出社してくる前に電話がかかってきた」

　思い出したように口にする彼に聞き返した。

「誰から？」

「峯みね岸ぎし百ゆ合りだよ」

　こいつがニヤニヤ顔で告げたのは、亡くなった親友の恋人の名前だった。

「峯岸……」

　昨日、お昼に会社を抜けて杉本の墓参りに行ったら、峯岸百合に会った。

　杉本の命日に墓参りに行くと、必ず彼女に会う。その後、故人を偲しのびながら一緒に酒を飲むのだが、昨日も同じだった。

「恋人の遺品の中からお前宛ての手紙が出てきたから渡したいってさ」

　昨日墓参りの前に杉本の家にお線香をあげに行って形見分けをしてもらったらしいから、その中に俺宛てのものがあったのだろう。

「そういう大事なことは最初に言うように。今日の昼の予定空いてたな。店を予約して彼女に連絡しておいてくれ」

　拓真に命じると意外そうな顔をされた。

「自分で連絡しないのか？」

「親友の恋人だったけど、俺は親しいわけじゃないからな」

　杉本の命日に一緒に酒を飲むぐらいで、普段から付き合いがあるわけではない。

　だから、俺の名刺は渡してはあるが、プライベートの番号は教えていないし、彼女の連絡先も知らない。ただ親友の命日に会えば話すだけの関係。

　杉本の彼女だっただけにあまり親しくなりすぎないようにしている部分もある。

　まあ、俺自身もともと女友達を作るタイプではないが。

「もったいねえ。いい声してたのにな。会社にまでかけてくるなんてお前に気があるんじゃないのか？」

　少し俺を弄りだした拓真の発言を一笑に付す。

「まさか」

　その後、来客対応やオンライン会議をこなし、お昼になると、会社の近くにあるイタリアンの店へ――。

　店員に奥の個室に案内されると、もうすでに峯岸は席に座っていた。

　茶髪セミロングのふわりとした髪に、切れ長二重の目が印象的な面長の顔には完璧な化粧が施されている。ラベンダーカラーのネイルをして、グレイベージュのパンツスーツを着たその姿は、やり手のキャリアウーマンといった感じだ。実際、広告代理店でバリバリ仕事をしているらしい。

　四名用の個室は四畳半ほどの広さで、アンティークの家具でそろえたシックな雰囲気だった。

　峯岸が俺を見て相好を崩した。

「一条くん、忙しいのにごめんなさいね」

「いや、気にしなくていい」

　着席すると、店員にメニューを渡された。

　先にメニューをもらっていた彼女に「なにか決まった？」と尋ねる。

「本日のランチにするわ。無難でしょう？」

　峯岸の言葉に小さく相槌を打つ。

「そうだな。では、俺も同じものにする。飲み物は？」

「この後、仕事の打ち合わせがあるから、炭酸水で」

「わかった」

　峯岸の目を見て頷き、店員に注文を伝えると、彼女に目を向けた。

「俺への手紙があるって秘書から聞いたが」

「ふふっ、一条くんってホント無駄話しないわよね。すぐに本題に入るんだもの」

「そういう性分なんだ。気を悪くしたならすまない」

「そういうところ好きよ。涼りょう太たなら本題がなんだかわからないくらい無駄話しちゃうけど」

　クスッと笑う彼女の目には、うっすら涙が浮かんでいた。

　杉本の死から九年経っても、彼女は恋人を作らないでいるらしい。

　何度か『前へ進んだらいいんじゃないか？　杉本もそれを望んでいると思う』と言ったことがあるが、彼女は聞く耳を持たなかった。

「これがあなたへの手紙。涼太の日記に挟まっていたの」

　峯岸がバッグから出して俺に手渡したのは、コバルトブルーの封筒。

「ありがとう」

　礼を言って封筒を見ると、少し丸っこい字で【一条へ】と書かれていた。

　杉本の字……。懐かしい。

　今は読まずにスーツのポケットにしまう。

「昨日、亮太のご両親からいただいた彼の日記を全部読んだの。闘病がつらいって毎日のように書いてあったわ。私と一条くんともっと過ごしたかったって」

「そうか」

　病院に見舞いに行くと、杉本は俺の前ではいつも笑っていた。俺に弱いところを見せたくなかったのかもしれない。

「今日、杉本が夢に出てきたんだ。『もう俺が死んだことで苦しむな。死んだ俺より、今生きている人間を大事にしろよ』ってね。だから、峯岸もいつまでも思い詰めるな」

　俺がそう言って慰めたら、彼女は涙を拭いながら悲しげに笑った。

「そうできたらいいんだけど。彼がいないと寂しくて……」

「気持ちはわかるよ。でも、そんな峯岸を見たら、杉本が悲しむぞ」

　俺が優しく注意すると、彼女は不意に窓の外に目を向けてフッと微笑する。

「そうね。涼太にはずっと笑っていてほしいわ」

　彼女の様子にどこか引っかかりを感じたが、あまり興味もなく深く考えることはなかった。

　食事が運ばれてきて、互いの近況について話しながら料理を口にする。

　彼女はあまり食欲がないのか、少し残した。

「食事も喉を通らないのか？」

　気になって尋ねると、彼女は笑顔を作って言った。

「涼太の命日の前後だけ。普段はちゃんと食べてるから心配しないで」

　その笑顔を見て、やはりなにか違和感を覚える。

　無理をして笑っているのではなく、故意にそう見せているよう……な。

　考えすぎか？

　今まで女性にしつこくアプローチされたこともあって、美鈴以外の女性と接する時は警戒してしまう。

　親友の恋人までそんな風に見えるなんて、かなり疲れているのかもしれない。

　食事を終え、テーブルで会計をして席を立つと、峯岸が椅子に躓つまずいたのでとっさに彼女の両腕を掴んで支えた。

「危ない！　大丈夫か？」

「ちょっとヒールが高くてフラフラしちゃった。ごめんなさい、しばらくこのままでいて」

　峯岸が突然俺に抱きついてきてゾクッとした。

　この感じ……今まで俺を誘惑しようとした女たちと同じ。

　気のせいかと思ったが、彼女は体勢を立て直そうともせず、数秒経っても俺に抱きついたままだった。

「どうした？　目眩めまいでも？」

　峯岸に確認すると、彼女は自嘲するように笑って俺からゆっくりと離れる。

「ごめんなさい。ちょっと涼太を思い出しちゃって」

　その声は痛々しそうに聞こえるが、俺の腕を掴んたまま縋るような目を向けてくる彼女を見ていると、気分が悪くなってきた。

　これは……俺を誘惑しているのか？

　杉本がいない寂しさからなのか、それとも俺を狙って恋人に死なれた可哀想な女をずっと演じていたのか、それはわからない。

　だが、これまでの経験からわかる。彼女は俺と関係を持ちたがっているのではないか？

　次の彼女の言葉で疑惑が確信に変わる。

「ねえ、私を慰めてくれない？　彼を失ってつらいの」

「なにを言っている？」

　正気ではないと暗に伝えたのに、彼女は構わず撫でるように俺の胸に触れてくる。

「もう九年も経ってるのよ。お互い前に進むために涼太のことなんて忘れましょう」

「忘れるなんてできない。あいつは俺の親友だ」

　俺の胸を撫で回す峯岸の手を掴んで鋭く睨みつけると、彼女は今度は自分の身体を密着させてきた。

「死んだ人のことなんかもういいじゃない。楽しみましょうよ」

　やっぱり俺の前ではずっと演技をしていたんだな。

　親友の恋人だっただけに、彼女の言葉がショックだった。

　だが、よくよく見ると、とても弱っているとは思えないほど、化粧も装いも完璧。その矛盾に早く気づくべきだった。

　俺はずっと彼女に騙されていたのかもしれない。

　峯岸を物のように雑に引き剝がし、侮蔑を込めて告げた。

「最低な女だ」

　彼女は少し残念そうに顔を歪めながらも、口角を上げて言った。

「ホント真面目よね、一条くんは」

　これが彼女の本性か。

　杉本はとんでもない女に捕まったものだ。

　もう顔も見たくなくて、店を出るとなにも声をかけずに彼女と別れ、そのままオフィスに戻った。




　会社に戻り、副社長室で決済書に目を通していたら、拓真が「ランチどうだった？」と好奇に満ちた目で俺に尋ねる。

「最悪だった」

　彼の目を見て眉間にシワを寄せながら答えると、再び書類に視線を戻した。

「相手は美人じゃないのか？」

　拓真が峯岸のことをしつこく聞いてくるので、素っ気なく返す。

「世間の基準でいうと美人なんだろうが、俺には美鈴がいるから関係ない」

「ブレないねえ。だが、お前のその考えは正しい。ちょっと気になって峯岸って女のことを調べてみたら、学生の頃から男付き合いが派手だという噂だ。結構したたかな女で、会社の上司や取引先の相手を手玉に取って今のポストに就いたらしいぞ」

　拓真の話を聞いて納得すると同時に、恨みがましい視線を彼に向けた。

「へえ。そういう情報はもっと早く欲しかったな」

　ランチ前に知っていたら、彼女には会わなかった。

　俺が峯岸に誘惑されたとすぐに察した拓真は、おもしろそうに目を光らせる。

「ふーん、誘惑されたのか。モテる男は大変だよな。芹沢さんみたいに美人で心が綺麗な女性にお前がはまる気持ちはよくわかる」

「お前、絶対に美鈴に手を出すなよ。指一本でも触れたら、社会的に抹殺する」

　ギロッと睨みつけて警告すると、彼はわざと震え上がってみせた。

「おお、怖っ！　そんなに大事なら早く結婚して、彼女の指に結婚指輪でも嵌はめておけ。芹沢さんは社内でも人気あるからな。お前もうかうかしてられないぞ」

　彼の忠告を聞いて冷静ではいられず、ムスッとして言い返す。

「お前に言われなくてもわかってるよ」

　拓真が副社長室を出ていくと、ポケットからコバルトブルーの封筒を出してしばし見つめる。

　杉本は、峯岸がそんな女だと知っていたのだろうか？　最初から彼女が杉本を裏切っていたとしたら、とんでもない女だと思う。

　いや、ひょっとしたら……俺に峯岸を近付けないように、あいつは自分の彼女にしたんじゃあ？

　もう杉本は死んでしまったから、あいつの気持ちはわからない。しかし、杉本なら俺のためにやりそうだ。

　そんなことを考えながら封筒の封を開ける。中に入っていたのは便びん箋せん一枚と写真が二枚。

　便箋には、【お前、自覚してないだろうけど、芹沢さんのこと好きだと思うぞ。写真見てちゃんと自覚しろ。そんでもって、ちゃんと告れ】と書かれていた。

　写真は杉本が撮影したもののようで、一枚は高校の図書室で眠っている美鈴に、俺が学ランをかけてやった時のショット。

　もう一枚は、文化祭で執事に扮装する美鈴のネクタイを俺が直した時のものだった。

「撮られていたなんて気づかなかったな」

　どちらの写真も俺は笑っていた。

　基本的に写真を撮られる時はいつも無表情なのに、そんな自分でも知らない表情を見事に収めた杉本。

　俺が写真を趣味にしているのは彼の影響だ。杉本とは幼稚舎からずっと一緒だったから、俺のことはなんでもお見通しだったのだと思う。

　やっぱり杉本は、峯岸から俺を守っていたのかもしれない。

「杉本、ちゃんと告白したよ」

　二枚の写真を見ながら天国にいる友人に報告した。










彼と恋人になって……




「芹沢さん、おはようございます」

　絢斗に『美鈴が好きだよ』と告白された日、会社に出勤したら、エレベーターホールの前で木村くんに会った。

「おはよう」

　私が挨拶を返すと、絢斗と菊池さんもやってきて、絢斗と目が合った。

　優しく微笑む彼がすごく眩まぶしい。そんな絢斗を見て、カーッと顔が熱くなる。

　ああ、私、本当に絢斗と愛し合ったんだ。

　改めて彼の顔を見て実感する。

「お、おはようございます」

　できるだけ平静を装って絢斗と菊池さんに挨拶するが、言葉がつっかえた。

　あ～、私ってどうしてスマートに振る舞えないんだろう。

　基本的に他の社員に見られたら面倒だから、絢斗と一緒には出勤しない。それは彼も理解を示してくれている。

　さすがに今日は私の体調を心配して、社用車に乗るよう言われたが全力で拒否。彼が妥協案を出して、私はタクシーで来た。

　私の方が先に出たからちょっとだけ早く着いてしまったのだけど、エレベーターは一緒に乗ることになりそうだ。

　木村くんや菊池さんに、昨日絢斗となにかあったんじゃないかってバレないだろうか。顔にいろいろ出てしまいそう。というか、すでに顔が熱い。

　ポーカーフェイスなんて無理だよ。どうしよう～。

　ひとりこの状況にドギマギしていたら、木村くんに背中をポンと押された。

「芹沢さん、エレベーター来ましたよ」

「あっ、うん」

　慌ててエレベーターに乗ると、ヒールのかかとがエレベーターの隙間に挟まって、倒れそうになったところを絢斗に助けられた。

「君、大丈夫？」

　彼が私を抱きかかえてクスッと笑うが、私は全然笑えなかった。

　恥ずかしくて顔から火が出そう。なにやってるのよ、私！

　心の中で自分を叱しっ咤たしながら絢斗から離れる。

「す、すみません」

「危ないから気をつけて」

　絢斗に優しく注意され、しゅんとしながらもう一度謝った。

「はい、すみません」

　エレベーターの中では生きた心地がしなかったし、乗ってる時間もいつもの十倍長く感じた。

　副社長室と原油外航部は同じフロアなので絢斗と一緒にエレベーターを降りるが、その時、背後にいた彼が私に顔を近付けてそっと囁いた。

「動揺しすぎ」

　その声を聞いて固まる私の肩を、木村くんがポンと叩く。

「芹沢さん、どうかしました？」

「ううん、なんでもない」

　ハハッと苦笑いして彼と原油外航部に向かうが、もう心臓の音がバクバクして頭がおかしくなりそうだった。

　社内恋愛ってホント身が持たないわ。神経がすり切れそう。

　とりあえず、木村くんにはバレていないようだ。

　そのことにホッとしていたら、彼がフッと笑って……。

「副社長ってつくづくいい男ですよね。芹沢さんとお似合いだと思いますよ」

　木村くんの発言にギョッとせずにはいられない。

「え？　え？」

　どうして私と絢斗のことがバレてるの？

　なんとかごまかそうと思うが、うまい言い訳が見つからずおろおろするばかり。

　そんな私を見て、彼が悪戯っぽく目を光らせる。

「副社長、芹沢さんのことすごく優しい目で見てましたよ。転びそうになった時もいち早く動いたし、いちゃつかなくてもわかりますって。それに、俺も牽けん制せいされたというか……。芹沢さんの背中を叩いた時、副社長から殺気を感じました」

　もうなにを言っても無駄だと思って、木村くんの言葉を否定せずあっさり認めた。

「あっ……そうなのね」

「応援しますよ。芹沢さんには幸せになってほしいし。で、社長夫人になったら、俺を重用してくださいね」

　社長夫人って……。

「き、木村くん！　なにを言ってるの！」

　小声で注意すると、彼がハハッと笑った。

「僕も鼻が高いです。手塩にかけて育てた芹沢さんが未来の社長夫人なんですから」

「木村くんに育てられていないし、あ～、もうからかわないで！」

　木村くんの背中をバシバシ叩いていたら、咲がやってきた。

「おはよう。ふたりで朝からなにを騒いでるの？」

「エレベーターの中での副社長と芹沢さんの親密なやり取りがおもしろくて」

　声を潜めて咲に報告する木村くんを、ギロッと睨みつける。

「木村くん、それ以上言うともう美味しいおやつあげないよ」

「ホント、僕って歩くんと同列扱いですよね」

　少し拗ねた顔をする木村くんの頭を、咲がよしよしと撫でた。

「ラブラブな副社長と美鈴を目の当たりにして、木村くんは見事に撃沈したわけね。元気出しなさい」

　ふたりに弄られ、顔が火ほ照てった。

「ふたりして変な小芝居しないでよ」

　そんなことを言い合いながらオフィスに入って自席に着き、パソコンを起ち上げてメールの処理をしていたら、隣の席の咲からチャットが来て驚く。

　なんでわざわざチャット？と思いつつ、メッセージを見て凍りついた。

【美鈴、首筋にキスマークついてるらしいわよ。お昼にじっくり話を聞かせなさい】

　らしいって……なに？

　ひょっとして、木村くんがキスマークに気づいて咲に知らせた？

　恐る恐る前の席にいる木村くんを見やるが、彼はパソコン画面を見つめてキーボードを叩いている。

　だが、それが逆に怪しい。

【それって木村くんから？】

　咲にチャットを打って確認すると、彼女は認めた。

【そう。エレベーターの中で気づいたみたい】

　彼女の返事が来ると同時に横でクスッと楽しげな笑い声が聞こえた。

　いたたまれなくなって席を立ち、トイレに行って鏡で確認すると、右の首筋に赤い痣あざのようなものがあった。

「これ……か」

　痣を見て、昨夜絢斗に愛された記憶が蘇よみがえる。

　もう恥ずかしい～。でも、絢斗を責められないな。

　昨夜の私たちは、我を忘れて愛し合ったもの。

　朝は絢斗に告白されたこともあってかなり夢見心地だったから気づかなかった。

　でも、髪で隠せばなんとかなりそう。

　あのわずかな時間でこのキスマークに気づく木村くんって……女性との付き合いに相当慣れているのかもしれない。木村くんモテるものね。

　ハーッと息を吐いて心を落ち着け、再びオフィスに戻って仕事をする。

　打ち合わせもあって午前中は慌ただしく過ぎたが、お昼になると、咲に「さあ、いろいろ聞かせてもらいましょうか」と問答無用で、近くにある高級イタリアンの店に連行された。

「ねえ、こんな高級なところ、困るんだけど」

　普段あまり利用しない店に困惑する私。そんな私を安心させるように、彼女はどこか余裕顔で微笑む。

「いいから。私が奢おごるわ。ここのオーナーとは知り合いだし、心配しないで」

　さすがお嬢さま。付き合いが広い。

　店内は白で統一されていて、席の間隔が広く、窓も大きくて開放感がある。

　私たちは窓際の席に案内されたが、ここはランチでも一万円近くするので、周りにいるお客さんはマダムや会社の役員など年齢層が高め。普通のＯＬはまず来られないだろう。だから咲はこの店を選んだのかもしれない。

「時間もあまりないから単品で頼む？」

　彼女の提案に同意してメニューを見る。

「そうだね。私はパスタだけでいいかな。海の幸パスタにしようかな……って、値段結構するね」

「値段は気にしない。私もそれにするわ」

　咲は店員を呼んで注文すると、テーブルの上で手を組んで私を見据えた。

「それで、副社長となにがあったの？」

　どこから話せばいいのだろう。

「高校の時に一緒だった杉本くん覚えてる？　絢斗……一条くんと仲がよかった」

　昨日の絢斗との会話を思い出しながら、咲に話をする。

「覚えてるわよ。どうして彼の名前が出てくるの？」

　突然杉本くんの名前が出てきて疑問に思っている彼女に、もっと詳しく説明した。

「昨日杉本くんの命日だったの。それで一条くん元気なくて、そんな彼に寄り添いたくて……」

　私の言葉を引き継いで彼女はきっぱりと言う。

「副社長と男女の関係になったってわけね」

「うっ……はい」

　彼女に断定され、たじろぎながらも認めた。

「よく思い切ったわね。今までずっと操みさおを守ってきたのに」

　咲の言葉を聞いて苦笑する。

「単に男性に縁がなかったの。歩を育てることしか考えてなかったもん。でも、最近いろいろあって一条くんが好きって自覚して……」

「その一条くんは、美鈴のことどう思ってるの？」

　彼女は私のことを心配してか、絢斗の気持ちを確認してきた。

「今朝、好きだって言ってくれた」

　自分で言っていてもまだ信じられない。夢でも見ているかのようだ。

「副社長らしいわね。よかったじゃない。両思いになって」

　咲が自分のことのように喜んでくれるが、不安がある。

「うん。でも、彼は副社長だよ。いずれうちの会社の社長になる人で、私には分不相応だから、ずっと一緒にはいられないんじゃないかって……」

「あのね。貴族じゃないんだから、くだらないことで悩まないの。副社長が美鈴を選んだんだから、自信を持ちなさい」

　私を励ます親友の言葉に胸がジーンとなる。

「咲……」

「彼ならきっと美鈴を大事にしてくれる。それに歩くんもね」

　確かに私も歩も絢斗に大事にされている。

「うん。ありがと」

　ニコッと笑う咲に微笑み返した時、パスタが運ばれてきた。

「すごい。手長海老にムール貝、いくらにうに、それにキャビア」

　パスタを見て思わず感嘆の声をあげると、彼女がククッと笑った。

「副社長夫人になったら、飽きるくらい食べられるわよ」

「もう本当にからかうのはやめて。顔から火が出そう」

　親友を上目遣いで注意して、私たちは豪華なパスタを堪能した。

　その後、食後のコーヒーを飲んでいると、奥の通路から絢斗が歩いてくるのが見えた。あっ！と思っていたら、彼はグレイベージュのパンツスーツを着たすごい美人と一緒だった。

　私たちの席が窓際にあるせいか、絢人は私に気づかず正面を見据えたまま行ってしまう。ふたりの後ろ姿を見送ってから、コーヒーカップをじっと見つめた。

　ビジネスランチかな？　一緒にいた女性になんだか見覚えがあったけど、どこで会ったんだろう。

　そんなことを考えていたら、咲がすぐに私が欲しかった答えを口にした。

「あれ副社長だったわね。一緒にいたのは、私たちと同じ高校に通ってた峯岸さんよ」

　峯岸さん……そうだ。杉本くんの恋人だった峯岸百合さん。

　彼女とはほとんど話したことはないけれど、よく覚えている。美人で、勉強もスポーツもなんでもできるスーパーガールだった。女子より男子といる方が多かった印象だ。

　昨日の今日だからきっとふたりは杉本くんの話をしていたに違いない。

　ふたりがなんだかお似合いに見えてしまったので、相手が杉本くんの恋人だと知ってホッとした。

「美鈴、気をつけなさい。彼女、あまりいい噂を聞かないのよね。杉本くんと付き合ってた時も、複数人の男と遊んでたらしいし。今働いてる広告代理店でも枕営業してるってもっぱらの噂よ。それに彼女、高校時代ずっと副社長を狙ってたの。副社長が相手にしなかったから、杉本くんに乗り換えたんでしょうけど」

「そんな人だったんだ。全然知らなかった」

　咲の話に少なからずショックを受けた。

　絢斗はその噂を知っているのだろうか。

　でも、あえて私が彼に伝えるべきことではないような気がした。

　私は実際の彼女を知らない。それに、私を好きだと言ってくれた絢斗を信じるべきだと思う。

　そう自分に言い聞かせるが、ランチを終えて会社に戻ってからも、峯岸さんのことが頭から離れなかった。




　その日、定時に仕事を終わらせて家に帰ると、歩と志乃さんが出迎えてくれた。

「お帰りなさい」

　ふたりの声がハモッていて、思わずクスリと笑みがこぼれる。

　なんだか孫とおばあちゃんみたい。

　歩は志乃さんをおばあちゃんのように思っていてとても懐いている。

「ただいま。志乃さん、今日もありがとうございました」

　いつものように礼を言うと、彼女は歩の頭を撫でながらふふっと笑った。

「いいえ、いつもここに来て歩くんに元気をもらっていますから。やっぱり子供ってかわいいですね」

「そう言ってくださるとありがたいです」

「では、また明日」

　にこりと笑って帰っていく志乃さんを歩と見送る。

　今日は早く帰れたので歩とハンバーグを作っていたら、玄関のドアが開く音がして絢斗が帰ってきた。

「今日早かったのね。その箱は？」

　歩と出迎えて、少しはにかみながら絢斗に声をかける。

　その手には二メートルくらいありそうな細長くて大きな箱があった。

「会食が先方の都合でなくなったんだ。これはクリスマスツリー。うちになかったから買ってきた。あとで一緒に組み立てよう」

　絢斗が歩に目を向けると、弟は嬉しそうに「うん」と頷いた。

「ちょうど歩とハンバーグ作ってたの。一緒に食べる？」

　笑顔で尋ねる私を見て、絢斗はニコッと笑って返事をした。

「もちろん。もう餓死しそうなくらい腹減ってる」

　絢斗が部屋着に着替えている間に歩と夕食の準備をする。

　テーブルのセッティングが終わると、絢斗がキッチンに現れた。

「なにか手伝うことある？」

「大丈夫。優秀な助手がいるから」

　絢斗に笑顔で返しながら歩の両肩に手を置く。

「確かに」

　納得した様子で絢斗が自分の席に着き、私と歩を眺めて頬を緩めた。

「こういうの、なんだかホッとする。今までただ寝るだけの家だったから」

「寝るだけなんてもったいないよ」

　真剣な顔で歩が言うと、絢斗は私たちを優しい目で見つめてとても幸せそうに微笑んだ。

「ひとりで住んでたから、なんの楽しみもなくてね。歩と美鈴が来てくれて本当によかった」

「僕も絢斗兄ちゃんと一緒にいられて嬉しいよ」

　絢斗を見て満面の笑みで返す弟。そんなふたりのやり取りにほっこりした。

　夕食を済ませると、絢斗が買ってきたクリスマスツリーをリビングで組み立てる。

　前に住んでいたアパートは狭くて置けなかったから、歩もだけど私も子供みたいに楽しんでツリーに飾りつけをした。

　天使、星、玉、紅白の杖、ベル、サンタクロースなどのオーナメントは見ていて夢がある。

　歩が絢斗に抱きかかえられてツリーのてっぺんに星をつけて完成。私が部屋の電気を消して、絢斗が電飾のスイッチを入れると、ツリーがピカピカ光った。

「クリスマスが待ち遠しいな。歩はサンタさんになにをお願いしたの？」

「美鈴姉ちゃんの彼氏」

　歩、絢斗になにを言ってるの～!?

「あ、歩、前にも言ったけど、自分のお願いにしなよ」

　あたふたしながら注意する私とは対照的に、弟は平然と言い返す。

「だって、僕の一番の願いだよ」

「歩がそう願うなら、サンタさんもきっと叶えてくれるよ。もう叶ってるかもしれないけどね」

　絢斗は弟の頭を優しく撫でると、私に目を向け、悪戯っぽく微笑む。

　そんな請け合って大丈夫なの？

　まだ、歩には絢斗と恋人になったとは伝えていない。付き合い始めたばかりだし、やはり伝えるとなると慎重になる。

　でも、絢斗は無責任なことを言う人じゃない。

　ジーッと絢斗を見ていたら、歩が楽しそうな声で笑う。

「そうだね。だったら嬉しいな」

　この笑顔、なんだか歩らしくない。わざと無邪気に笑ってみせてるみたいだ。

　ひょっとして私と絢斗の関係に気づいている？

　歩って結構鋭いんだよね。

　弟に目をやったら、目が合って聞かれた。

「美鈴姉ちゃんは、サンタさんになにをお願いしたの？」

「お姉ちゃんはもう大人だからサンタさんは来ないよ」

　ハハッと笑って返す私に、絢斗が優しく提案した。

「そんなことないかもしれないよ。お願いしてみたら？」

「物じゃないの。ずっと三人でこんな風に過ごせたらいいなって思う」

　自分の願望を口にしたら、絢斗がクスッと微笑んだ。

「美鈴は本当に欲がないな」

「そうかな。すっごく贅沢なお願いだと思うけど」

　みんなでこうして笑っている時間が、今は一番幸せ――。

　ずっと一緒にいられたらいいな。

　そう願うが、不意に峯岸さんのことが頭をよぎった。

　ああ～、彼女のことは考えるな。

　ブンブンと首を左右に振っていたら、絢斗が訝いぶかしげな顔をする。

「美鈴どうかした？」

「ううん、なんでもない。ちょっと最近食べすぎだから、クリスマスにケーキ食べるためにもダイエットしようかなって」

　笑ってごまかしたら、彼がにっこり笑って歩の前でとんでもない発言をした。

「太ってないよ。痩せられたら抱き心地が悪くなって困る」

　歩は「うん、美鈴は太ってない」とニコニコ顔で絢斗に同意していたが、私はひとり青ざめていた。










特別なクリスマス




「ここが猫カフェね。猫もクリスマスにはサンタのコスプレをするのか」

　店内を珍しそうに見回す絢斗の言葉にコクッと頷いた。

「そう。お客さんにはサンタコス結構人気なの。写真を撮る人も結構いるよ」

　今日はクリスマスイブ。会社は休日でお休みで、絢斗が一度叔父さんに挨拶したいというので猫カフェに連れてきた。もちろん歩も一緒だ。

　イブの夕方ということもあってか、店内にはカップルが多い。

「猫ってアイス食べるんだ？」

　絢斗が店内のメニューの表を見て驚いた顔をする。

「みんな大好きだよ。これあげてみて」

　彼に小さな棒つきのアイスを手渡す。

「へえ、これが猫用アイス」

　絢斗がまじまじとアイスを見ていたら、猫が三匹集まってきた。

「反応いいな」

　絢斗が楽しげに笑い、しゃがんで猫にアイスを食べさせる。

　その様子を見て、なんだか癒やされた。

　猫と美青年、似合いすぎ。

　思わずポケットからスマホを出して猫と戯たわむれる絢斗を写真に収めていたら、歩に声をかけられた。

「美鈴姉ちゃん、クルルも食べたいって」

　歩の膝に乗っているクルルに私が目を向けると、物欲しそうにアイスを見ている。

「はいはい、どうぞ」

　歩にもアイスを渡すと、クルルがかわいい顔でペロペロ舐め始めた。

　ああ、少年と猫というのも愛らしくていい。

　すかさずスマホで写真を撮り、にんまりする。

　これでカレンダー作ったら売れそう。

　周囲のお客さんも絢斗のことをじっと見ている。だが、本人はそんな視線をまったく気にせず、私と歩に目をやる。

「猫たち、美鈴と歩にすごく懐いてるな」

　私と歩の足元にじゃれつく猫たちを眺め、絢斗が頬を緩めた。

「ご飯あげる人をわかってるから。絢斗も猫の扱い慣れてるね」

　彼はアイスを舐めている猫を見つめながら答えた。

「ああ。昔、祖父が飼っていたんだ」

「今はいないの？」

「祖母が亡くなって、祖父は老人ホームに入居を決めたから飼えなくなったんだ」

「そうなのね。絢斗のおじいさまって会長でしょう？　会社で見かけたことないんだけど、どんな人？」

　昔社内報で顔写真を見た記憶はあるが、どんな方か忘れてしまった。

「一見人のいいじいさんに見えるけど、財界では〝雷らい帝てい〟と呼ばれて恐れられてる」

　……雷帝。いつも雷落とすのかな？　会長の姿を見たら震え上がりそう。

「すごい怖い人なんだね」

「まあ仕事には厳しい人だな。俺には優しいじいさんだけど」

「それは絢斗が有能だからです。私が会ったら怖くて石になるかも」

　自分の肩を抱いてブルッと震え上がる真似をしたら、彼が爆弾発言をした。

「正月にうちの親父とじいさんに会ってもらうから」

　え？　社長と会長のダブルで？

「いやいや、無理だよ。まだ心の準備ができてない」

　社長に会わせるという話は前から聞いていたけど、やはり過去の経験からいって、私生児で貧乏人の私が受け入れてもらえるか不安だ。

　しかも、歩と絢斗の家に居候しているから、悪い印象を持たれるのでは？

　それで金目当ての女だって思われたらどうしよう。

「だったら、いつならいいのかな？」

　スーッと目を細めて私を見据える彼が怖い。

「そ、それは……」

　言葉に詰まる私の肩に手を置き、絢斗は甘い目で微笑んだ。

「大丈夫。俺が美鈴を選んだんだ。自信を持つように」

「絢斗……」

　彼と見つめ合っていたら、叔父が顔をニヤニヤさせながら注意してきた。

「ふたりとも仲がいいのはいいが、人前でいちゃつくのはほどほどにな」

　叔父の言葉に顔がボッと火がついたように熱くなる。

「……叔父さん」

　そうだった。叔父さんや歩、それにお客さんもいたんだった。

　私がひとり赤くなっていると、絢斗が立ち上がり、背筋を正して叔父に向き合った。

「あなたにはお礼を言いたくて……。美鈴と引き合わせてくださり、ありがとうございました」

「同じ会社にいるんだ。遅かれ早かれ出会っていたと思うが、まあ俺のお節介だ。美鈴が一条さんに会いたくて今の会社に入ったって言ってたからな」

　横目でちらりと私を見てそんな暴露話をする叔父に、顔を青くしながら文句を言った。

「ちょっ、叔父さん、なに言ってるの！」

「それは初耳だな。あとでじっくり話を聞かせてもらおうかな」

　絢斗が楽しげに目を光らせているので、首を左右に振って否定した。

「話すことなんてなにもないよ！」

　ついムキになって声をあげた私を、歩が自分の唇に人差し指を当てて注意する。

「美鈴姉ちゃん、猫たちがビックリしてる、シーッだよ」

「はい、ごめんなさい」

　素直に謝る私を見て、絢斗と叔父さんがククッと笑った。

「たまに歩が兄に見えることがあるんだよな」

　叔父がしみじみと言うと、絢斗もうんうん頷いて同意した。

「僕もそう思います。歩しっかりしてるから」

「今日はこの後どこかに行くなら歩を預かるが」

　叔父が歩を気にして申し出るが、絢斗が笑顔で断った。

「お気遣いありがとうございます。でも、今夜は三人で食事をする予定なので」

「そうか。こいつらのこと、よろしく頼むよ」

　叔父が真剣な顔で頭を下げると、絢斗が慌てて言った。

「頭を上げてください。僕にふたりを託してくださって感謝しています。必ずふたりを守ります」

　絢斗が叔父に約束するのを聞いて胸が熱くなる。

「あ～、なんか美鈴を嫁に出すみたいだな」

　叔父が少し照れながらそんな発言をするものだからギョッとした。

「叔父さん！」

　まだ付き合い始めたばっかりなのに、絢斗に変なプレッシャーかけないで。

　叔父の背中をバシバシ叩いて抗議すると、絢斗がニヤリとした。

「もう一緒に住んでいますし、嫁にもらったようなものですけど」

「あ、絢斗～！」

　絢斗の言葉にも狼狽えていたら、秀さんが店に入ってきた。

　いつも午前中に来るのに日が暮れてから来るなんて、また忘れものでもしたのだろうか？

「美鈴ちゃん、こんにちは」

「あっ、秀さん今日もなにか忘れ物ですか？」

「いいや、今日はイブだから美鈴ちゃんと歩くんにプレゼントを持ってきたんだよ」

　秀さんが有名ブランドショップの紙袋をふたつ持っていて、私と歩に手渡す。

「まあ、そんなお気遣いいただいて、私なにも用意してないのに……。ありがとうございます」

　恐縮しながらお礼を言うと、歩も「おじいちゃん、ありがとう」と秀さんにペコリと頭を下げる。そんな私たちを見て、秀さんは温かい目で微笑んだ。

「美鈴ちゃんや歩くんの笑顔を見られるだけで嬉しいよ」

「プレゼント開けてみてもいいですか？」

　私が秀さんに聞くと、彼は笑顔で返事をした。

「もちろん」

「なんだろうね。歩、開けてみよう」

　歩と目を合わせ、秀さんからのプレゼントを開ける。

　中に入っていたのは、ブランドのロゴが小さく入ったカシミヤの赤いマフラー。歩の方は青いマフラーで、私のと色違いだった。

「とっても素敵です。ありがとうございます、秀さん」

　もう一度心からお礼を言うと、秀さんは頬を緩めて私と歩を見つめた。

「いいえ、どういたしまして。今日はこれからなにか予定があるのかい？」

「はい、彼と歩の三人で食事に」

　隣にいる絢斗に目を向けたら、彼が秀さんに軽く会釈した。

「どうも」

「どうも。なるほど。そういうことか」

　秀さんも絢斗に挨拶を返すが、なにやらぶつぶつ呟いている。

「秀さん、どうかされました？」

　気になって尋ねたら、彼は頭を振った。

「いいや。なんでもないよ。どうやら今年は私のところにもサンタが来たらしい。よいクリスマスを」

　ハハッと満足げに笑って秀さんは店を去る。

「あのおじいさんってよく来るの？」

　秀さんがいなくなると、絢斗が私に目を向けた。

「うん。うちの常連さん。絢斗知ってるの？」

「知ってるというか……。まあそのうちわかるよ」

　どこか意味深な言葉を返す絢斗をじっと見つめていたら、彼が私と歩の背中に手を添えて言った。

「そろそろ、行こうか。いいお店を予約してあるんだ」




　猫カフェの店の前でタクシーに乗って着いた先は、六ろっ本ぽん木ぎにある有名ホテル。

「うわ～、このビル、すごく大きくて高いね」

　タクシーを降りると、歩は都内でも屈指の五十階建てのビルを見上げる。

「ここのホテルの中にあるレストランで食事をするんだ」

　絢斗が歩の肩に手を置くと、弟は嬉しそうに笑った。

「なんだか社長さんになった気分」

「それでは、社長行きましょうか？」

　絢斗が茶目っ気たっぷりに言って歩の手を取る。

　歩が「うん」と返事をするので、私も弟のもう片方の手を握った。

「社長、私もお供します」

　笑って言って三人でホテルに入ると、正面に八メートルはありそうな大きなクリスマスツリーがあった。

　床は真っ赤でふかふかの絨毯。天井にはシャンデリアが眩まばゆいばかりに輝いていて、あまりの豪華さに日常を忘れる。

「うわあ、大きい」

　巨大クリスマスツリーを前に、歩は目を大きく見開く。

「こんなキラキラしてて大きいツリー初めて見たね」

　私が歩にそう言葉をかければ、絢斗も小さく笑って言った。

「さすがにこんな大きいのはうちに置けないな」

「うん。うちのマンションに突き刺さっちゃうね」

　自分の頭で想像して楽しかったのか、歩がクスクス笑う。

　だが、私は弟が無意識に口にした言葉にハッとした。

　歩、絢斗のマンションを『うちのマンション』って言った。

　絢斗も気づいたようで私と目が合うと、そっと微笑んだ。

「さあ、こっちだよ」

　絢斗の案内でエレベーターホールに向かう。

　歩と一緒に豪華なホテルの内装を眺めながらエレベーターを待っていたら、「一条くん？」と女性の声がした。

　声の主を見たら峯岸さんで、彼女はちょうどエレベーターから降りてきたところだった。

　ブラウンのドレスに高いハイヒール。髪もアップにまとめていてとてもエレガント。パーティーでもあったのか、一緒にいる人たちも華やかな格好をしている。

　彼女は横にいた外国人男性に先に行くよう英語で伝え、にこやかな顔で絢斗に目をやるが、私と歩に気づいてほんの一瞬だが表情を固くした。

「あなたは芹沢さ……ん？　え？　一条くんと芹沢さんって結婚して子供もいたの？」

「いえ、違うんです。この子は私の弟で……。それに結婚もしてないです」

　苦笑いしながら訂正する私の腰に、絢斗が我がもの顔で腕を回してきた。

「結婚はしてないけど、もう家族みたいなものだよ。美鈴、さあ行こう」

　絢斗に促されてエレベーターに乗るが、彼の峯岸さんへの態度がなんだか冷たく感じて気になった。

　なにかあったのだろうか？

　峯岸さんは、エレベーターの扉が閉まるまで私たち三人を見ていた。

　彼女は私と絢斗が一緒にいて相当驚いたに違いない。おまけに小さい子供まで連れてるし。

　他人から見たら、やっぱり私と絢斗って釣り合っていないよね。わかっていただけに、そうした反応を見るとちょっと凹む。

　彼の隣にいてもおかしく思われないように頑張らなきゃ。

　エレベーターの中でうんうん頷いて自分を鼓こ舞ぶしていたら、絢斗に声をかけられた。

「美鈴、降りるよ」

「あっ、うん」

　エレベーターを降りて右手に行くと、フレンチレストランがあった。

　考えてみたら歩、フレンチデビューだ。テーブルマナーとか全然教えてないのだけど、大丈夫だろうか。

　私の不安が伝わったのか、絢斗が安心させるように優しく微笑んだ。

「大丈夫。個室を予約してるから自由に食べていいし、子供向けのメニューもあるから」

　その言葉を聞いて安あん堵どするが、今度はお金のことが気になった。

　こんな高級フレンチレストンの個室、しかもイブだよ。いったいいくらするのか。

　庶民の私は考えるだけでクラクラ目眩がしそうだ。

　個室は六畳ほどの広さで、六人掛けの長テーブルが置かれている。

　私と歩が並んで座り、絢斗が向かい側の席に着く。

「実はもう料理は頼んであるんだ」

　歩が子供メニューというのもあるけど、私に値段を見せないようにする配慮なのかもしれない。

　テーブルにはフォークとナイフがセットされていて、歩がジーッと見つめてキラッと目を光らせる。

「ずっと使ってみたいって思ってたんだ」

　歩、今まであまり外食させてあげなくてごめん。うちにフォークはあってもナイフはなかったもんね。

「歩、ナプキンは膝にかけてね」

「うん」

　私に言われた通りにする歩を見て、本当に大きくなったなって思った。

　ちょっと前まではちっちゃい赤ちゃんだったのに、こんなフォーマルな場所に来られるようになったんだもの。

「歩、フォークとナイフは外側から使うんだよ」

　絢斗がそう弟に教えていたら、店のオーナーシェフがやってきた。

　イブで忙しいのに挨拶に来るなんて、さすが一条家の御曹司というべきか。

　四十センチはありそうなオーナーシェフのコック帽を見て、歩も驚いた顔をしている。

　それからしばらくすると、色とりどりの野菜を使った前菜が運ばれてきて、私と絢斗が歩にレクチャーしながら食事を始めた。

　甘みのあるかぼちゃのスープを歩は気に入ったようで、「美鈴姉ちゃん、今度作ってみたい」と私に笑顔で言う。

「うん、一緒に作ろうね」

　歩の言葉に頷くと、絢斗が穏やかな表情で言葉をかける。

「あとでレシピ教えてくれるか聞いてみよう」

　スープの後は、シャトーブリアンのステーキが出てきた。

　お肉が柔らかくて、初めてナイフを使う歩でも食べやすいようだ。

「このお肉、すごく美味しい」

　嬉しそうに歩が肉を咀そ嚼しゃくすると、絢斗が笑顔で返した。

「よかった。歩が好きならまた来よう」

「うん」

　歩が嬉しそうに返事をする。

　デザートはサンタの飾りがついたブッシュドノエルのケーキで、それにも歩は目を輝かせた。

「わあ、サンタさんだ！」

「すごくかわいいね、歩。食べるのがもったいない」

　歩を見て微笑むと、絢斗に目をやった。

「ひょっとして絢斗がこのケーキ頼んでくれたの？」

「子供も一緒だって伝えたら、シェフが気を利かせてくれたみたいだ。歩が喜んでくれてよかった」

　かわいいケーキにご機嫌な歩を見て、絢斗が嬉しそうに目を細める。

「そうなんだ。素敵なレストランを予約してくれてありがとう」

　ディナーを食べ終わり、タクシーで帰宅した。

「今日は俺が歩をお風呂に入れるよ」

　絢斗が歩を連れてバスルームに行くと、私はリビングのソファに腰を下ろした。

　今日はなんだか夢のような一日だった。歩もすごく喜んでいたし……。

　幸せな気分に浸って少し微睡まどろんでいたら、バスローブ姿の絢斗に肩をトンとされた。

「歩はもう寝たよ。美鈴そこで寝ないうちにお風呂に入っておいで」

「うん」と子供のように頷いてお風呂に入る。

　二十分ほどで上がり、バスローブ姿でリビングに行くと、絢斗が歩のプレゼントをクリスマスツリーの下に置いていた。

　歩が特に欲しいものを言わなかったので、絢斗と相談して天体望遠鏡にしたのだ。

　歩は星が好きだから、きっと喜ぶだろう。

　絢斗がリビングの照明を暗くして、ツリーの電飾をつける。キラキラしていて綺麗だ。

　私に気づいた絢斗と目が合って微笑むと、彼も表情を緩めた。

「これで準備は万端」

　なんだか楽しそう。多分サンタになった気分なのだろう。

　絢斗のそばに行き、ツリーに目を向けた。

「大きなツリーがあって、その下にサンタさんのプレゼントがあって、クリスマスの朝に見つけて大はしゃぎする」

　そう言葉を切ると、再び絢斗を見つめて話を続ける。

「小さい頃ね、そんな絵に描いたようなクリスマスにずっと憧れてたの。私は夢が叶わなかったけど、歩にはそういう経験をさせてあげられて嬉しい。絢斗、ありがとね」

　クリスマスは、子供にとって特別な日。きっとプレゼントを見て大喜びするに違いない。

「夢って大人になっても見ていいんだよ。クリスマスツリーにサンタから美鈴へのプレゼントがある。探してみたら？」

　悪戯っぽく目を光らせる彼の言葉を聞いて、思わず声をあげた。

「え？　私に？」

　首を傾げながらクリスマスツリーに目をやり、プレゼントを探す。

　オーナメントがたくさんあってわかりにくかったが、ツリーの中央に真紅の小さな箱があった。

　この箱は……飾りじゃない。これかな？

　箱を手に取って開けてみると、クリスタルのケースの中にダイヤのネックレスが入っていた。

「これ……」

　驚きで目を見張っていたら、絢斗がネックレスを手に取って、とても甘い目で微笑んだ。

「サンタから美鈴へのプレゼントだよ。ちょうど十二時になって日付が変わった。メリークリスマス、美鈴」

　私にネックレスをつけると、彼は私の頬に手を添え、ゆっくりと口づける。

　愛情に満ちたとても甘いキス――。

　心が温かくなって思わず涙ぐむ私の涙を、絢斗が指で拭う。

「泣き虫だな」

「だって……感動して……。絢斗……ありがとう」

　まだ涙が止まらない私を、彼が優しく抱きしめる。

　こんな幸せが私にやってくるなんて思ってもみなかった。

　神様……夢なら覚めないで。

「美鈴はずっとひとりで頑張ってきたよね。そんな頑張り屋さんの美鈴が好きだよ。誰よりもね」

「絢斗……。私も……多分高校の時からあなたが好きだった」

　あの頃、絢斗の存在があったから、クラスメイトからいじめを受けても気を強く持っていられたんだと思う。彼は私の心の支えだった。

「叔父さんが美鈴は俺に会いたくてうちの会社に入ったって言ってたけど、本当？」

「同じ会社にいれば会えるんじゃないかと期待して……。でも、絢斗はすぐにイギリスに赴任しちゃったし、日本に戻ってきてからも怖気づいて声をかけられなかったけど」

「どうして怖気づいたの？」

　優しい目で聞かれ、躊躇わずに彼に打ち明ける。

「高校の同級生のことなんてきっと覚えてないって思って。それに、平社員の私と副社長では住む世界が違うなって……」

「馬鹿だな。怖気づくことなんてなにもないのに。でも、今、美鈴は俺の腕の中にいるよ」

　ぎゅっと抱きしめられて、彼の胸に頬を寄せてコクッと頷いた。

「うん」

　しばらく抱き合ってから、彼が突然私を抱き上げて寝室のベッドに運ぶ。

「俺も美鈴からクリスマスプレゼント欲しいな」

「あっ、私も用意してある……！」

　絢斗に買ったネクタイをあげようと起き上がろうとしたら、彼が覆い被さってきて私に口づけた。

「今は美鈴が欲しい」

　そんな熱い目で言われたらなにも言えない。

　彼の首に手を回すと、絢斗が私の首筋にもキスをしながら私のバスローブを脱がしていく。胸が露わになって思わず手で隠そうとしたら、彼に止められた。

「ダメだよ。もっと見せて。綺麗なんだから」

「本当にそう思う？」

　自信がなくてか細い声で絢斗に聞いたら、彼は私の目を見つめて答える。

「俺が嘘はつけない性格なの知ってるよね。本当に綺麗だ」

　その言葉で少し自信が持てた。

　彼は前回よりもじっくり時間をかけながら、唇や手で私の身体に触れていく。

　その夜は、明け方近くまで彼に甘く愛された。




　次の日の朝、とても幸せな気分で目が覚めるが、すでにベッドに彼はいなかった。身支度を整えてからリビングに行くと、歩がプレゼントの包みを開けているところだった。横には絢斗がいて、その様子をカメラに収めている。

「おはよう。サンタさん、来たんだね～」

　歩を見て微笑んでいたら、絢斗が「美鈴、おはよう」と言って、私の頬にキスをする。あまりに自然すぎて最初はなにも思わなかったけれど、歩の視線を感じてハッとした。

　そ、そうだ。歩がいたんだった。

　絢斗とのキスを見られて慌ててしまったが、弟はそれで私と絢斗が恋人になったと察したらしい。

「うん。ちゃんと来たみたい。絢斗兄ちゃんが美鈴姉ちゃんの彼氏になったんだよね？　それにサンタさん、望遠鏡までくれたよ」

　弟は私と絢斗に目を向け、満面の笑みを見せた。










社内で公認の仲になりました




「美鈴、このネクタイ締めてくれない？」

　朝食の後片付けが終わると、絢斗がエンジ色のネクタイを私に差し出した。

　それは、私が昨日クリスマスプレゼントとして彼にあげたもの。

「私、締め方わからないよ」

「大丈夫。俺の言う通りにすればいいから」

　彼の笑顔に負けて、ネクタイを受け取った。

「ちょっと屈んで」

　絢斗の背が高くてそうお願いしたら、彼は「はい。仰おおせのままに」と恭うやうやしく言って、私がやりやすいように身を屈めてくれた。

　恋人なのにおかしいかもしれないけど、目と鼻の先に彼の顔があると、なんだか緊張する。

　ネクタイの両端を交差させて結んでいくが、途中からわからなくなって首を傾げた。

「あれ？　この後どうするんだっけ？」

「今、手に持ってるのを間に入れてぎゅっと結ぶ」

　絢斗のレクチャー通りにやってなんとか結べた。

「なかなかうまいね。これから毎日頼もうかな」

　私の心臓が持たないんですけど。今もドキドキが止まらない。

「新婚さんみたいだね」

　歩がふふっと楽しそうに笑って私たちを見ていたので、少し恥ずかしくなった。

「歩、からかわないで」

　弟はもう私と絢斗が恋人同士だと知っている。クリスマスに絢斗が私の頬にキスするのを見て気づいたというよりは、私と絢斗が初めて愛し合った翌日から勘づいていたよう……な。

　弟はとにかく空気を察するのに長けているというか、こちらがビックリするくらい勘が鋭い。

　それに今思えば、最初に絢斗と保育園で会った時も、いつもの歩ではなかった。

　普段はとても警戒心の強い子で、自分からは知らない大人に近付かない。でも、絢斗に対しては最初からすごく興味を示していた。私が大人の男性と一緒だったのが初めてだったからかもしれないけど、あの時社用車を見ていつも以上にはしゃいでみせたのは、絢斗をもっと観察したかったからだと思う。

　自分たちの味方なのか。いざという時に守ってくれるのか。

　その結果、絢斗は見事に歩の信頼を得た？

　穿うがった見方かもしれないけれど、うちの弟はただの五歳児じゃない。私の前で子供を演じている節がある。絢斗もそんな歩の性格を理解しているようだ。

　なんだか似た者同士なのよね、絢斗と歩って。

　ジーッとふたりを見ていたら、絢斗が怪け訝げんな顔をした。

「美鈴、どうしたの？」

「絢斗と歩って似てるなって思って」

　ニコッと笑って自分が思ったことを伝えると、彼は歩を見て小さく頷いた。

「ああ。それは俺も思った」

「僕も思った」

　歩も絢斗と目を合わせて微笑む。まるで本当の兄弟みたい。

　それから志乃さんに歩のことをお願いして会社に出勤した。もちろん絢斗と一緒ではないけれど、最近は彼にうるさく言われてタクシー通勤にしている。

　電車で問題ないんだけどな。これも菊池さんのせいだ。

『彼女ひとりで電車に乗せたら絶対に男に狙われるぞ』

　その発言のせいで、私のタクシー通勤が決定した。

　菊池さんは絢斗を弄って楽しんでいるのよね。基本的に女性に無関心な絢斗が、私に対しては保護者みたいになるのがおもしろいのだろう。

　やれやれと思うものの、菊池さんに強く言えない。なぜなら母の元カレだった鮫島の件では、彼にとてもお世話になったから。

　オフィスに着いて、自分のパソコンを起ち上げると、木村くんがやってきた。

「おはようございます。芹沢さん、今日なにか忘れてないですか？」

　爽やかな笑顔でそんな質問をされるが、なにも思い浮かばない。

「え？　木村くんの誕生日とか？」

「いえ、違いますよ。メガネ、今日してないですよね？」

　彼の返答を聞いて思わず声をあげた。

「あっ。忘れた」

　もともと伊達メガネだし、絢斗が家ではメガネなしがいいって言うから、つけるのを失念していた。

「はい、これ。副社長から預かってます」

　木村くんがなぜか私のメガネを出してきて、目をパチクリさせる。

「え？　え？　なんで？」

「さっきエレベーターでバッタリ会っちゃって渡してくれって。またやんわり牽制されました。ラブラブでいいですね」

　木村くんの説明を聞いて青ざめた。

「あ～、ホントからかわないで」

「いいじゃないですか。愛されてる証拠ですよ」

　彼は私のデスクの上にメガネを置き、クスッと笑う。そこへ咲がやってきた。

「誰が愛されてるの？」

　ああ、またこの展開。

「そりゃあもう決まってるじゃないですか、芹沢さんですよ」

「副社長は美鈴と歩くんを囲っているからね」

　さらっとバラさないでほしい。

　頭を抱えている私を見て、木村くんがキラリと目を光らせる。

「ああ。だからメガネを。てっきりホテルから来たのかと」

「もうふたりとも仕事するわよ！」

　話を逸らそうとした私に顔を近付け、咲が急に真剣な表情で言った。

「美鈴、峯岸さんが昨日私にＬＩＮＥしてきて、美鈴のことしつこく聞いてきたの。副社長との関係とかね。イブに副社長と美鈴が一緒にいるとこ見たらしくて」

　咲は峯岸さんとあまり親しくはないけれど、高校時代のクラスメイトのＬＩＮＥグループで繋がっているのだろう。私は同窓会にも行かないし、咲以外とは付き合いがないからそのグループには入っていない。

「うん。食事に行ったホテルで偶然会ったよ。歩も一緒で、すごく驚かれたけど」

　最初、親子に見られたんだよね。

「でしょうね。私はよくわからないってごまかしたけど、美鈴にも接触してくるかもよ」

　咲が心配するが、私は笑い飛ばした。

「あはは、まさかあ」

「もうちょっと危機感持ちなさい。あんたがそんなんじゃあ、副社長にもひと言言っておいた方がいいかもしれないわね」

　咲なら本当に絢斗に言いつけそうだ。

「必要ないよ。まだなにもされてないもの。それに絢……一条くんは忙しいんだからやめてよね」

「なにかあってからじゃ遅いのよ」

　ジーッと私を見据える彼女の背中を、トントン叩いて宥なだめた。

「はいはい。わかってます」




　それから数日は平穏に過ぎて、峯岸さんのことも忘れていた。

　あっという間に仕事納めの日になり、午前中はデスクワークに追われた。

「美鈴、ランチなに食べる？」

　咲に聞かれ、書類を整理していた手を止め、しばし考える。

　まだメールの処理が残っているから、お昼はコンビニのサンドイッチにしよう。

　午後になるとみんなオフィスの清掃始めちゃうし。

「今日はサンドイッチにする」

　咲に断ったら、木村くんが席から立ち上がって私に声をかけた。

「じゃあ、芹沢さん、一緒にコンビニに買いに行きましょう。僕も仕事残ってて」

「毎年最終日って余裕ないよね」

　笑って席を立つと、彼と一緒にオフィスを出た。

　会社のビルの隣にコンビニがあるのだが、十二時を過ぎるとおにぎりやサンドイッチは売り切れる。

「玉子サンドがあるといいな」

「僕はカツサンドですかね」

　ふたりでそんな会話をして会社の正面玄関を出たら、峯岸さんがいて思わず足を止めた。

　彼女はネイビーのタイトなシルエットのスーツを着ていて、スタイルのよさが際立っている。インナーのシャツはベージュで、かちっとしたスーツでも少し甘い印象。

　まるでニューヨークのキャリアウーマンのような完璧な着こなしをしている彼女がカツカツとヒール音を響かせながら私に近付いてきたので、思わず身構えた。

「芹沢さん、会えてよかったわ。ちょっと一条くんのことで話があるの。今、いいかしら？」

　うわー、本当に来ちゃった。

　わざわざ私に会いに来たってことは、彼女は絢斗が本気で好きってこと？

　ダメと言ってもすんなり引いてくれないだろうな。

「芹沢さん？」

　木村くんが心配そうに私を見つめているので、明るく笑って言った。

「木村くん、ごめん。先に行ってて」

　彼が「はい」と頷いたのを見て、私は峯岸さんに目を向ける。

「そこのカフェでいいかな？」

　会社の一階にあるカフェを指差すと、彼女は「ええ」と返事をした。

　カフェはほぼ満席で、入り口近くのテーブルしか空いてなかった。

　ランチの時間だから仕方がない。よそに行っても似たような状況だろう。

　峯岸さんが奥に座り、お互いコーヒーを頼む。

　すぐにコーヒーが来たが、私も彼女も口にしなかった。

「芹沢さんって、一条くんの会社で働いていたのね」

　峯岸さんはテーブルの上で手を組んで私を見据える。

　柔らかな笑みを浮かべているけれど、目は笑っていない。

「英語が得意だったから、英語を活かせる仕事につきたくて」

　ハハッと笑うが、彼女が突然現れて動揺しているせいか、顔が強ばった。

　なんだか気まずい。この時間、いつまで続くんだろう。

「あんな小さな弟もいて大変よね」

　私を憐あわれむ彼女を見て、胸がチクッとした。

　昔も同級生にこんな風に言われたなあ。『家が貧乏で大変よね』とか『お父さんいないんだ。可哀想』とか……。

　結局、自分が上流階級の人間だと言いたいのだろう。

　彼女の父親は確か有名な建築家だった。

「弟はとてもいい子だから別に大変じゃないよ」

　私と歩は誰よりも頑張って生きてきた。

　峯岸さんの目をまっすぐに見て言うが、彼女にとっては些細な話だったようですぐに話題を変えられた。

「一条くんは家族みたいなものって言ってたけど、あなたと一条くんは付き合ってるの？」

　彼女が関心があるのは、私ではなく絢斗。

「ええ、付き合っています」

　認めればきっと嫌みのひとつも言われるとわかっていたが、ごまかさずに認めた。

　すると、にこやかだった彼女の顔が豹変した。

「身のほど知らずもいいところね」

　私を蔑むようなその視線。慣れてはいてもやはり傷つく。

「あなたは私の計画に邪魔なのよ。一条くんの前からさっさと消えて！」

　彼女に一方的に文句を言われ、面食らった。

「あの……計画ってなんのこと？」

　困惑しながら彼女に詳しい説明を求める。

「私はね、高校の時から一条くんを狙っていたの。一条くんの親友の彼女になれば、彼に近付けると思ってずっと機会をうかがっていた。何年かかっても彼を手に入れるつもりだった。だって、彼は大企業の御曹司ですもの。それだけの価値があるわ」

　峯岸さんの話にショックを受けた。

　彼女は絢斗や杉本くんを物のように思っている。

「杉本くんのことは好きじゃなかったの？」

　動揺しながらもそんな質問を投げる私に、彼女はなんのためらいもなく冷めた口調で告げた。

「彼とは遊びよ」

「そんなの……ひどい」

　亡くなった杉本くんの気持ちを考えるとつらかった。

「彼だって本気じゃなかったわよ。私が他の男とキスしてたって平然としていたもの」

「だからって、杉本くんを利用して絢……一条くんを手に入れようなんて間違ってる」

　峯岸さんを見据えてはっきりと言ったら、彼女は椅子にふんぞり返りながら長い足を組む。

「ホント、芹沢さんっていい子ちゃんね。育ちは悪いのに。私、あなたのことをいろいろ調べたの。母親はもう亡くなっていて、あなたも弟も私生児なんでしょう？」

　その嘲笑を含んだ声を聞いて、胸が痛くなった。

　だからなんだというのだろう？　子供は自分の出生を選べない。なのに私生児というだけでどうして責められなければならないのか。

「確かにそうですが、峯岸さんには関係のないことです」

　動揺を隠しながら言い返す私を見て、彼女は意地悪く目を光らせた。

「一条くんには関係あるでしょう？」

「それは……」

　絢斗の名前を出されて口ごもる私を、彼女は容赦なく責め立てる。

「今一緒に住んでいるそうじゃない。小さい弟がいるから助けてって彼の情に訴えた？　でなければ、一条くんのような人があなたなんか相手にするわけがないわよね」

「私は情になんか訴えてません！」

　はっきり否定したら、彼女に鼻で笑われた。

「あなたのような私生児が一条くんと結婚できると本気で思ってる？　そんなことをしたら彼の汚点になるのがわからない？」

　彼女の言葉が私の胸にズキッと突き刺さる。

「汚点……」

　私が絢斗の汚点になるの？

　息苦しさを感じながら、自分に問いかける。

　私はなにを言われてもいい。だけど、彼が人に悪く言われるのは嫌だ。

「一条くんはあなたに同情しているだけ。彼と結婚して困るのは芹沢さんよ。自信を持って将来、社長夫人になれる？　あなたの生まれや育ちを考えれば、彼に相応ふさわしくないってわかるでしょう？　あなたじゃ、周囲からも相手にされないでしょうね」

　なにも言い返せなかった。絢斗との未来を考えたら、当然そうなる。

　でも、生まれや育ちはどんなに頑張っても変えられない。

　悔しかった。悲しかった。

　死にもの狂いで頑張ってきた自分は誰も認めてくれないというのか。

「私はあなたのためを思って言ってるの。一条くんのことを思うなら、今すぐ離れるべきよ。自分の子でもない子供を育てるなんて、彼が可哀想でしょう？」

　可哀想？　ううん、それは違う。絢斗は歩をとてもかわいがってくれていて、弟といる時の彼は幸せそうな顔をする。

「可哀想なんかじゃありません！　勝手なこと言わないで！」

　ついカッとなって言い返したら、彼女が鋭い眼光で私を睨みつけた。

「勝手なことですって！　あなた何様のつもり！」

「俺の婚約者だけど」

　突然背後から絢斗の声が聞こえたかと思ったら、温かい手が私の肩に置かれた。

　振り返ると絢斗がいて、峯岸さんをとても冷たい目で見据えている。

「絢斗……？」

　婚約者って……。それに、どうして彼がここにいるの？

　そう疑問に思ったが、カフェの入り口近くに木村くんと咲がいて、状況がなんとなく読めた。

　多分、木村くんが私が待ち伏せされていたことを咲に知らせて、それで絢斗が呼ばれたのだろう。咲の隣には菊池さんもいる。なんだかギャラリーもいて大事になっているんですけど……。

「一条くん……婚約者って……」

　突然絢斗が現れて驚いたのか、峯岸さんが表情を強ばらせた。

「近い将来、美鈴と結婚する」

　彼は至極真面目な顔で彼女に説明する。

　私としては嬉しいけれど、まだ婚約してないのに公衆の面前でそんなことを言って大丈夫なのだろうか。ただのＯＬの私と違い、彼は副社長だ。

「結婚って……わかってる？　その子は私生児で、母親も他界している。そのうえ、小さな弟がいるのよ。そんな結婚、一条くんになんのメリットもないじゃない！」

　峯岸さんが必死に訴えるが、絢斗は冷ややかに返した。

「部外者の君にとやかく言われたくない。俺の婚約者を侮辱して、ただで済むと思ってる？」

　絢斗の目が鋭く光っているのを見て怖くなったのか、彼女はわなわなと震えながら弁解した。

「わ、私はあなたのためを思って言ったのよ！」

「俺のため？　俺の婚約者を侮辱するのが？　余計なお世話だよ」

　身体が凍りそうなほど冷たい声だった。

　絢斗……すごく怒っている。

　彼の反応が予想外だったのか、峯岸さんは顔を青くして自問自答するように呟いた。

「あなたが……あんな子を選ぶなんて信じられないわ」

「あんな子って君は美鈴がどんな人間か知らないだろう？　彼女の頑張りは昔からよく知っているし、彼女以上に心の綺麗な女性を俺は知らない。俺は彼女としか結婚しないと決めている」

　絢斗の言葉を聞いて涙が込み上げてきた。

　彼は私自身を見てくれている。

「い、一条くん、芹沢さんに騙されてるのよ！」

　声を荒らげる峯岸さんとは対照的に、絢斗はとても静かな声で告げた。

「騙されてなんかいない。君にはなにを言っても理解できないだろうね。もう俺と美鈴の前に現れないでくれ。あと今日のことは君の父上と会社にも報告させてもらう」

「その女と結婚したら、一生後悔することになるわよ！」

　椅子から立ち上がると、峯岸さんは捨て台詞を吐いて去っていく。

　すると、この場にいたお客さんたちから拍手が沸き起こった。

　喜ぶべきなのかもしれないが、このギャラリーってほとんどうちの会社の社員に違いない。しかも、よくよく見ると社長までいる。

　こ、この状況、どうすればいい？

　絢斗がパニックに陥る私を立たせると、周囲に謝った。

「騒がしくしてすまない」

　きっと一時間もしないうちに社内中に今のことが広まるに違いない。

　絢斗の立場は大丈夫なの？

「美鈴、大丈夫か？　彼女の言ったことは気にするな」

「私はいいの。それより絢斗は、みんなの前で私が婚約者だって言ってよかったの？」

「大丈夫もなにも俺にとってはもう婚約者だよ。まだ親に紹介してないってだけで、それもすぐに済みそうだが」

　絢斗が社長に目を向けてクスッと笑うが、私は全然笑えなかった。

　どうしよう。絶対に峯岸さんの声、社長にも届いていたよね？

　社長に会う心の準備がまだできていないのに、こんな形で私の素性を知られるなんて。もし社長に絢斗とのことを反対されたらどうすればいい？

　おろおろする私の手を絢斗がしっかりと握ってきた。

「なにも心配することはない。俺たちには強い味方もいるしね」

　余裕の笑みを浮かべる彼の言葉に首を傾げた。

　強い味方って誰？　聞きたいけれど、今は聞けない。

　なぜなら社長がこちらにやってくるから。

「彼女がお前の？」

　社長は私を見てすぐに絢斗に視線を移した。

「ええ。そうです。芹沢美鈴さんです。ここだと目立ちますから移動しましょう」

　絢斗が私の手を引いてエレベーターホールに向かうと、社長と菊池さんが遅れてついてきた。

　社長に紹介されたらちゃんと挨拶しないととか考えていたけれど、頭の中がごちゃごちゃで、どう振る舞っていいかわからない。

　おまけに心臓の音もうるさくて、なんだか息をするのが苦しくなってきた。

　エレベーターの扉が開いて私を含めた四人で乗ると、社長の視線を感じた。

　い、生きた心地がしない。

「あの……げ、原油外航部の芹沢美鈴です」

　社長の方を向き、つっかえながらも所属と名前を言って挨拶する。だが、頭の中が真っ白で、他の言葉がなにも浮かんでこない。

「彼女は高校時代の俺の同級生なんだ」

　絢斗がにこやかに笑ってそう紹介すると、社長は私を見据えながら深く頷いた。

「同級生か。なるほど。昔から知っているんだな」

　その眼差しがとても穏やかだったから少し戸惑った。

　峯岸さんの騒ぎもあったし、悪い印象を持たれたかと思ったのだけれど……。

　私がハラハラしている間にエレベーターが着いて、四人で副社長室に移動する。

　ソファに社長が腰を下ろし、その向かいの椅子に絢斗と並んで座った。

　菊池さんがコーヒーを出すのを見て、「手伝います」と立ち上がって声をかけたが、とびきりの笑顔で断られる。

「今日の主役は座っててくれ」

　少しがっかりしながら、「はい」と返事をして再びソファに座る。

　できることならここから逃げ出したい。でも、絢斗とずっと一緒にいるなら、社長とちゃんと話をしなきゃ。

　落ち着け、落ち着くんだ。

　コーヒーのカップを穴が開きそうなくらい見つめて自分にそう言い聞かせていると、絢斗がまた私の手を握ってきた。

　驚いて彼に目を向けたら、私をリラックスさせようと優しく微笑んでいた。

　そんな私たちを見て、社長が楽しげに頬を緩める。

「仲がいいんだな。もう一緒に住んでいるなら、早く籍を入れなさい」

　社長のその言葉を聞いて、思わず声をあげた。

「え？　反対されないんですか？」

「これは見合いをことごとく断ってきた。どうしたものかと悩んでいたら、その息子が結婚したい女性がいるから会ってくれと言ってきた。断る理由などないよ」

　社長がハハッと笑う。その顔は絢斗に似ていた。

「でも、私はどこかの令嬢でもありません。それに、母は他界し、父親もどこの誰か知りません。まだ五歳の弟もいます。普通なら敬遠する相手ですよ。本当にいいんですか？」

　社長に確認せずにはいられなかった。

「結婚には家柄より、互いの愛情がなにより大事だ。息子のことが好きなんだろう？」

　社長が笑みを浮かべながら聞いてきたので、背筋を正してはっきりと答えた。

「はい。絢斗さんが好きです」

　まさかこんなにすんなり私を受け入れてくれるなんて思わなかった。

「その気持ちさえあればいい。絢斗のことをよろしくお願いします」

　私に深々と頭を下げる社長を見て慌てた。

「社長、頭を上げてください」

「そこはお義と父うさんと言ってほしいな」

　社長がニヤリとしてビックリ発言をするものだから、思わず目を丸くした。

「お、お義父さん？」

　呆気に取られる私を見て、絢斗がふふっと笑う。

「父はせっかちなんだ。来年は結婚式の準備で忙しくなるよ」

「来年？　結婚？」

　思考が追いつかない。

　まずは挨拶って思っていたら、いつの間にか結婚に話が移っている。

　菊池さんも話に加わってきて……。

「では、せっかくですからここで昼食をとりながら、来年の結婚式の予定を決めては？　その方が私としても助かります」

　菊池さんの提案に、社長はとてもにこやかな表情で賛成する。

「ああ。そうしよう。それに、美鈴さんの弟の話も聞かせてほしかったんだ。歩くんといったかな。とても賢いという噂だが」

　社長が尋ねるが、話についていけずにいる私の代わりに絢斗が答えた。

「ええ。賢いですよ。一度読んだ本を全部記憶するくらいね」

　それは誇張ではなく本当の話。弟は図鑑だろうが、一度読めば覚えてしまう。

　絢斗の話を聞いて、社長が楽しげに笑う。

「お前みたいだな。将来うちの会社に入ってほしいものだ」

　社長は歩のことを志乃さんから聞いていたらしい。

　しばらくすると菊池さんが手配してくれたお寿司が届いて、社長と絢斗と私の三人は終始和やかな雰囲気で食事をした。

「正月はぜひ歩くんを連れてうちに来てくれ。テレビゲームを買ってね、歩くんとプレイするのを楽しみにしてるんだ」

　子供のために高いものを躊躇なくポンと買ってしまうのは、血筋なのかもしれない。

「そういうところ、絢斗さんにそっくりです」

　社長が子供のように目を輝かせるのを見て、クスッと笑った。




「それではよいお年を」

　社長たちとランチを食べた後、部に戻って仕事と掃除を済ませた。

「来年は芹沢さんの名字変わってるかもしれませんね」

　最後にみんなに挨拶をして帰ろうとしたら、木村くんにからかわれた。

「確実に変わるわよ。相手は副社長だもん。今日の峯岸さんの件で社員たちにも美鈴が婚約者だって広まったし」

　咲も木村くんに同調してふふっと笑う。

「もう本当にやめてよね」

　ふたりをじっとりと見て注意すると、会社を後にした。

　マンションには帰らず、タクシーに乗って阿佐ヶ谷の保育園に向かう。先日園から電話があって、歩の荷物を取りに来るように言われたのだ。

　退園の手続きは絢斗のマンションに引っ越してすぐに書類を郵送して済ませたので、荷物も送ってもらおうと思ったが、やはりお世話になった保育士の先生たちに直接お礼が言いたくて取りに行くことにした。

　絢斗は今夜は役員たちと飲み会があるらしい。

　保育園に着くと、保育士の先生と最後の挨拶をした。

「歩くんが使っていた道具箱と園の子たちが書いた手紙です」

　笑顔で荷物を受け取り、礼を言う。

「ありがとうございます。今までお世話になりました」

　深々と頭を下げると、園を後にし、以前住んでいたアパートに歩いて向かった。

　鮫島の件があってから、アパートには一度も足を運んでいなかった。解約や引っ越しの手続きは絢斗がしてくれたから、私と歩が住んでいた部屋には新しい住人がいるかもしれない。それでも最後にもう一度見ておきたかった。

　アパートに着くと、自分が住んでいた部屋を見て懐かしく思った。

　誰が見ても粗末なアパートだけれど、私にとっては思い出のある家。

　もうここに戻ることはない。

　踵きびすを返して帰ろうとしたら、誰かに背後から口を塞がれ、驚きで思わず目をカッと見開いた。

「よくも俺を警察に引き渡してくれたな」

　耳元に響く憎悪に満ちた低い声を聞いて背筋が凍った。

　鮫島……！　もう釈放されたの？

「警察の隙をついて脱走してきたんだが、まっすぐにここに来て正解だったぜ。お前をどうしてくれようか？」

　脱走……？　まるで悪夢を見ているかのようだ。

　最悪の事態に身体がブルブル震えだした。

　油断していた。まさか今になって現れるなんて……。

「お前を味わってから風俗に売り飛ばしてもいいな」

　鮫島の生温かい息が首筋に当たり、恐怖を感じた。

「う……うっ」

　助けを呼ぼうとしても口を塞がれていて、叫べない。

　ならばと、手を振り上げて抵抗しようとしたら、腕を強く押さえつけられた。

　絶体絶命――。

　そのまま脇道に引きずられていく。どんなにもがいても彼から逃れられない。

　脇道を少し進んだ先には、樹木が生い茂った人ひと気けのない神社がある。

　このままだと私……鮫島に襲われる。誰か……助けて。

　誰か……。絢斗！

　彼の顔が頭に浮かび、心の中で必死に叫ぶ。

　ここにはいないとわかっているのに、声だって出せないのに、助けを求めずにはいられなかった。

「うっ……い……や！」

　渾こん身しんの力を振り絞って鮫島の脇腹を叩くが、彼は顔をしかめただけであまりダメージを受けていなかった。

「暴れるな！」

　鮫島が怒って私に向かって拳を振り上げる。

　殴られる！

　とっさにそう思って目をぎゅっと瞑ったら、「うっ！」と鮫島の呻き声がして、誰かに抱き寄せられた。

「美鈴！　大丈夫か！」

　絢斗の声がして目を開けると、彼が私の顔を心配そうに覗き込んでいて、思わず彼の腕を強く掴んだ。

「絢斗……」

　来てくれた。私……助かった？

「もう大丈夫だから。どこも怪我してないか？」

「大丈夫」とそれだけ答え、大きく息をする。

　目の前には鮫島が転がっていて、菊池さんが「こらこら動くな」と背中を足で踏みつけていた。

　ふたりが現れなかったらどうなっていたか。

「絢斗……どうしてここに？」

「警察から鮫島が脱走したって連絡があって、美鈴は今日保育園に寄るって言ってたから妙な胸騒ぎがして来てみたんだ。無事でよかった」

　絢斗が安堵した様子で私を強く抱きしめる。

　彼の温もりが伝わってきて、ホッとしたのか不意に身体から力が抜けた。

「あっ……」

「危ない！」

　くずおれそうになる私を抱き上げ、絢斗は近くに停めていた社用車に乗せる。

「警察が来るまで休んでいよう」

　彼の言葉に「うん」と頷いて車のシートにもたれても、外にいる鮫島が視界に入ってきて落ち着かない。それを察したのか、隣に座っていた絢斗が私を抱き寄せた。

「もう大丈夫だから、あいつのことは気にしなくていいよ」

　車内に運転手さんがいたが、絢斗にずっと抱きついていた。

　しばらく車の中で休んでいると警察がやってきて、菊池さんが鮫島を引き渡し、聴取を受けた。

　警察が引き揚げると、私たちは絢斗のマンションへ――。

　今日はいろんなことが起きてもうヘトヘト状態だったけれど、歩には鮫島のことは言わずに保育園でもらった手紙を渡して普段通りに振る舞った。

　だが、弟を寝かしつけてリビングに戻ると、涙がこぼれてきてしまう。

　私が泣いているのに気づいた絢斗が、私を抱き上げて寝室のベッドに運んだ。

「ううっ……」と嗚お咽えつを漏らして泣く私を、彼が優しく抱きしめる。

「怖かったよね。もうあいつはいない。大丈夫だから」

　私の背中をさすり絢斗が言葉をかける。

「こ、怖かった……。鮫島に襲われるんじゃないかって……」

　そんな不安を口にすると、絢斗は私に約束した。

「なにがあっても絶対に俺が美鈴を守るよ」

　その言葉を聞いて、不安や恐怖が徐々に消えていく。

　きっと絢斗の腕の中にいるせいだ。

　ここは私の安全地帯……。彼の腕の中なら安心だ。

「俺がずっと美鈴のそばにいるから」

　絢斗は私の目を見てそう告げると、ゆっくりと口づけた。

　愛情に満ち溢れた優しいキス――。

　それはまるで魔法のように私の心を癒やしてくれる。

「愛してるよ、美鈴」

　絢斗が私の瞼にもキスを落とした。

　身体が軽くなって、なんだかふわふわの雲の上にいるような感じがする。

　彼がいるからもう怖くない。

「私も愛してる」

　彼の胸に頬を寄せると、トクントクンと規則正しい心臓の音がする。

　その音を聞いていたらだんだん眠くなってきて、そのまま彼の腕の中で眠りについた。










彼の約束




「まあ、綺麗ですねえ。牡ぼ丹たんと菊の柄が映えて」

　志乃さんが私の着物姿を見て頬を緩める。

　今、私たちがいるのは、絢斗のマンションの寝室。

　着つけをしてくれたのは彼女で、この真紅の美しい振り袖は、社長……絢斗のお父さまが私にプレゼントしてくれたものだ。

　絢斗は届けられた着物を見て微笑んでいた。

『もううちに嫁に来た気分でいるんだろう。それに、俺に温かい家庭を与えてやれなかった罪滅ぼしをしたいのかもしれないな』

　私がいることで、絢斗と彼のお父さまの仲が修復できたらいいと思う。

　私には父がいないから……。

　今日は元日。

　近所の神社に初詣した後は、絢斗の実家に歩も連れて挨拶に行くことになっている。

　仕事納めの日に峯岸さんが会社にやってきてひと波乱あったけれど、今は落ち着いている。

　あの事件の後、峯岸さんのご両親が絢斗の実家に『娘が迷惑をかけた』と謝罪しに来たらしいのだが、絢斗のお父さまは『謝罪する相手が違う』と言って追い返したらしい。

　峯岸さん本人がいなかったのも気に入らなかったようだし、私に謝罪しなかったことがお父さまの逆げき鱗りんに触れたのだろう。

　絢斗は、『今後峯岸さんは会社での地位を失い、彼女の父親も業界での評判を悪くしてダメージを負うと思う』と淡々とした口調で話していた。

　淡々とというか、彼も内心は腸はらわたが煮え繰り返るくらい怒っていたようだ。

　まあ、峯岸さんも不運だったと思う。経済界を牽引している一条親子を怒らせてしまったのだから。

　鮫島の方は勾留中で取り調べを受けているところ。警察署から逃走したことでさらに刑が重くなると絢斗が話していた。

　コンコンとドアをノックする音がして、志乃さんが返事をした。

「はい、どうぞ」

「準備できた？　あっ、すごく綺麗じゃないか」

　絢斗が入ってきてそう口にすると、彼の隣にいる歩もにっこり笑って私を褒める。

「美鈴姉ちゃん、すごく綺麗」

「ありがと」

　はにかみながら礼を言ったら、歩が私の手を握った。

「初詣行こう」

「うん」

　私が返事をすると、絢斗も私の手を握り志乃さんに声をかけた。

「では、志乃さん、またあとで」

「はい。もし美鈴さんの着物が着崩れたら、絢斗さんが直して差し上げてくださいね」

　志乃さんの言葉に絢斗が笑顔で頷いた。

「ええ。わかってます。じゃあ、行こう」

　マンションを出ると、歩いて十分ほどの距離にある神社に向かう。

「雪が降らなくてよかったな」

　ふと空を見上げて言う絢斗の言葉に、笑顔で頷いた。

「本当に。絢斗と歩が晴れ男なのかもね。ふたりと一緒にお出かけすると、いつも晴れてるもん」

　大晦日の夜は寒くて雪がちらついていたのだけれど、今日は雲ひとつない快晴。

「うん。傘いらないね」

　歩が明るく笑って相槌を打つ。

　神社にはすぐ着いたが、三十段はありそうな石段があって、思わず苦笑いした。

「これはなにか試練なのかしら？」

「この神社、石段があったのか。タクシー捕まえて別の神社に行く？」

　絢斗が気遣うが、「ありがと。でも上ってみる」と拳を作ってみせた。

　これを上りきったら絢斗と一緒にいる自信に繋がるかも。

「美鈴姉ちゃん、体力ないのに大丈夫？　無理しない方が」

　少し心配そうな顔をする歩に絢斗も同意する。

「確かに美鈴は体力ないよね。無理しなくていいよ」

　そんな風に決めつけられては、なんとしても上りたくなった。

「とにかく行くよ」

　私が先に進むと、ふたりが後からついてくる。

　だが、着物姿では少し動くだけで、かなり体力も神経も使った。洋服とは違い、疲労が半端ではない。やはり大股で動けないせいだろう。

　十段上っただけで息が上がり、小休止した。

「美鈴、頑張れ」

「美鈴姉ちゃん、頑張れ～」

　絢斗と歩が私に大きく手を振ってエールを送る。

　一段一段ゆっくり上って残りあと十段。

　あ～、帯が緩みそう。

　息を整えてなんとか足を動かしていると、思わず身体のバランスを崩した。

「キャッ！」と叫んで後ろに倒れそうになる私を、絢斗がとっさに両手で支える。

「危ない！」

「あ、ありがと。落ちたら危なかった」

　後ろの石段を見て青ざめる私を、絢斗が抱き上げた。

「え？」

「ここからは共同作業ってことで」

　フッと微笑して、絢斗がスタスタと石段を上っていく。

「いつも言ってるだろ？　俺がそばにいるんだから頼ってよ」

「うん。ありがと」

　石段の一番上までたどり着くと、絢斗が私の着物を直した。

「絢斗兄ちゃんって細身なのに力持ちだね」

「美鈴は軽いし、俺は男だから」

　そう言葉を返す絢斗に、歩が羨望の眼差しを向ける。

「僕も絢斗兄ちゃんみたいに大きくなりたいな」

「歩、うちに来て背がかなり伸びたよ。これからいっぱい食べればもっと大きくなる」

　絢斗がそう言うと、弟は彼の目を見て明るく返事をした。

「うん」




　神社は参拝客でいっぱいだったが、二十分ほどで参拝の順番が回ってきた。

　お賽銭を投げ、三人並んで参拝する。

　みんなが健やかで幸せでありますように――。

　参拝を済ませると、お守りを買って、おみくじを引いた。

　歩はくじに強くて今年も大吉。

「歩、今年も絶好調だって。学業も絶好調。相変わらず強運だね」

　歩のおみくじを見て驚きの声をあげていたら、絢斗が私に目を向けた。

「美鈴はなにが出たの？」

「まだ怖くて見ていない。去年凶引いちゃって」

　おみくじをふたつ折りにして持っていたら、彼に奪われた。

「どれどれ。美鈴も大吉だよ。恋愛は【この人となら幸福あり】だって。この人って誰だろうね？」

　絢斗がニヤニヤしながら私をからかってきたので、思わず彼の腕を軽くつねった。

「もう！　知りません」

「痛た……」と言っているが、絢斗は笑っている。

「絢斗兄ちゃんはなんだったの？」

　歩が背伸びして絢斗のおみくじを見ると、絢斗は小さく笑って言った。

「大吉だったよ」

「みんな同じだね。なんか結婚って書いてあるけど？」

　絢斗のおみくじをジーッと見て弟が問いかけると、絢斗が優しく説明する。

「ああ。ちゃんと好きだと相手に言って結婚しなさいって書いてあるんだ」

　また私をからかってる。

「そんな適当なことを……あっ！」

　冗談かと思って彼のおみくじを見たら、恋愛の欄に【愛情を告げ結婚せよ】と書いてあった。

「僕、今年はサンタさんに、美鈴姉ちゃんにかわいい赤ちゃんが生まれますようにってお願いしようかな？　甥おいか姪めい」

　どうやら弟の中でも私が絢斗と結婚するのは決定事項らしい。

「血縁上は甥か姪だけど、戸籍上は弟か妹だな」

「戸籍上？」

「うん。歩は一条歩になってもいい？　それで、俺が歩のパパになるんだ。もちろん、今まで通り絢斗兄ちゃんって呼んでくれていいよ」

　つまり、絢斗は歩を養子にすると言っているのだ。

　絢斗が歩のことをちゃんと考えてくれていたことに胸がじわじわと熱くなる。

「絢斗兄ちゃんが、僕のパパ……」

　歩はポツリと呟いて、絢斗の顔を瞬きもせず見ている。

　まだ歩はピンとこないのかもしれない。

「無理にパパって思わなくてもいい。俺は歩のお兄さんで、友達でもある。その関係は変わらない。でも、歩が俺の子になったら、今以上に守ってあげられるんだ」

　絢斗はしゃがんで歩の両肩に手を置く。

「僕とずっと一緒にいてくれるってことだよね？　僕、一条歩になるよ。絢斗兄ちゃんの子になりたい」

　絢斗をまっすぐに見据え、弟は自分の気持ちを伝える。

「全力で歩を守るよ」

　絢斗が歩を優しく抱きしめる。

「うん」

　歩は小さく頷いて、絢斗のコートをぎゅっと掴んだ。

　ふたりの姿を見て涙が出てくる。

　ああ、ついに歩にパパができるんだ。私には父はいなかったけど……。血が繋がっていなくても、愛があればそれで幸せになれるよね、きっと。

　涙で視界がぼやける。

　そんな私をいつの間にか立ち上がっていた絢斗が抱き寄せ、指で涙を拭った。

「美鈴は泣き虫だな」

「絢斗が……優しすぎるから……だよ」

　歩がいるのに涙を止められなかった。

「ごめんね。でも、これからもっと優しくするから」

　絢斗が私の頭を撫でながらそう言葉をかければ、歩も私の着物を掴んで約束した。

「僕も早く大きくなって美鈴姉ちゃんを守れるようにする」

　私って……幸せ者だね。

　愛するふたりにこんなにも大事にしてもらってる。

「絢斗も歩もありがとう」

　涙を拭いながら笑うと、絢斗と歩も微笑んだ。




　それからタクシーを拾って、広ひろ尾おにある絢斗の実家へ向かう。

　着いたのは午後六時過ぎで、空はすっかり暗くなっていた。

　彼の実家は閑静な住宅街にあって、石造りのスパニッシュ様式の三階建ての洋館。二メートル以上ありそうな高い壁に覆われ、鉄製の大きな門はヨーロッパの邸宅のよう。敷地は歩が通っていた保育園の二倍はありそうだ。

　絢斗の話によれば一条家は旧華族の家柄で、このお屋敷は昭和初期に建てられたものらしい。

「すごい。お城みたい」

　歩が驚きの声をあげれば、私も「うん。なんだか外国にいるみたいだね」と弟と顔を見合わせた。

　改めて絢斗が御曹司だと思い知るが、本人はこんな立派なお屋敷にも不満があるようで……。

「古いから住むには結構不便なんだ。だから祖父は老人ホームに入ってるし」

　絢斗の説明を聞いて、「なるほど」と納得してしまう。

「これだけ歴史ある建物だと、簡単にバリアフリーはできないよね」

　絢斗のマンションも豪華でビックリしたけれど、実家はさらにすごくて私の想像を超えていた。

　玄関前にロータリーがある家なんて見たことがない。広大な芝生の庭だってあるし、なんだか夢でも見ているみたいだ。

　車寄せの前でタクシーを降り、重厚な雰囲気の玄関に向かうが、もう建物の中に入る前から圧倒され、心臓がバクバクしていた。

　本当に場違いなところに来てしまったかも。

　ひとり苦笑いしていたら、玄関のドアが開いて、紺のワンピースの制服を着たお手伝いさんが私たちを出迎えた。

「お帰りなさいませ。旦那さまたちが和室でお待ちです」

　玄関に入ると、そのままお手伝いさんに和室に案内される。

「洋館なのに和室があるんだね。ちょっとビックリ」

　少し緊張しながらそんなことを口にする私を見て、絢斗が小さく笑った。

「この家を建てる時に、曾祖父がどうしても和室が欲しいって言って作らせたみたいだよ」

　一階の廊下の突き当たりに和室があって、お手伝いさんが「いらっしゃいましたよ」と襖を開けると、そこに絢斗のお父さまである社長と、もうひとり高齢の男性がいた。

　高齢の男性――それは、猫カフェの常連客の秀さん。社長が座卓の手前に、秀さんが奥に座って談笑している。その光景を見て、目を何度も瞬いた。

「え？　秀……さん？」

　どうしてここにいるの？

　思わず声に出して驚く私に、絢斗がおもしろそうに目を光らせながら説明する。

「奥にいるのが俺の祖父だよ。紹介する必要はないと思うけど」

「絢斗のおじいさま？」

　ということは、秀さんはうちの会社の会長なの？

　頭の中が真っ白。

　常々品のいいおじいさんだなって思っていたし、叔父さんから偉い人だと聞いていたから、それなりに名の知れた店のオーナーかなにかかとぼんやり思っていた。

　まさかうちの会社の会長だったなんて……。

「やあ、美鈴ちゃん、歩くん、待ってたよ。自分の家だと思って寛いでいいから。こっちへ来て食べよう」

　秀さんが穏やかな笑みを浮かべて手招きする。

　社長と会長にお会いしたらきちんと挨拶しようと思っていたのが、全部吹き飛んだ。

「すみません！　私……なにも知らなくて、あの……会長に失礼なことを」

　私が軽々しく口をきいていい相手ではない。

　あたふたしながら頭を下げて謝ったら、「美鈴ちゃん」と秀さんの優しい声が耳元でした。

　顔を上げると秀さんが目の前にいて、いつもの穏やかな顔で微笑んでいる。

「謝らなくていいんだよ。君の叔父さんには、私のことは内緒にしておいてほしいと頼んでいたからね。美鈴ちゃんには普通のじいさんとして接してもらいたかったんだ。とてもいい娘さんだし、ずっと一条家に嫁に来てくれたらと思っていたんだよ」

　秀さんの話を聞いて、胸がジーンとした。

「秀さ……ん」

　私のことをそんな風に思っていてくれたなんて……。

　父親はいなかったけれど、いろんな人に支えられてきたんだと改めて思った。

「今日の美鈴ちゃんは一段と綺麗だねえ。私が結婚したいくらいだよ」

　秀さんがそんな冗談を口にすると、絢斗が私の肩を抱いて言い返した。

「美鈴は俺のものなので他を探してください。さあ、美鈴、歩、座ろう」

「あっ、うん。明けましておめでとうございます」

　呆気に取られながら新年の挨拶をすると、歩も「明けましておめでとうございます」と礼儀正しく頭を下げる。

　私は秀さんに手を貸して奥に並んで座り、歩と絢斗は社長の横の席に着いた。

　座卓の上にはお寿司やカニすき鍋などの豪華な料理が並んでいる。

「クリスマスに猫カフェで会った時に教えてくれたらよかったのに」

　まだどこか信じられない思いでポツリと呟いたら、絢斗が謝った。

「ごめん。勝手に正体をバラしたらじいさんにうるさく言われると思って」

「まあ、絢斗を責めないでやってくれんか、美鈴ちゃん。あっ、そうだ。歩くん、お年玉だよ」

　秀さんがご祝儀袋に入ったお年玉を歩に差し出す。

「かわいいポチ袋じゃなくてすまないね」

　秀さんがそう言って謝るが、そのご祝儀袋の厚さを見てギョッとした。

　普通、五歳の子なら五千円でも多いくらいなのに、いったいいくら入っているのか。中を見るのが怖い。今朝だって絢斗が『歩、お年玉だよ』と言って五万円渡したのだ。

　歩は私の方をチラッと見たが、絢斗に「受け取っていいんだよ」と言われ、ご祝儀袋を手にした。

「秀さん、ありがとう」

　ニコッと歩が微笑むと、今度は社長も「私も用意しているんだ」とこれまた分厚いご祝儀袋を出してきて、あたふたする。

「あの……もらいすぎです」

　丁重に断ろうとしたら、絢斗に止められた。

「好きにさせてやって。小さい子がいるのが嬉しいんだよ。それに、高級ワインに比べたら有意義な使い道だから」

　一条家の基準ってすべてワインなのだろうか。

　秀さんも社長も絢斗の発言にうんうん頷いている。

　その後、和やかな雰囲気で食事を楽しみ、社長が用意した最新のゲーム機でゲーム大会――。

　もっと緊張すると思ったが、一条家の人々が歓待してくれて嬉しかった。

　家族ってこんな感じなのかな。みんなで鍋つついて、ゲームをして笑って……。

　志乃さんをはじめとするお手伝いさんもみな親切で、居心地よく感じた。

　夜の十時過ぎには歩も疲れてうとうとしだし、そんな弟を絢斗が慣れた手つきで抱っこして秀さんと社長に告げる。

「それじゃあ、今日は帰るよ」

「今日はありがとうございました。とても楽しかったです」

　私も別れの挨拶をすると、社長に「また遊びに来なさい」と声をかけられた。

　秀さんも「もう美鈴ちゃんは私の孫だからね」と言われ、笑顔で返す。

「ありがとうございます」

　ふたりが玄関まで見送りに来てくれて、タクシーで私たちは絢斗のマンションに帰った。もう半分寝ている歩を、絢斗が寝室に運んで寝かせる。

「おやすみ、歩」

　絢斗が弟の頭をクシュッとし、私は額にチュッとキスをする。

　すると、すぐに寝息が聞こえた。

　ゲームに夢中になっていたから、かなり疲れたんだと思う。

　絢斗と歩の寝室を出ると、リビングに向かいながらクスッと笑った。

「今までで一番素敵なお正月かも。やっぱり賑やかなお正月っていいね」

「うちも今までは賑やかじゃなかったよ。でも、じいさんも親父も喜んでいたし、いい刺激になったんじゃないかな。緊張することなかっただろ？」

　絢斗に聞かれ、少し苦笑いしながら答える。

「秀さんが絢斗のおじいさまと知って驚いたけどね」

「人ってどこで繋がっているのかわからないな」

「まだ今どこか夢見心地。寝て起きたらアパートだったらどうしよう」

　今がすごく幸せで時々不安になる。

「アパートは解約しちゃったし、もう美鈴の家はここしかないよ」

　絢斗が私の肩を掴んで抱き寄せる。

「うん」

　絢斗の背中に腕を回して頷くと、彼が身を屈めて私の唇にキスを落とす。

　思いやりに満ちたそのキスに心が温かくなる。

　彼の口づけで、これは現実だって実感できた。




「どう、美味しい？」

　できたばかりのブラウニーを歩に味見してもらう。

「うん。お店のみたいに美味しい。絢斗兄ちゃんもきっと美味しいって言うよ」

　ブラウニーを食べて弟がにっこりする。

　今日は二月十四日、バレンタインデー。

　絢斗は接待で遅くなるので、歩と夕飯を食べた後、ブラウニーを作った。

　本当は昨日の夜作るはずだったが、うっかり材料の一部を買い忘れてしまったのだ。

「よかった」

　歩の感想を聞いてホッとする。

　バレンタインデーって今まで弟のためにしかチョコを作らなかったけど、今年は違う。

　絢斗、喜んでくれるだろうか？

　そういえば高校の時、たくさんの女の子が彼にチョコを渡そうとして、みんな断られていたような……。さすがに、私があげるものを突き返されることはないだろうけど、こうしたイベントはあまり好きではなかった気がする。

　やっぱり絢斗に渡すのはやめようかな。

「美鈴姉ちゃん、どうしたの？」

　歩が怪訝そうな顔をするので、笑ってごまかした。

「ううん、なんでもないよ」

　その後弟を寝かしつけるとキッチンに行き、ラッピングしたブラウニーをしばし眺める。

　彼は甘いものはそんなに好きではない。やっぱり渡すのはやめよう。

　女子高生みたいにはしゃいで作って恥ずかしい。まあ、歩が喜んで食べてくれたからそれでよしとしよう。

「証拠隠滅」

　ラッピングの封を開けてブラウニーをパクッと口にする。

「うん。初めてにしてはうまくできた」

　クスッと笑うが、夜中にひとりで食べるのはちょっと虚しい。

　日付もあともう少しで変わる。

　結局、絢斗になにもできずにバレンタインデーが終わりそう。

　もうひと切れ口に入れたら、玄関のドアが開く音がした。

　あっ、絢斗が帰ってきた！

　慌ててゴクッと飲み込んだら、喉に詰まってむせた。

　コップに水を注ぎ、ゴクゴク飲んで苦しいのは治まったが、まだブラウニーは残っている。とりあえず、再び封をして冷蔵庫に入れようとしたら、キッチンに絢斗が現れた。

「なにやってんの？」

「お、お帰り。なんでもないよ」

　とっさにブラウニーを後ろに隠して絢斗に目を向けると、彼は私に近付いてじっと見据える。

「咳せき込んでなかった？」

「あ、ああ。ちょっとね。だから水飲んでた」

「家の中が甘い匂いがするのは？」

「歩がお菓子食べたからかなあ？」

　絢斗が納得するような言い訳を口にするが、目が泳ぐ。

「ふーん、じゃあ、美鈴の口にチョコみたいなのがついてるのは？」

　絢斗が手を伸ばして私の口元を指で拭ったかと思ったら、その指をペロッと舐めて……。

「これだけじゃ味がわからないな。なに隠してるの？」

「本当になんでもないの。気にしないで」

　絢斗の顔が近い。しかも、目がキラッと光ってる。

　首を左右に振って否定するが、彼は引き下がらない。

「すっごく気になる。教えてくれないなら、自分で確認するまでだよ」

　ニヤリとして彼が私の唇を奪う。

「んんっ……」

　くぐもった声をあげたらすかさず絢斗が舌を入れてきて、隠し持っていたブラウニーがボトッと床に落ちた。

　だが、彼は構わずキスを深め、口内の探索を続ける。

　口の中が熱い――。

　身体の力が抜けて腰が抜けそうになる私を支え、彼は床に落ちたブラウニーに目を向けた。

「ああ、そうか。今日はバレンタインだっけ」

　絢斗はブラウニーを拾い上げて尋問を続ける。

「なにを隠してるかと思えば、俺に作ったの？」

「そうだけど、いいの。勢いで作っちゃったけど、絢斗バレンタインとか苦手でしょう？　これは私と歩で食べるから」

　ブラウニーを受け取ろうと手を差し出しても、彼は返してくれない。

「美鈴が作ったのなら食べるよ。味が俺好みなのはキスしてわかったし。ありがとう」

「絢斗、そんな無理しなくても」

「無理してない。俺からもプレゼントがあるんだ」

　甘い目で微笑む彼はブラウニーをテーブルに置くと、私を連れてリビングに移動し、ソファに座らせる。

「どうしたの？」

　首を傾げて絢斗に尋ねると、彼はスーツのポケットから真紅の小箱を取り出し、ふたを開けた。

　そこにあったのは、キラキラと光るダイヤの指輪。なめらかなプラチナの台座にダイヤが埋め込まれていて、シンプルなデザインながらもとてもエレガントで美しい。

「絢斗……」

　驚く私の左手を掴んで、彼は薬指に指輪をゆっくり嵌めていく。

「芹沢美鈴さん、僕と結婚してください。返事は『はい』しか受けつけないからね」

　悪戯っぽく微笑みながら、絢斗がプロポーズする。

　もう彼の父親や祖父に紹介され、結婚式も今年の六月と決められ外堀をすっかり埋められた状態だったけれど、こうして婚約指輪をもらってプロポーズされると感極まってしまい、言葉がなかなか出てこなかった。

　私……本当に絢斗と結婚するんだ。

　私生児だし、歩もいたから、結婚は無理だって諦めていた。

　でも、そんな私を彼は受け入れてくれて……。

　涙がスーッと頬を伝う。

「美鈴といる時は、ハンカチ常備しておかないとね」

　ハンカチを出して絢斗は私の涙を拭う。

「絢斗が私を泣かせるんだもん」

「泣かせるつもりはないんだけどね。それで、返事は？」

「はい。絢斗のお嫁さんにしてください」

　絢斗の目をまっすぐに見て伝えたら、彼がとても嬉しそうに目を細め、私を包み込むように抱きしめた。

「一生大切にするよ、美鈴も歩も」

　彼の言葉に幸せを噛みしめながら頷く。

「うん。私も絢斗を一生大切にする」

　絢斗にそう誓ったら、彼は極上の笑顔を見せた。

「その言葉、忘れないでよ」

　スーツの内ポケットから、彼はある書類を取り出して私に見せる。

　それは婚姻届だった。

　すでに夫になる人の欄と証人欄には署名・捺印がされていて、思わず目を見張った。

「証人欄に叔父さんとお義父さまのサインがあるけど、いつの間に？」

「実は今日は接待じゃなくて、美鈴の叔父さんに会ってたんだ。それで遅くなってね。式は六月だけど、もう一緒に住んでいるし、早く籍だけでも入れておきたくて」

　毎日忙しいのにそこまで考えてくれた彼の気持ちが嬉しかった。

「婚姻届……見るの初めて」

「まあこれが最初で最後になるから、よく見ておいて。あとは美鈴が署名してくれればいつでも出せるよ。ちなみに、明日のお昼は菊池に言って予定を空けてあるから」

　絢斗の言葉にクスッと笑う。きっと菊池さんに無理を言ったに違いない。

「絢斗って意外にせっかちかも」

「心外だな。早く美鈴を奥さんにしたいだけだよ。美鈴がいいなら、明日のお昼に区役所に行って婚姻届を出してこよう」

「うん」

　指輪と婚姻届を見て、いよいよ結婚が現実のものに思えてきた。

　不安がないと言えば嘘になるけれど、今は一条美鈴になる覚悟ができているし、絢斗がそばにいるからなにがあっても乗り越えられる。

　ふたりいれば……ううん。歩も入れて三人。私たちは家族になります。

「明日の朝になったら、歩に結婚するって報告しないとな」

　絢斗は私を見つめ、とても嬉しそうに微笑んだ。
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今、とっても幸せです




「叔父さんとヴァージンロードを歩く日が来るなんてね」

　式の本番を前に、いつになく顔が強ばっている叔父を見てクスッと笑う。

　今日は私と絢斗の結婚式。

　場所は都内にある教会――。

　六月中旬で天気が心配だったが、うちには絢斗と歩という最強の晴れ男がふたりもいて雲ひとつない快晴。

　すでに絢斗と籍は入れていてもう彼の奥さんになったけれど、結婚式はやはり厳粛な気持ちになるので、昨日の夜はなかなか寝つけなかった。

　今、私と叔父は教会の扉の前で出番を待っている。

　私が着ているのは、海外の有名デザイナーに作ってもらった総レースのウエディングドレス。プリンセスラインでとても華やかで美しい。

　私の後ろでは白いタキシードを着た歩が、ドレスの裾を持ってくれている。

「お前の花嫁姿見て、やっと肩の荷が下りたわ」

　黒いスーツに身を包んだ叔父が温かい目で微笑む。

「いろいろ面倒かけちゃってごめんね。それにしても、髪の毛、黒に染めちゃってよかったの？」

　深紅の髪だったのに、叔父は数日前に黒に戻した。

「黒もセクシーって女の子たちに評判なんだな」

　どこか自慢げに話す叔父の言葉を適当に聞き流す。

「はいはい、そうですか。叔父さんも、いい子がいたら結婚してよ」

「まあそのうちに。俺のことはいいから、お前は幸せになれよ」

「すでに幸せです」

　叔父とそんなやり取りをしているうちに緊張が解れてきた。

　教会の扉が開き、背筋を正して正面を見据える。

　祭壇までまっすぐに延びた赤いヴァージンロード。

　クラシカルで綺麗なステンドグラス。

　目に映る光景は、とても幻想的で美しい。

　祭壇の前にはダークグレーのタキシードを着た絢斗がいて、私を見て笑みを浮かべている。

　今日の彼は、いつも以上に輝いて見えた。

　スーッと息を吸うと、叔父とともに一歩一歩ゆっくりとヴァージンロードを歩く。

　なんだか身体がふわふわしていて夢を見ているみたい。

　式に参列しているのは、身内や友人、親しい同僚。この後の披露宴は財界の大物が集まるようだが、式は内輪でやろうという話になったのだ。

　私の方は親族が少ないので、咲や咲のご両親、それに木村くんも呼んでいる。

　去年の今頃は、まさか自分が結婚するなんて思ってもみなかった。

　私がこうして絢斗と結婚できたのは、彼と引き合わせてくれた叔父や菊池さんのお陰だと思う。

　祭壇の前まで行くと、叔父が私を絢斗に託した。

「あとは頼んだ」

「ええ」

　ふたりは親しげに微笑みを交わす。

　ドレスの裾を持ってくれていた歩は叔父の手を取ると、口パクで私に「しっかりね」と言ってから親族席へ向かう。

　ここからいよいよ本番。

　軽く深呼吸すると、横にいる絢斗が私の手を握ってきた。

「大丈夫だよ」

　私にだけ聞こえるように言って、彼は正面に目を向ける。

　彼の手をぎゅっと握って賛美歌を歌っていると、次第に涙が込み上げてきた。

　今日は泣かないって決めたんだから。せっかくの化粧が落ちちゃう。

　必死に涙をこらえていたら、絢斗がそんな私に気づいて今度は腰に手を回してきた。

「いいよ、我慢しなくて」

　彼の優しい言葉にコクッと頷く。

　多分、絢斗にとってはハプニングではなく、想定内なのだろう。

　聖書の朗読も絢斗に身体を支えてもらいながら聞いて、宣誓が始まって……。

「汝なんじ、健やかなる時も、病める時も……愛することを誓いますか？」

　牧師に問われると、絢斗は式の流れを無視し、ヴェールを上げて私の涙を指で拭いながら答える。

「はい、誓います」

　彼は甘い微笑を浮かべていた。

　その笑顔を見たらなんだかホッとして、私もつられて微笑んだ。

「汝、健やかなる時も、病める時も……愛することを誓いますか？」

　今度は私の番になり、彼を見つめながら神様に誓う。

「はい、誓います」

　一度は諦めた幸せ。歩が成人したらひとりで暮らしていこうと、絢斗と両思いになるまでは考えていた。

　でも、私を助けてくれる人たちがいたから、こうしてずっと好きだった人と結婚できた。

　叔父さん、歩、菊池さん、木村くん、それに咲……。

　ここにいるすべての人に見守られ、今私はここに絢斗と立っている。

　みんなにありがとうって言いたい。

　これから私と絢斗はずっと一緒にいる。

　夢だった生活が現実になって、一日一日がすごく楽しい。

　だから、神様とみんなに誓います。

　絢斗といる一分一秒を大切にして、彼と幸せになります――。

　心の中でそう誓ったら、絢斗が顔を近付けてきてゆっくりと口づける。

　もう感無量でまた涙が出てきて、そんな私を絢斗が当然のように抱き寄せた。

　歩とふたりで暮らしていた時は、涙なんてほとんど流したことがなかった。強い自分でいなければ……と無理をしていて、弟の前で泣くなんて許されないと思っていたのだ。

　でも、今は違う。ありのままの自分でいい。

「美鈴、感動しすぎ」

　クスッと笑う絢斗の目は愛情に満ちている。

　もうひとりで頑張らなくていい。

「一生に一度だから」

　絢斗の目を見つめて微笑んだら、彼が小さく頷いた。

「俺も美鈴があまりに綺麗で感動してる」

　彼の瞳には私が映っている。

　きっと私の目にも絢斗の姿がくっきり映っているに違いない。

　彼とこれから何十年も一緒に歩いていく――。




「もう足がクタクタ。ルーブル美術館広すぎ」

　感動的な結婚式が無事に終わり、その二日後には、私と絢斗はパリにハネムーンに来ていた。

　ちなみに歩は絢斗の実家でお留守番。

　本当はハネムーンは考えていなかったのだけど、お義父さまと歩が計画して私と絢斗にプレゼントしてくれたのだ。

　エッフェル塔、凱がい旋せん門もん、セーヌ川、ルーブル美術館……それに白を基調とした石造りの街並み――。もうパリに漂う空気でさえ素敵に思える。

「美鈴は運動不足なんだよ。そこのカフェで休んでいこう」

　カフェのテラス席にふたり並んで座り、私も絢斗もカフェオレを頼む。

　考えてみたら、彼とこんな風に過ごすのは初めてだ。

「あっ、これってデート？」

　好きな人と一緒に歩いて、美術館に行って、カフェでおしゃべり……。

　しかも場所は私の憧れの街パリ。最高の贅沢だ。

「まあ、デートだね。ハネムーンでもあるけど」

　甘い目で微笑む彼を見てドキッとした。

「歩がいないのが、変な感じ」

　照れ隠しにそんなことを言うと、絢斗がクスッと笑いながら意地悪な質問をする。

「歩いなくて寂しい？　俺だけじゃ足りない？」

「そんなことない。でも、歩がいつも一緒にいたから」

　絢斗が少し拗ねた顔をするから、彼の腕を掴んですぐに否定した。

「今頃、親父にいろいろ連れ回されてると思うよ。親父、歩を溺愛してるから」

　そうなのだ。お義父さまは歩を本当の孫のようにかわいがってくれていて、歩もそんなお義父さまを慕っている。

「みんな歩をかわいがってくれて嬉しい。菊池さんも最近よく歩に本とかお菓子を買ってくれるの」

「菊池の場合は先行投資かもしれないな。歩、将来社長になるかもしれないから」

　絢斗の話を聞いてクスクスと笑う。

「気の長い話だね。まだ歩は五歳だよ」

　最近、歩は絢斗の仕事に関心を持ったようで、自分から『僕、英語を勉強する』と言いだした。絢斗を尊敬しているし、大きくなったらアイシージェーに入る可能性は否定できない。

「でも、そんな将来を考えると楽しいよ。歩が寂しくないよう俺たちも弟か妹を作ってあげないとね」

　絢斗の発言を聞いて、ボッと火がついたように顔が熱くなる。

「絢斗……もう、恥ずかしいことさらっと言わないで」

　ハネムーンということで、私の方もその話題には敏感になっている。

「今年の歩のサンタへのお願いは美鈴の赤ちゃんだからね。俺の責任は重大だ」

　至極真面目な顔で話す彼の背中をバシッと叩いた。

「エネルギー問題みたいに真剣に言わないで」

「一条家ではエネルギー問題以上に重要だよ。美鈴は子供、何人欲しい？」

　彼に聞かれ、顎に指を当てながら考える。

「うーん、ふたりくらい？　絢斗は何人くらい欲しいの？」

　子供の話を彼とするのは初めてだ。

「何人くらいというか、美鈴に似た子が欲しいな」

　彼の返答を聞いて、少しはにかみながら返した。

「私は絢斗に似た子が欲しい」

「歩、俺に似てるよ」

　言われてみればそうでした。

　常々顔も性格も似ているなって思っていたのだが、前に絢斗に子供の頃の写真を見せてもらったら、歩かと思うくらい似ていてビックリした。

「確かに。血は繋がっていないのにすごいよね」

　彼と目を合わせて微笑みを交わす。

「美鈴は歩で赤ちゃんのお世話慣れてそう」

「うん。なんだか歩にミルクあげてた頃が懐かしい。赤ちゃんの頃の歩ってお肌がぷにぷにしててすごくかわいかったの」

　絢斗にも見せてあげたかったな。

「そんな話されると、今すぐ赤ちゃん抱きたくなるな」

　絢斗がテーブルに片肘をつきながら私の髪を一房掴んで弄もてあそぶ。

　彼が私を見つめるその目もとてもセクシーで、私の心臓の鼓動が速くなってきた。

　普段はクールな彼だが、夜はとても情熱的な恋人に変貌する。

　絢斗……赤ちゃん作る気満々。

「だから、赤ちゃんは授かりものだよ」

　そんな簡単にできるわけではないことを伝えたら、彼の目が妖しく光った。

「でも、コウノトリは運んでこないよ。ちゃんと愛し合わないとね」

　絢斗が私に顔を近付けて唇を重ねてきた。

　あまりに自然にキスしてきたので止めようという気も起きなかったが、ここがカフェということを思い出してハッとする。

「あ、絢斗……人がいるのに恥ずかしいよ」

　動揺しながら文句を言うが、彼は余裕の笑みを浮かべた。

「ここは恋人の街パリだよ。キスしてるのは俺たちだけじゃない。周りを見てごらん」

　絢斗に言われて周囲を見回すと、確かにあちこちでカップルがキスをしている。

　日本では目立つだろうが、パリだと風景の一部という感じで違和感も不快感もない。

「で、でも、人に見られるのは抵抗あるよ……」

　ゴニョゴニョと口ごもる私を見つめ、彼は私の頬に手を添えた。

「大丈夫。風景と一緒。誰も俺たちのキスなんか見てないよ」

　フッと微笑して絢斗は再びゆっくりと口づける。

　クチュッと水音がしたかと思ったら、彼が私の下唇を甘噛みしてきた。

　どんな美味しいスイーツよりも彼のキスは甘くて、身体が蕩けそうになる。

　もっと彼にキスしてほしい。

　身体が熱くなってどこか夢見心地の私。

　絢斗の首に手を回したら、彼が突然キスを終わらせた。

「こらこら俺を誘惑しないの。今夜は寝かさないから、覚悟して」

　その宣言を聞いて、私が茹でダコみたいに顔を赤くしたのは言うまでもない。

　パリでの夜は熱く、いつ就寝したのか記憶にないほどだった。




　ハネムーンから戻って二カ月経った頃、私は絢斗の子供を身み籠ごもり、次の年の三月に女の子を出産した。

　赤ちゃんの名前は絢斗と歩と私の三人で考え、瑠る璃りに決めた。

　たまたま歩が鉱物図鑑を見ている時に、『ラピスラズリって幸運を招く石なんだよ』と絢斗が話していて、それなら和名の瑠璃を赤ちゃんの名前にしたらということになったのだ。瑠璃という名前には、幸せになってほしいという私たち家族の思いが込められている。

「瑠璃ちゃん、美鈴先輩にそっくりでかわいいですね」

　私が抱っこしている娘を見て、木村くんが頬を緩める。

　彼は菊池さんと一緒に、産院にお見舞いに来てくれた。

　今、木村くんは絢斗の第二秘書をしている。絢斗が木村くんを気に入って、『俺の秘書になってほしい』と口説き落としたらしい。

　木村くんは頭の回転も速く、人当たりもいい。最近知った話だが、峯岸さんの件があった時、絢斗を呼んでくれたのは木村くんだった。それで余計に絢斗は彼を自分のそばに置きたくなったのだろう。

「恋人なんか作ったら、副社長が冷ややかに排除しそうだな」

　菊池さんがニヤニヤしながら絢斗を弄るが、絢斗は何食わぬ顔で返した。

「俺がしなくても、歩がやってくれるから安心だ」

　穏やかな笑みを浮かべながら、絢斗は瑠璃の手を優しく握っている歩に目を向けた。

「うん。悪い虫は近付けさせないよ。絶対にね」

　ニコリと笑って断言する歩の顔を見て、ゾクッと寒気がする。

　絢斗の代わりに容赦なく悪い虫を駆除しそう。

「歩くん、副社長によく似てるね。ある意味、副社長よりも怖いかも」

　歩を見て木村くんが苦笑しながらそんな発言をすれば、菊池さんも深く頷いた。

「確かに」

　周囲がそんなトークをしていても、瑠璃はすやすや眠っている。

　私が心配しなくても、この子はうまく立ち回るだろう。

　なんといっても絢斗の子だもの。

「お前たち、言いたい放題だな。将来出世したいなら、言葉に気をつけたほうがいい」

　絢斗がにこやかに釘を刺し、瑠璃の頬をそっと撫でると、娘はパチッと目を開け、パパを見てニコッとした。

「今、笑ったね。天使みたい」

　歩が少し興奮した様子で瑠璃を見つめる。

「歩も赤ちゃんの頃、こんなだったよ」と教えてあげるが、歩は小さく頭を振った。

「瑠璃の方がかわいいよ。僕、毎日お世話するね」

　弟の言葉を聞いて、絢斗は優しく微笑した。

「瑠璃は幸せ者だな。こんなに素敵なお兄さんがいるんだから」

　きっと瑠璃はたくさんの人に愛されて、歩のようにいい子に育つに違いない。

　あなたは私と絢斗と歩の大事な宝物よ。

　腕の中にいる娘に心の中で呟くと、優しく微笑んだ。










素敵な家族　―　歩side




「次、一条の番だが――まだ親御さん来てないな？　順番変えるか？」

　廊下に置いてある椅子に座って三者面談の順番を待っていたら、担任の先生が教室のドアを開けて顔を出した。

　先生の言葉を聞いて、腕時計を見ながら考える。

　今、時刻は午後三時五十八分。俺の面談の時間は四時からだ。絢斗兄ちゃんは時間にルーズではないが、渋滞にはまって遅れているのかもしれない。

「そうですね。順番を……！」

　順番を変えてくださいと言おうとしたら、絢斗兄ちゃんが息せききって現れた。

「すみません。一条です。遅れました」

　絢斗兄ちゃんが先生にニコッと微笑む。

　その顔は、とても三十九歳には見えない。出会った頃とあまり変わらない気がする。

　俺は一条歩、十七歳の高校二年生。

　十二年前に絢斗兄ちゃんと出会った時、俺の名字は芹沢だった。

　姉と彼が結婚すると同時に俺の名字も変わったのだが、一条の姓になってとても幸せな日々を送っている。

『全力で歩を守るよ』

　それは、絢斗兄ちゃんが美鈴姉ちゃんと結婚する前に俺に約束したこと。

　その言葉を聞いた時、俺はまだ五歳だったけれど、この人なら俺と姉を守ってくれると確信していた。

　俺は人の心が読める。正確に言うと、人の目線や仕草でなにを考えているのか、把握する能力に長けている。小さい頃から人を観察する癖がついていたからだと思う。

　人一倍警戒心が強く、初めての人間とはあまり話さない。そんな俺が初対面だった絢斗兄ちゃんに関心を持ったのは、彼が美鈴姉ちゃんを優しい目で見ていたから。

　今まで美鈴姉ちゃんと親しい男性なんて見たことがなかったせいもあるが、絢斗兄ちゃんは特別に感じた。

　俺が美鈴姉ちゃんといると、普通の男は俺を視界にも入れず、姉ちゃんを口説こうとする。俺のことをまっすぐに見てきたのは、彼が初めてだった。

　その目は曇りがなく、とても綺麗で、この人なら信頼できると思った。

　それに美鈴姉ちゃんが彼を意識していて、ただの知り合いではないと感じた。だから、もっと絢斗兄ちゃんのことを観察して知ろうと、会ったその日に彼の車に同乗させてもらったのだ。

　美鈴姉ちゃんは住んでいたボロアパートを見られるのが嫌で戸惑っていたけどね。

　絢斗兄ちゃんはあのアパートを見て、『大丈夫か？』って言いたげな顔をしてたっけ。

　同情というよりは、心から心配しているのがわかったから、この人なら美鈴姉ちゃんと結婚してもいいかも――そう思った。

　あの頃の俺は、美鈴姉ちゃんに旦那さんを見つけてあげようと必死だった気がする。

　俺が一緒にいたら、普通に恋なんかできない。

　俺は美鈴姉ちゃんがいて幸せだったけど、俺のせいで結婚できないなんて嫌だった。

　絢斗兄ちゃんは美鈴姉ちゃんを大事にしてくれるだろうか？

　そんなことを思いながら彼を観察し、美鈴姉ちゃんが弱っている時に助けに来るか試してみた。

【こんばんは。歩です。お姉ちゃんが熱を出して寝ています。病院にも行ってくれません。助けてください】

　絢斗兄ちゃんがくれた名刺にあった携帯番号にメッセージを送った。それで、なにも返事がなければ彼のことは忘れようと思った。

　だが、なぜだろう。彼は助けてくれるって確信していたんだ。

　そして予想通り彼は来て、絶体絶命の美鈴姉ちゃんと俺を助けてくれた。

　それからは、絢斗兄ちゃんがグイグイ姉ちゃんを攻めて、ふたりが両思いになって……そして、結婚。

　ふたりには小学生の女の子がひとりいて、美鈴姉ちゃんは今第二子を妊娠中。

　俺にとって絢斗兄ちゃんは父親であり、兄でもあり、それに親友でもある。実の子供ができてもその関係が揺らぐことはない。

　絢斗兄ちゃんにもらった名刺は、今も大事にとってある。俺の宝物だ。

「歩、悪いな。道が混んでて思ってたより時間がかかった」

　俺のそばに来て絢斗兄ちゃんは小声で謝る。

「大丈夫。時間ピッタリだよ。忙しいのにありがと」

「歩のためならいくらだって時間を作るよ」

　にこやかに微笑む彼と一緒に教室に入り、並んで先生の前の席に座る。

「はじめまして。担任の高たか野のです。一条くんはお父さんによく似ていますね」

　先生の言葉を聞いて絢斗兄ちゃんと目を合わせ、微笑みを交わす。

　俺の身長は百八十三センチ、髪は黒くセンター分けで、鋭角的な顔立ち。髪型だけは違うが、絢斗兄ちゃんと背は同じくらいだし、顔も似ている。

　血は繋がっていないけれど、昔から美鈴姉ちゃんに『歩は私より絢斗に似ている』と言われていた。

「「よく言われます」」

　フッと笑って言うと、絢斗兄ちゃんとハモッて、先生と三人で笑った。

「息がピッタリですね。えー、歩くんですが、アメリカ留学を希望でお変わりないですか？」

「はい。私の母校に進学を希望しています」

　絢斗兄ちゃんが先生の質問に穏やかな顔で答える。

「そうですか。お父さんの母校ならなにかと安心ですね。歩くんの学力なら、どこに行っても問題ないでしょう」

　先生が太鼓判を押し、面談の大半は絢斗兄ちゃんの留学時代の話で終わった。

　絢斗兄ちゃんと学校を出ると、彼の会社の車で広尾にある家に向かう。

　妹が生まれたタイミングで家を建てたのだ。

　閑静な住宅街でもひと際目立つ白い洋館で、絢斗兄ちゃんの実家にも近い。

　ふたりで家に帰ると、美鈴姉ちゃんと妹の瑠璃が出迎えた。

「お帰りなさい。面談どうだった？」

　美鈴姉ちゃんに聞かれ、「ただいま。ほとんど雑談だった」と答えながら、彼女の大きなお腹を撫でた。

　美鈴姉ちゃんは臨月で、今月末に出産予定。性別は男の子で、エコーの写真も見たが、すごく絢斗兄ちゃんに似ていた。

「歩は成績優秀だし、特に先生からのアドバイスもなく、俺がアメリカ留学した話で終わったよ」

　絢斗兄ちゃんがチュッと美鈴姉ちゃんの頬にキスをするが、これはいつものことなので特に妹も俺も驚かない。

「お兄ちゃん、待ってたの。算数わからなくて、教えて」

　玄関を上がると、栗毛色の長髪で母親にそっくりのまん丸の目をした瑠璃が、俺の手を掴んでリビングへ連れていく。

　瑠璃は来年の二月に中学受験があって猛勉強中。

　ソファの前のテーブルには算数のテキストがあり、妹は平面図形の問題を指差した。

「この辺の移動した面積を求めよって問題。図形の回転移動って苦手だよ、もう」

「ああ、これね。まずは図形が回転する様子を書くといい」

　ペンを手に取ってノートの端に図を書き、面積の求め方を瑠璃に教える。

「お兄ちゃん、図うまいよね。私が書くとうまくいかないの」

　俺が書いた図を見て、瑠璃がハーッと溜め息をつく。

「こんなの慣れだよ。平面図形は試験によく出るから、諦めずにちゃんとやること」

「試験の時にお兄ちゃんの頭貸して～」

　甘えてくる彼女の額を指で軽く突いた。

「こら、ちゃんと自分の実力で解かないと、入学してから苦労するよ。俺と同じ皇こう星せい中行きたいんだよね？」

「そうなんだけど。私には超難関」

　自信なさそうな顔をする瑠璃を元気づけた。

「瑠璃は他の教科はいいんだから、苦手な算数を克服すれば大丈夫。俺も夏休み集中して教えるから頑張れ。俺の妹なんだから必ず受かるよ」

「血縁的には姪だけどね」

　ふふっと笑う瑠璃がかわいい。

「まあどっちでもいいけど、私がもし受かったらご褒美が欲しいな」

　いっちょまえに上目遣いに俺を見る彼女をじっと見据えた。

「ご褒美ってなに？」

「ふたりで遊園地に行きたい。お兄ちゃん、そのうちアメリカに行っちゃうでしょう？」

　アメリカ留学が決まってから、瑠璃はなにかと俺に甘えてくるようになった。

　でも、こんな寂しそうな顔をされたらノーとは言えない。

「いいよ。美鈴姉ちゃんは赤ちゃんの世話で行けないだろうし」

「あっ、でもお兄ちゃんに恋人がいるならいいよ」

　瑠璃が変な気遣いを見せるので、ニコッと笑って返した。

「大丈夫。いないから」

「じゃあ、お兄ちゃんひとり占めできるね」

　俺にぎゅっと抱きついてくる妹の頭をポンポン叩いて約束する。

「はいはい、その日はなんでも瑠璃の言うこと聞くよ」

「絶叫マシンとかとことん付き合ってもらうからね」

　遊ぶ気満々の瑠璃に笑って釘を刺した。

「その前にちゃんと受かってね」

「……はい。お兄ちゃんて、優しいようで厳しいよね」

　じっとりと俺を見て瑠璃がそんな文句を言うと、美鈴姉ちゃんが俺の向かい側のソファに座って反論した。

「あら、歩は瑠璃にとっても甘いわよ。だって、塾で帰りが遅くなる日は、瑠璃を心配して迎えに行くもの」

「家に帰るの九時だし、女の子ひとりだと危ない道があるからね」

　美鈴姉ちゃんは身重で夜の外出は危険だ。それに、絢斗兄ちゃんも仕事で帰りが遅いから、迎えに行けるのは俺しかいない。

「あっ、そういえば、塾の友達の中にお兄ちゃんのファンがいるの」

　瑠璃が思い出したようにそんな話題を口にすると、絢斗兄ちゃんも姉ちゃんの横に腰を下ろしてクスッと笑う。

「歩、モテるからな」

「絢斗兄ちゃん、からかわないでよ。兄ちゃんだってうちの学校に来ると、女子が騒いでるよ」

　俺がやり返すように言うと、美鈴姉ちゃんがうんうん頷いた。

「それ見なくても想像がつく」

「他人事みたいに言ってるけど、姉ちゃんも俺のクラスの男子にモテてるからね」

　姉のことにも触れたが、本人は自分が美人という自覚がなくて真顔で否定した。

「それはないよ」

「いや。去年歩の文化祭に行ったら、男子生徒が何人も美鈴のこと見てたよ」

　絢斗兄ちゃんがそう指摘しても信じない。

「気のせいだよ」

「文化祭といえば……」

　絢斗兄ちゃんがなにか思い出したのかフッと笑う。

「文化祭がどうしたの？」

　俺が聞くと、絢斗兄ちゃんは美鈴姉ちゃんの方をじっと見て話を続けた。

「高校三年の時の文化祭でキャンプファイヤーの準備してたら、美鈴が熱で倒れて生徒会室に運んで看病したんだ。結局キャンプファイヤーは見られず、文化祭が終わると美鈴を寮まで送っていったんだよね」

「え？　自分で帰ったのかと思った」

　目をパチクリさせる美鈴姉ちゃんに彼は優しく言う。

「高熱だったから記憶にないんだよ、きっと」

「……ごめんなさい。いろいろ迷惑かけちゃって」

　美鈴姉ちゃんが申し訳なさそうに謝ると、絢斗兄ちゃんは楽しげに笑った。

「まあ、前日学校に泊まり込んで文化祭の準備したから、疲れが出たんじゃないかな。今となってはいい思い出だね」

「そういうのは早く忘れてください」

　少し頬を赤くする美鈴姉ちゃんを見つめ、絢斗兄ちゃんはニヤリとした。

「スキー合宿の時のは覚えてる？」

「あ～っ、それこそ忘れて～！」

　美鈴姉ちゃんがさらに顔を赤くして絢斗兄ちゃんの胸をボコボコ叩くが、彼は構わず彼女の失態を語る。

「誰かが悪戯で男風呂と女風呂の表示を変えて、俺が浴場に行ったら美鈴がいてビックリしたよ」

　なんだかすっかりふたりの世界。美鈴姉ちゃんは恋する乙女みたいな顔してるし、絢斗兄ちゃんもおもしろそうに美鈴姉ちゃんを弄っている。

　しばらくふたりきりにさせてあげよう。

　瑠璃とアイコンタクトをして二階にある俺の部屋に連れていく。

「お父さんたち、ホント仲いいよね。私、ああいう夫婦になりたいなあ。もう理想」

　俺のベッドに腰を下ろしてクスリと笑う彼女の言葉に、小さく頷く。

「確かに」

　相思相愛のふたりが羨ましい。

「お兄ちゃんも素敵な人見つけて結婚してよね」

「瑠璃もね」

　妹と目を合わせ、微笑みを交わす。

　俺も瑠璃もこれからたくさんの人と出会うだろう。

　そして、いつか運命の人と出会って……。

　絢斗兄ちゃんと美鈴姉ちゃんみたいな明るい家庭を築きたい。

　そう思った。




The end.










あとがき




　こんにちは、滝井みらんです。今回はいつもと趣向を変えて、本編では書けなかったあるシーンをお届けしますね。

　―エレベーターの中で―　木村優吾 side

木村　おはようございます。

（誰も乗らないと思ったら、副社長が乗ってたのか。まずった）

絢斗　おはよう。木村くんって言ったっけ？

木村　は、はい。原油外航部の木村優吾です。

（名前調べられてる。やっぱり芹沢さんと前話してたからだろうな。ああ～、俺はライバルじゃないですよって、今ここで声を大にして言いたい）

絢斗　このメガネ、美鈴に渡しておいてくれる？　朝慌ててて忘れていったんだ。

木村　あっ、はい。必ず芹沢さんに渡します。

（にこやかなこの笑顔が怖い。しかも、芹沢さんを下の名前で呼んでしっかり恋人アピール。俺の女に手を出すなって聞こえるんですけど……。俺、副社長と芹沢さんを取り合う気はないですよ。心からふたりを応援します！）

絢斗　よろしく頼むよ。……ところで、連絡先交換したいんだけど、いいかな？

木村　はい。もちろんです。

（……副社長にノーと言える心臓は持っていません。俺の連絡先聞いてどうするんですか？）

絢斗　ありがとう。もし美鈴になにかあったら、俺に知らせてほしい。

木村　わかりました。

（あれ？　俺、副社長に信頼されてる？　俺の心の声が聞こえた？　いずれにせよ、芹沢さん、すごく副社長に愛されてますね）

　え～、最後になりましたが、私が最も信頼し、いつも優しく支えてくださる編集部の鶴嶋さま、妹尾さま、また、とっても美麗なイラストを描いてくださった夜咲こん先生、厚く御礼申し上げます。そして、いつも応援してくださる読者の皆さま、心より感謝しております。

　素敵な時間となりますように！




滝たき井いみらん










妹にお膳立てされて ―　歩side




「副社長、そろそろ時間ですよ」

　書類に目を通していたら、木村さんに声をかけられた。

「もうそんな時間か」

　チラッと腕時計に目を向けると、午後六時半を回っている。

「瑠璃ちゃんを待たせると怒られますよ」

　穏やかな笑みを浮かべて俺に注意する彼の目を見て、小さく頷いた。

「確かに」

　俺は一条歩、二十七歳。

　アメリカの大学を卒業後、日本に帰国してアイシージェーに入った。

　平社員として働くつもりが、早く経営に加わってほしいという絢斗兄さんの強い要望もあって入社時から役員待遇。

　現在の役職は副社長で、絢斗兄さんの秘書だった木村さんが俺の補佐役についてくれている。

　ちなみに絢斗兄さんは社長で、その補佐役が菊池さん。

　昔から知っている人たちに囲まれているせいか、仕事がしやすいし、やりがいを感じている。

　パソコンの電源を落とし、デスクの周りを整理して副社長室を出ると、自分の車を運転して銀座に向った。

　地下の駐車場に車を停め、腕時計を見ながら近くの映画館まで走る。

「時間ギリギリだな」

　今日は妹と映画を観る約束をしていて、待ち合わせの時間は午後七時。

　アメリカから帰国して五年経つが、今はひとり暮らしをしていて、週末だけ実家で過ごしている。だが、妹の瑠璃は『そんなの寂しい』と文句を言ってきて、月に一、二回デートをしているのだ。

　俺が留学中は寂しい思いをさせたこともあって、妹の我儘はなんでも聞いてしまう。

　映画館の前に着くが、まだ瑠璃の姿はなかった。

「いつも時間に正確なのに珍しいな」

　そう呟きながらスマホを見たら、瑠璃からＬＩＮＥが届いた。

【お兄ちゃん、今日は結実ゆみの誕生日なの。私の代わりにお祝いしてあげて。そんでもってちゃんとモノにしなさいよ。今、結実同じゼミの子からアプローチされてるの。私のお膳立てを無駄にしないでね】

　瑠璃は今大学四年生で、結実というのは妹の同級生で親友。

　小さい頃から結実ちゃんのことは知っていて、アメリカから帰国後も妹と一緒に何度も食事をしている。

　社交的で明るい妹と違って引っ込み思案でおとなしいが、とても優しい子だ。

　瑠璃のメッセージを見て、ハハッと苦笑いしながら、【了解】と返事を送る。

　妹に謀られた。

　多分、瑠璃は俺が結実ちゃんに好意を持っていることを知っていて、お膳立てしたのだろう。

　妹の親友ということもあって今まで紳士的に振る舞っていたが、ライバルが現れたとなると話が違ってくる。

　これからはちゃんと親友の兄としてではなく、異性として見てもらわないとな。

　まずは誕生日のお祝いの手配……と。

　スマホで素早くリサーチして電話を二本かけ終わると、よく知った声が聞こえた。

「あれ？　歩さん？」

　顔を上げると、長い黒髪の女の子が立っていた。

　彼女が妹の親友の山本やまもと結実。

　小柄で人形のように目がまん丸で、今日はワインレッドのワンピースを着ている。

　そのせいかいつもより大人っぽく見えた。

「瑠璃を待ってるなら来ないよ。急用ができたみたいで俺がピンチヒッター」

　ニコッと微笑んで咄嗟にそう説明する。

　妹に謀られたとは言えなかった。

「そうなんですか？　瑠璃、私には全然連絡してこなくて。歩さん、お仕事ありますよね？私は大丈夫ですから」

　今の状況に戸惑いながら俺を気遣う彼女の手を掴んだ。

「もう映画のチケット買ってあるんだ。瑠璃じゃなくてがっかりだろうけど、俺で我慢して」

「我慢なんて……。私には贅沢すぎます」

　少し顔を赤くしながらそんな言葉を返す彼女がかわいい。

「本心で言ってるなら嬉しいけど。今日は大学の講義あったの？」

「いえ。大学には行ったんですけど、卒論の相談に行ってて」

　卒論か。その言葉、なんだか懐かしいな。

「就職活動もあるから大変だよね」

　そんな雑談をしながら、映画館に入った。

　先に飲み物を買い、ふたり分のチケットを映画館のスタッフに見せて席に着く。

「結実ちゃんはどんな職種を希望してるの？」

「実は……アイシージェーに入りたくて。でも、希望者が多くて、私には狭き門なんですよね。説明会に参加したんですけど、みんな有能そうで正直言って私が入れる気がしません」

　結実ちゃんは暗い表情で溜め息をつく。

　学校での成績は優秀なのに彼女は自己評価が低い。

　結実ちゃんの話を聞いて、これはチャンスだと思った。

「結実ちゃんの入りたい会社がうちだったなんてね。採用担当には俺から言っておくよ」

「え？　え？」

　大きく目を見開いてキョトンとする彼女に、わかりやすく説明する。

「形式的な面接はするかもしれないけど、俺の一存で結実ちゃんアイシージェーに入れるよ」

「それってコネですよね？　でも、歩さんを利用するようで申し訳ないです。ちゃんと試験を受けて……！」

　結実ちゃんの唇に指を当てると、優しく微笑んだ。

「俺もコネで入社してるから気にしなくていいよ」

　ホント、真面目な子だな。まあ、そこがいいのだが。

「でも……」と躊躇する彼女の気が変わらないよう強引に話を進め、ニコニコ顔で告げる。

「優秀な人材をよそに取られるのはうちにとっての損失だ。今ここで結実ちゃんの採用は決まったから」

　他の男に君を取られたくない。これからは俺のそばにいてもらうよ。

「損失って、私はそんな優秀じゃないですよ。でも、歩さんと同じ会社で仕事できるなんて嬉しいです」

　はにかみながら微笑む結実ちゃんの目を見つめ、彼女の手をそっと握った。

「俺もだよ」

「歩さん……」

　彼女が俺に手を握られてハッとした表情をするので、笑顔でスクリーンを指差した。

「ほら、映画が始まるよ」

　金曜日の夜ということもあって周りはカップルが多い。

　今夜観るのはアメリカのホラー映画で、手を握られただけで照れていた彼女だったが、映画を上映中は「キャア～」と声を上げて、俺にずっと抱きついていた。

　妹は「おおっ！」と面白そうに目を光らせてホラー映画を観るのに、結実ちゃんは違うんだな。

　これは役得。ホラー映画をチョイスした妹に感謝だ。

　多分、結実ちゃんが苦手なのを知ってて選んだのだろう。俺の妹だけあってなかなか気が利いている。

　映画が終わると、結実ちゃんが我に返って、パッと俺から離れた。

「わ～、歩さん、取り乱してしまってすみません」

　慌てる彼女を見て、クスッと笑みを浮かべる。

「大丈夫だよ。ホラー映画苦手だったんだね。次は違う映画でリベンジしよう」

「次って……？」

　結実ちゃんは俺の目を見つめて聞き返す。

「瑠璃には内緒でふたりでね。瑠璃がいるとまたホラー選びそうだから」

　悪戯っぽく微笑むと、彼女は嬉しそうに頬を緩めた。

「はい。あの……ちょっと化粧室に行ってきます」

「ああ。慌てなくていいよ」

　そう声をかけて、通路で彼女を待つ。

　しばらくすると結実ちゃんが戻ってきたので、食事に誘った。

「お腹空いたよね？　美味しいものを食べに行こう。もう予約してあるんだ」

　彼女が断らないよう先手を打ち、車に乗って六本木にあるホテルに移動。うちの家族が月に一度は通っているフレンチレストランへ――。

「予約した一条です」とスタッフに伝えると、いつもの個室に案内された。

「あの……歩さん、こんな高そうなお店いいんですか？」

「ああ。ここは俺のお気に入りなんだ。五歳の時に始めてフレンチデビューした店でね」

　楽しい思い出が詰った場所だから結実ちゃんを連れてきた。彼女も気に入るといいが。

　席に着いてしばらくすると、シャンパンとラッピングされた小さい箱が運ばれてきた。

　目の前に置かれた小箱を見て、結実ちゃんが俺に尋ねる。

「歩さん、これは？」

「結実ちゃんへのプレゼント。今日誕生日だよね？　開けてごらん」

　俺の話を聞いて、結実ちゃんはゆっくりと箱を開けた。

　中を見て、彼女は一瞬息を呑むと、まん丸の目を大きく見開いて「なんて綺麗なの……」と呟いた。

　俺がプレゼントしたのはひと粒ダイヤのネックレス。

　瑠璃からメッセージを受け取ってすぐに外商に電話して手配した。

　席を立つと、結実ちゃんのところに行き、プレゼントしたネックレスを手に取って彼女の首につける。

　俺の指が結実ちゃんの肌に触れると、彼女はビクッとした。

「こ、こんなに高価なものいいんですか？」

　少し狼狽えながら確認する彼女。

　俺はネックレスのダイヤに触れ、恭しく口付ける。

「もちろん。よく似合っているよ。誕生日おめでとう」

　顔をあげて結実ちゃんを見つめたら、彼女が頬をピンクに染めていて……。

「その顔、反則」

　咎めるように言って顔を近づけ、彼女の唇を奪う。

　柔らかいその唇にずっと触れていたくなるが、相手は純粋培養で育った女の子。求めすぎてはいけない。

　キスを終わらせると、言葉をなくして瞠目する彼女の唇に指で触れた。

「突然、ごめん。でも、結実ちゃんが好きなんだ」

「う……そ」

　少しパニックになっている彼女に甘く微笑む。

「本当」

「これ……夢じゃないですか？」

　彼女がまだ信じられないというような顔をしているので、ネックレスに優しく触れた。

「このネックレスがあるから夢じゃないってわかるよ」

　俺の突然の告白に結実ちゃんはかなり動揺するかと思ったが、なにか覚悟を決めたように俺の目を真っ直ぐに見つめてきた。

「あの……私も歩さんが好きです。小さい頃から憧れていて……今は異性として好きで……」

　結実ちゃんの告白を聞いて胸が熱くなる。

　俺に思いを寄せてくれているのは、彼女の態度でなんとなくわかっていた。

　だが、実際に彼女の口から『好き』と言われると、愛おしさが込み上げてくる。

　今夜は食事が終わったら礼儀正しく結実ちゃんを家に送り届けようと思ったが……。

「今日は帰さないから覚悟して」

　もう遠慮はしない。彼女も二十二歳の大人だ。

　結実ちゃんの頬に手を添えると、もう一度キスをした。

　その後、俺たちがどうなったか。

　それは、妹にも秘密だ――。




The end.
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